
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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００１　よくわからないけれど異世界に転生していたようです







「……空が青い」

　目が覚めると、そこには青空が広がっていた。

　上半身を起こし、周囲を見渡す。今居る場所は横転したらしい馬車の中。ドアは頭上に有り、開いている。周囲に転がる複数の死体。死し屍し累るい々るいだ。私の身体にも擦り傷があり、幾つか血の痕がある。身体もあちこちが痛い。

　私は……レン。家名はない。10歳の女の子で孤児だ。そして金細工を営む家系の三男、結ゆう城き蓮れん十じゆう郎ろう……だった。

　うん、どうやら生まれ変わったらしい。俗に言う異世界転生というもののようだ。




　記憶にある限りでは、私はある種の技術者兼開発者であり、研究者でもあった。

　それなりに大きな企業に勤め、世間一般で言う高給取りの部類であったように思う。

　ちなみに三十代は半ばを過ぎても独身ではあったが、俗に言うオタク趣味等にも傾倒しつつ、性欲に関しては風俗に通いと、それなりに独身生活を満喫していたと思う。

　そんな私の死因は新技術の実用実験の何段階目だったか、試作機の運用試験だった気がする。

　ありがちに暴走して大爆発、爆散した部品に巻き込まれて爆死。恐らく即死だったと思われる。

　漸く運用の目処が立つかも知れないレベルでの試作機稼動実験だからと言って、今日はガラス越しに隣の部屋で、というのがやはり間違いだった。いつもどおりに別室でカメラ越しにであればこんな事にはならなかったというのに。安全確保は重要である。

　誰だ、記念だからってこんな至近距離で観測するべきとかいった奴バカは。と言うか誰も反対意見を出さなかった時点で全員ＭＡＤの類という事実は変わらなかった訳だが。解せぬ。




　何はともあれ、私はかつて地球と呼ばれる世界で生きていて、事故で死亡し、この世界に生まれ変わり、前世の記憶を取り戻した転生者という事になるのだろう。

　今の私の名前はレン。先述したとおり家名はない孤児である。何の因果か前世の名前に類似してる点で、若干だが違和感は拭えると思われる。

　どうにも、かつて成人を越えて生きていた記憶が蘇よみがえった所為か、思考の方向性がそちらに引き摺ずられて居るようにも……しかし今のところ不都合は無いようなので、この件に関しては一旦保留の方向で。

　取り敢えず、今は現状の把握が最優先だ。今居るのは高い高い崖の下。私自身は満まん身しん創そう痍いといってもいい体調。どうしてこうなった。




　……この世界は中世っぽい時代で、スキル等が存在して、魔法もあって、魔物とかも居て、ドラゴンも空を飛んでいるゲームの様な世界。そういう世界らしい。もの凄くテンプレ的なファンタジー世界なのだ。

　そしてこの世界では、子供は皆５歳になると仮洗礼というものを受ける。田舎の村落であれば近場の大きな街まで出向いて教会等で受ける事になる訳だが、この仮洗礼を受ける事で自分のステータスを見る事が出来るようになる。

　うん、そうなんだ。この世界はある種のゲームのようにそういったものが見れるんだ。不思議だね！

　一体なにがどうしてそうなっているのかは良くは分からないが、そういうものらしい。研究者も兼ねていた身としてはどういう原理なのかいつか調べてみたいものである。

　ちなみにステータスを見る、とは言うものの、別段目の前にウィンドウが出るとかそういう事は無く、頭の中にイメージが浮かんでくるだけだったりする。

　閑話休題それはさておき。

　仮洗礼を受けると才能ある子供であれば生まれ持っていた先天的スキルを習得すると言う。

　先天的スキル、これは仮洗礼を受けるまでは十全に発揮されないものであるらしい。そして仮洗礼を受ける事でスキルを完全に習得し、その恩恵を十全に得る事が出来る。

　まあ、私はそういったスキルは持っていなかったのだが。

　更にこの世界では10歳になると本洗礼というものを受ける。

　コレも教会等で受ける事になる訳なのだが、この本洗礼を受けた時に極ごく稀まれにだが新たにスキルを習得する場合がある。私はこのパターン。

　しかし、この時に得たスキルが問題だった。

　私が得たスキルは【鑑定】。

　このスキルは文字通り、色々な物の詳細を調べるスキルだ。字面から考えれば商人等にはとても役立つスキルだと分かると思う。

　ちなみに私が居た孤児院は国営ではなく個人経営であり、その出資者は結構な大商人だったりする。そして私はその孤児院で暮らしていた孤児だ。となれば当然囲い込まれる。と言うより私の居た孤児院は私のような子供を囲い込む為に運営されていた所だったりする訳なのだ。

　その上この出資者である所の大商人、好色で悪い噂うわさが絶えない評判のお方であった。

　私のお先、真っ暗である。

　このまま囲われたら奴隷以下の扱いは確実で、どう考えても碌ろくな目に遭わない。でもこちらは、そんなお方が出資してる孤児院でお世話になっているガリガリの孤児一人。

　現状を変える事など出来る筈はずも無く、何かいい方法はないかと悩んでいるうちに時間だけが過ぎていき、件の好色商人様がいらっしゃる街まで馬車で移動する事と相成った訳である。

　孤児院のある小さな街から出資者様のいらっしゃる大きな街までは険しい山と森を越えるか、大きく迂う回かいする道を通らないといけないのだが、この出資者様はその辺りケチ、もとい、倹約家であったらしく、山越えのルートを往く事となった。

　これが間違いでお約束通りに盗賊のお出まし。しかも御者がお馬鹿であったようで、盗賊の隙を見て逃げ出そうと馬車を走らせ、そこに重ねて盗賊もお馬鹿だった為に弓を馬に射掛け、射られた馬が暴れて馬車ごと崖下に転落。今に至る訳である。




「足、痛い……」

　馬車の中を見回す。

　数日間、一緒に旅を共にした人達。皆、血に濡ぬれ、首があらぬ方向を向いている。

　……私は辛い事や痛い目に遭ったりすると膝を抱え頭も伏せて小さく丸くなる癖があった。そのお陰で、落下し回転する車内で首を折らないで済んだのだろう。ただし、全身に打撲は負った様だが。

　何故そんな癖があるのか？　理由は簡単だ。私は孤児院で男子に苛められていた。理由は単純に、私の背が高いから。大きくて邪魔、うざい、目障り等とよく小突かれていた。でもそのお陰で助かるとは、世の中というのは不思議なものだ。

　何とか横転状態の馬車から這はい出てみたものの、足を捻っているらしくさっきからじくじくと痛むし、身体はあちこち打撲状態でどうにもこうにも落ち着いてられない状態。




　さて、これからどうしよう？
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００２　とりあえず逃げることにしました







　馬車から出て来たのはいいけれど、これからの行動指針を決めない事にはどうにもならない為、改めて現状の把握をする事にする。

　今の私は崖の下で満まん身しん創そう痍い。移動もままならない。そしてここから移動するにしても、どこへ向かうのかが問題だ。

　崖を見上げる。崖を上るのは不可能。

　崖から左方向を見る。方角的には南。こちらに進めば、元々の目的地である商人様のいる街に至る。辿たどり着けば当然、囲われるだろう。

　右。北方向。こちらへ向かえば元居た孤児院の有る街がある。帰った所でもう一度送り出されるだろう。

　或あるいはこのままじっとしていれば、先ほどの盗賊達が左右どちらからかは判らないが迂う回かいして下りて来る事も考えられる。

　……どうする？　囲われるのは嫌だ。出資者の商人は何度か見た事がある。小太りで下品な顔をしたガマガエルっぽい感じの中年だった。

　アレ相手にそういう事をする？　前世の男性であった時の記憶を思い出した事もあってか、意識が男性寄りになっているようで男性相手にそういった事をする、される、という事に酷い嫌悪感が湧く。

　無理。無理無理無理無理、無理！　絶対無理！

　嘗かつての私はストレートだった。

　ネタとしてそういう薄い本を読む事はあったが、実際に自分がそんな事になる位なら死んだほうがマシ！　と言いたい所だけれど、出来れば死にたくはない。生きていたい。

　となると後はここから逃亡、という事になるんだけど……と、後ろを見る。東の方角、森だ。

　この森、大森林とか魔の森等と言われているかなり大きな森である。当然の様に凶悪な魔物なんかも沢山居る、らしい。

　そして今自分が居る辺りはほぼど真ん中と言っていい辺り。10歳の女の子が怪我した状態で一人で踏破出来るとは思えない。

　……それでも、囲われるのが嫌ならここを抜けないといけない。そして逃げる事に成功すれば私は自由だ。それから先は好きに生きていける。でも……んー。

　迷ってる時間は余り無い。盗賊が下りてくるかもしれないし、死体の血の匂いを嗅ぎ付けて魔物が寄って来るかもしれない。となれば即行動だ。

　これでも前世で研究者をやっていた時はフィールドワークもそれなりにこなしていた。運動不足で休憩は多めだったけれど。

　ともあれ、まずは生き抜く為の道具が必要だろう。横転した馬車の屋根部分に括りつけられている荷物を見る。一部縄が解けて散乱しているけれど、ここからなにか役に立つ道具を見つけないといけない。

　散乱した荷物の一つに手を伸ばそうとして、そこに付いた血に気付いて手が止まる。

　視線を泳がせると直ぐ側には死体が転がっていた。おそらく、崖からの転落中にドアから外に放り出された人だ。

　……首があらぬ方向に曲がっていて、苦く悶もんの表情を浮かべていた。死体はそれなりに見慣れている。

　孤児院にいた時、冬場には小さい子が何人も死んでいた。そんなに気にする事じゃない、この人達は運が悪かっただけだ。この世界ではたったそれだけの事で人は死ぬ。

　前世の倫理観がちくちくと胸を刺す。気にしちゃだめだ。手を止めちゃダメだ。私は生きるんだ。

　この世界では簡単に人は死ぬ。旅をすれば盗賊や山賊の類だって襲ってくる。自分の命は自分で守らないといけないのだ。いずれは人を殺す必要に迫られる事だってあるだろう。その覚悟はしておかないといけない。

　目を瞑つむって一つ深呼吸をした後、そっと目を開けて改めて死体を見る。……今度は思ったより平気だった。




　小一時間ほど物色して、ひとまず納得できるものを集めた。毛布、ナイフ、携帯食料、水の入った皮袋、幾らかの金銭、その他。

　取り敢えずこれだけあれば何とかなるだろうか？　もっと何か探すべきか……とは言えあまり迷っている暇は無い。日が落ちる前にある程度ここから離れないと拙い。急いで出発だ。

「痛……」

　忘れていた。そう言えば全身打撲状態だった。でも、それでも移動しないといけない。つらい……ゆっくりと歩みを進める。




　暫く進んだ所で立ち止まり、樹に寄りかかる。

　意識が混濁している。

　全身の痛みで思考も儘ままならない。不意に蘇よみがえった前世の記憶と、今まで生きてきた10年間の記憶がごちゃ混ぜになって混乱しているのがわかる。

　今の私は何だ？　私は誰だ？

　……この考えは拙い気がする。

　私は私だ、その筈はず。でも今まで生きてきた私はこんな考え方をする人間だった？　自分の事をどう呼んでいた？　どんな口調だった？

　ダメだ。

　ダメだ。ダメだ。ダメだ。ダメだ。ダメだ。ダメだ。

　難しい事は何も考えずに歩く事だけを考える様にした。




　……更に２時間ほど歩いただろうか、少しずつ日が傾いてきた。

　転落した場所はもう見えない。大きく息を吐いて座り込んだ。

　今日はここまででいいかな？　それとももう少し歩く？　……いや、割と限界だ。全身の痛みも結構拙い気がする。この怪我をどうにかしないと危険だ。

「……そういえば、『応急処置』が使えた筈……？」

　前世の記憶を思い出し、その情報量の多さから忘れていたけど、私は、レンは幾つかの魔法が使えた筈だ。

　その幾つか使える魔法が生活魔法。それは魔法資質が低くても習得出来るとされる、日常生活全般の役に立つ無属性魔法だ。

　少量の水を出す、小さな火を点す、明かりをつける、等々。日常生活において道具や設備があれば出来るけど、無くてもそれらが行えるようになるというちょっと便利だけど地味めの魔法系統。

　その中でも『応急処置』は多少の血止めや軽い痛み止め程度の効果がある回復魔法になる。ちなみに一番習得が難しいのは身体や衣類等の汚れを落とす『洗浄』の魔法だと言われている。当然私は使えない。私が使えるのは『応急処置』と『灯火』だけだ。

　……そんな事も思い出せないで居た？

　違う。私は私だ、何も問題はない。頭を振る。

「『応急処置』」

　……あ、痛みが楽になってきた。気の所為か、過去の記憶にあったそれよりも効き目がいいような気がする。

　もうこれで痛くて眠れない、という事はなさそうだ。問題は寝ている時に魔物がよってきたら、死ぬかもしれないって事だけど。

　こういう時は樹の上とかで寝るのがいいんだっけ？　まあ、今は身体中痛いから無理だ。

　今日は大きな樹の根元で小さく丸くなって寝る事にする。毛布を持ってきて良かった。魔物が出たらその時はその時だ。




　結論から言えば、全身の痛みと不安感で碌ろくに寝られなかった。





００３　おにぎりが食べたいです







　あれから５日ほど歩き続けた。

　水も食料も一昨日には無くなっている。

「お腹空いた……」

　ぐうううううううう。お腹がなる。

「……足痛い」

　足の捻挫が悪化してずきずきと痛む。『応急処置』を使うが、気休めにもならない。

　歩きながらこれまでに摘んだ薬草を嚙かむ。苦い。唾液も出ない。咽むせる。水が欲しい。

　今嚙んでる薬草は一昨日から摘み始めたものだ。多少は可食な山菜の知識はあるものの、それ以外の物の判別が付かなくて困っている時に閃ひらめいたのだ。

【鑑定】で判別できるんじゃない？　と。

　結果から言えばこれは大正解。

　食用になる野草やら傷薬やポーションの材料になる薬草の類の区別が付いた。

　でも問題がひとつあった。灰汁抜きをしないと苦くて食べられたものじゃなかったのだ。それでもいくつかの野草はそのままでも食べられた。

　更に次の問題は水だ。喉が渇いていては折角の食料も飲み込むのが一苦労だった。

【鑑定】のお陰で野草や薬草の荷物は増えたけど、食べても飲み込む事が出来ず、今ではそれすら口に運ばなくなっていた。

　それでもゾンビみたいにゆっくりと歩き続けていたけれど、とうとうその場に倒れこんだ。

「水……」

　水。水が欲しい。水。

「……水」

　水！　喉が！　水！

　このままだとやがて脱水を起こして死ぬ。そう思った時だった。

　ばしゃっ！

「……え？」

　目の前に水が降ってきた。顔を上げると目の前の草くさ叢むらが濡ぬれている。見上げてみても何も無いし、誰も居ない。

「水！」

　濡れた草叢に手を伸ばすとまたも水が降ってくる。

　運良く掌に少しの水が溜たまり、慌てて口に運ぶ。良く分からないが、水を求めると水が降ってくる。

　何故そんな事が起きるのか分らないまま、慌てて腰の皮袋を手繰り寄せ、そこに水を溜めては飲んだ。

「……生き返った」

　時間をかけて何度も水を飲み、何とか喉の渇きは癒えた。でも。

「お腹空いた……」

　倒れた拍子に摘み集めた薬草の入った別の皮袋はどこかに放り出してしまったらしい。探しに行こうにも動く元気も無い。

「……おにぎりたべたい」

　水って言ったら水が降ってきたんだから、これも出て来ないかなー、なんて現実逃避染みた馬鹿馬鹿しい事を考えながらつぶやいたら。

「……は？」

　本当に出てきた。おにぎりが。

　え？　幻覚？　どういうこと？

「……おにぎり」

　もう一度念じながら呟つぶやくと、空いていたもう一つの手の中にもおにぎりが現れた。

　……両手にそれぞれおにぎりがある。手をわきわきと動かしてみるが、間違いなくそこにある。
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「食べ物……」

　もう、なんで今それがそこにあるのかとか、どうでもいい。

　一心不乱に食べる。うん、おにぎりだ。塩むすび。海の苔りも何も無い、具も入ってない。でも、美味しい。訳が分からないまま、涙が出てきた。




　いきなり現れたおにぎりを食べ終えて、仰向けになったままでぼんやりと空を見上げる。

　お腹が膨れて多少冷静になった。満腹感はしっかりとある……幻覚じゃない。

　じゃあなぜおにぎりは現れた？　そもそも、この世界で生きてきた10年間の記憶を振り返っても米を余り見た事が無い。仮に近くに米があったとして、誰が私におにぎりを与えた？　周囲を見回しても誰も居ないし、居る気配も無い。おにぎりは魔法のように現れたのだ。

　……魔法？

　そうだ、この世界には魔法があった。となれば魔法でおにぎりは現れた。そう考えるのが妥当だ……いや、妥当か？　おにぎりを出す魔法？　聞いた事も無い。でも実際、おにぎりは現れた。であれば確認だ。

「ステータス」

　念じながら呟くと、視界の中に自身のステータスが表示された。







【名前】レン

【種族】天人族

【職業】孤児

【年齢】10歳




ＨＰ　10／50

ＭＰ　30／50




ＳＴＲ　３

ＶＩＴ　３

ＤＥＸ　５

ＡＧＩ　３

ＩＮＴ　５００

ＭＧＣ　３００

ＣＨＡ　12

ＬＵＫ　４




【スキル】

創造魔法　　ＬＶ１

ストレージ　ＬＶ[image: ]

生活魔法　　ＬＶ５

鑑定　　　　ＬＶ３




耐性：空腹　ＬＶ１

耐性：疲労　ＬＶ１

耐性：痛覚　ＬＶ３




魔法属性適性：全属性







　……うん、なんだか色々おかしい事になってる。





００４　実は私、凄かったみたいです







　さて、突っ込みどころ満載になってるこのステータス。順番に突っ込んでいこうと思う。

　名前、レン。これはいい。次。

　種族、天人族。なんぞそれ。人族だったよね、私。

　確か天人族って神様に遣わされた、色々な知識を人々に与えるなんだか凄い種族だった筈はず？　それがなぜ私が？　って、あー……もしかして転生者が天人族って事？　知識チートとかがそういう解釈になって伝わってる？　んー、現状ではこれ以上調べ様が無いのでパス。

　次、職業。孤児。コレ、職業？

　年齢はいい。

　次、ステータス。ＨＰやＭＰは特に変化無し。

　低ＳＴＲ非力なままだし、ＶＩＴ体力が無いのも変わらない。Ｄ器Ｅ用Ｘさはそれなりにあった。これらも変わらない。Ａ素Ｇ早Ｉさも同様。けど、ＩＮＴ賢さの５００って。

　多分これは前世の知識の所為だと思う。でもＭＧＣ魔力が３００？　天人族になったから？　尚、ＭＧＣは簡単に言うと魔力の強さ的なもの。コレが高いと魔法が覚えやすかったり威力が上がったりする。ＭＰ？　ＭＰは魔力量かな？

　それはともかく、私の記憶が確かならＩＮＴもＭＧＣも元は確か４だった筈だ。それが今や５００と３００。上がりすぎぃ！　でもＬＵＫ運の良さは据え置き。どうせならこれも上がってて欲しかった……。

　ちなみにＣＨＡ魅力は元から高めで12だった。自分で言うのもなんだけど元々顔は整ってて、顔面偏差値はかなり高い方だと思う。贔ひい屓き目めに見てもかなりの美少女だ。ほんのりつり目気味だけどきつい印象は無いと思う。多分。

　10歳だから胸は無いけど身長の方は成長が早かったようで、他の栄養不足の同い年の子達よりもずいぶん大きかった。多分、１４３㎝位はあると思う。いや、１４０……？　いやいや、１４２はある筈……いや、別にサバを読んでたりしてませんよ？　１４０㎝無いなんて事は無いです。無いったら無い。

　……私の希望通りにこのまま育っていけば、かなり長身なスレンダー美人さんに育つと思う。強そう。

　閑話休題。

　さて、最後の大本命、スキル。なんだか色々増えてる。

　私のスキルは元々【鑑定】と【生活魔法】だけ。それもそれぞれＬＶ１と２。ちなみに魔法適性は光のみ。

　多分、難しく考えないのであれば、全部前世の記憶を思い出した所せ為いだと思う。それ以外に思い当たる節が無いし。

　転生者は天人、それは多分間違いないと思う。そして天人は魔法の適性が高いのだろう。いつだったかそんな感じの話を聞いたような気がする。

　記憶を取り戻した私は唯の人族ではなく、天人族に変化した。その結果ステータスに変動が起きた。ついでにスキルが増えた。天人は色々とレアなスキルを持っている、という話も聞いた事があるし、スキルが色々増えたのは多分そういう事なのだろう。

　原因だの理由だのは現状では良く分からない。でも、ここから生き抜く上で便利な手段が増えた事だけは間違いない。そして活用する為にはそれぞれどんな効果があるのか把握していないといけない。




　次。【ストレージ】。

　これは【アイテムボックス】の完全上位スキルだったはず。知名度だけで言えばかなり有名なスキルだ。

【アイテムボックス】は色々な物品を良く分からない謎の空間に収納するスキル。【鑑定】と並んで商人にはとても重宝されるスキルでもある。

　冒険者の間でもスカウトなどのサポート職がこれを持っていると食いっぱぐれない。スキルレベルが上がると収納量が増え、収納している物の時間経過による劣化が軽減されていく。ちなみに習得は運任せで、レベルアップも運任せという鬼畜仕様。

　それに対して【ストレージ】は収納量無制限、時間経過無し、というチートスキルだ。

　こんなとんでもないスキルが増えたと知られたら間違いなく出資者の商人に囲われてしまうだろう。おぞましい。




　……まずは【創造魔法】。もう色々とやばそうな気配がする。ここはひとまず後回し。

　次、【生活魔法】。元々は２だったＬＶが一気に５に上がっている。

　おそらく、さっきの水はこれじゃないだろうか？　私は元々水を出す魔法は使えなかった。でも今見た所、レベルが上がっていた。必要に迫られたのもあって、新たに水を出す魔法を覚えた。そんな所だろうか？

「……『飲水』」

　ばしゃっ。




　試しに意識して魔法を使ってみれば、案の定水が出た。こうなると他の生活魔法も一通り試してみたくなる。

　結果としては、『着火』『飲水』『乾燥』『洗浄』が新たに使えるようになっていた。

『着火』は指先に小さい火を出す魔法で、焚たき火びとかする時に役立つ。雨の中で火打ち石とかでつけづらい時にも使えて便利。

『乾燥』は洗濯した衣服や髪などを乾かす事が出来る。

　でも何より『洗浄』が使えるようになったのが嬉うれししい。これでも一応は女の子だし、前世においても研究者という立場でもあった所為か、実験などの為にも衛生面では気を使っていた為、綺き麗れい好きだった。非常に助かる。




【鑑定】。

　ＬＶがいつの間にか３になってる。このスキルはレベルが上がりにくいらしいので、多分これは色々鑑定しまくっていたからだと思う。

　基本的にスキルは使えば使うほどレベルが上がっていく。私はこの数日間ほぼ使いっぱなしだった。

　このスキルはレベルが高いほど鑑定した対象の詳細がより詳しく分かるようになっていく、らしい。便利なのでこれからもこまめに使ってレベルを上げておきたい。




　魔法属性適性：全属性。

　これは、文字通り全ての属性の魔法に対して適性が増えたって事なんだろうけど……魔法書を読んで覚える、他の魔法使いに教えてもらう等の方法で覚えない事には、余り意味がなさそうだ……魔法の自力習得はとても難しいと聞いた事がある。現状では宝の持ち腐れっぽいかな？




　耐性。まあついさっきまでこの状態だったからね……慣れって怖い。




　……さて、とうとうきました。【創造魔法】。

　字面的に……多分、これでおにぎりを出したのは間違いない。

「『おにぎり、出て来い』」

　……本当に出てきたよ。もうこれで餓死する事はないね、やったね！　って、いやいやいや、おかしいから！　どう考えてもおかしいから！

　何も無い所からおにぎりを出せるとか……質量保存の法則とかどうなってるの？　でも取りあえずステータス確認。うん、ＭＰが10減ってる。おにぎり１個でＭＰ10。燃費がいいのか悪いのか……私のＭＰの回復量は１時間あたりで３前後。そう考えると実質食糧問題は解決した？　ああ、でも栄養バランスとかもあるか。となれば他の食べ物も試してみないと。

　でも残りＭＰ15。色々試すにもちょっと余裕が無い。




　んー……取りあえず今日はここで野営して、色々な検証は明日かな？





００５　収納スキルはチートのようです







　あれから数日、現状で思いつく限りのスキル検証を行った。

　ちなみに移動はしていない。転落現場からの移動の間、危険な動物や魔物に会わなかったというのもあり、危機感が薄れて居たのが理由だ。この件に関しては反省し、後ほど一応の対策を取りはしたけれど。




　という事で、まずは【創造魔法】について判明した幾つかの仕様。

　第一に、使い方。

　使用する時は目の前の指定した範囲に光の円陣が現れる。この円陣は魔力で出来てるらしい光の線で描かれてる。実にファンタジー。

　でもって、その円の中に材料を入れる、或あるいは何も入れないでスキルを行使する。

　そして、何でも作れる訳ではない。多分スキルレベルと、相応のＭＰがないとダメ。

　また、作ろうとしているものに関しての知識が有るとＭＰも消費が抑えられるようだ。そして作るものが複雑化すると消費ＭＰが増える。

　次に、作ろうとするものの基となる材料があるとＭＰ消費がぐっと減る。これは全身打撲を何とかしようと傷薬を作った時に気付いた。

　また、それらを作る際に必要な道具などがあれば更にＭＰ消費が減る。これは材料をナイフで刻んでおいたら消費が減ったのと、刻まないでナイフを手元に置いて作った場合、一部の材料だけ刻んでおいた場合等との比較で気付いた。現状で可能な程度での比較検証しか出来なかったけど、設備なんかが揃そろっていれば多分もっと消費は減ると思う。

　一度、自衛の為に剣が作れないか試したけれどＭＰが足りなかった。この時の最大ＭＰは50。それで作れないとなると先は長い。

　そして傷薬では怪我に対し効果が薄かったので、話に聞く魔法薬、俗に言う『ポーション』というものを作ってみた。

　これが大正解。製造に必要な材料が傷薬とそう変わりが無いのに効果が全然違った。

　そもそもポーションの材料は一部聞き及んだだけで、作り方などはまったく知らなかった。だと言うのに、割と曖昧な知識でもスキルが補助をしてくれるのだろうか？　何故か作れてしまった。

　研究者であり科学者でもあった身としては非常に納得がいかないが、現状では助かるので材料や過程の製造知識については後々補完しておこうと思う。まあ、専門は鉱物とかソレを使ってのあれこれを作る技術者とか開発者の方だったので薬品だとかは専門外なんだけど……。

　そしてその後は色々なポーションを試作してみた。回復、解毒。或いは能力強化、等々。それと、先述の魔物対策として魔物除けの薬等。

　材料は何が必要なのかわからない為、あれこれ何でも放り込んで試行錯誤を繰り返す事で調べていった。

　とは言えスキルレベルが低い所せ為いか、品質のいいものは作れなかった。作れたのはどれも最下級品質ばかり。

　でも作れば作るほどスキルが最適化されていくようで、次第に消費ＭＰが減っていき、回復ポーションに関しては下級品質のものが作れるようになった。

　そしてここで以前に作った最下級のものを材料にしたらどうだろうか、と試してみたらあっさりと下級ポーションが作れる事が判明。

　ただし、調子に乗ってさらに上位のものを、と試してみたがそちらはどうやらまだスキルレベル不足のようで作れなかった。残念でならない。

　だが代わりに、気づいた時には新たに【調合】スキルを覚えていた。これも上げていけばいずれはもっと色々作れるようになるだろう。

　また、【調合】スキルを覚えてからは何となくとは言え材料が分かるようになった。スキル、便利すぎない？

　何はともあれこれで街に出てからの金策も何とか目処が立った。

　全身の怪我はポーションの作成実験の過程で完全に治った。

　そんな感じであれこれ試していくうちに最大ＭＰが60に増加。

　ＭＰに関しては余り差は無いと思うかもしれないけれど、ＭＰ10と言ったらおにぎり１個分だ。これは大きい。

　ちなみに海の苔り巻まきおにぎりを作ったら倒れそうになった。ステータスを確認してみたら消費ＭＰ30だって。ちょっと酷くない？

　馬車から持ち出した毛布を消費して、替えの衣類も幾つか作成。多少作りすぎても【ストレージ】に無制限に仕舞えるので移動に問題は無い。邪魔になれば街に出た時に売ってもいい。

【創造魔法】は便利すぎた。燃費は悪いし現状では使い勝手もそこまで良くはないが、そこは運用方法でなんとか出来る部分も沢山ある。




　次に【鑑定】もレベルが上がっていた。今のレベルは４。

【鑑定】はレベルが上がり辛いって聞いた事があったんだけど、あれは一体なんだったのか。そう思うくらいにがんがんスキルレベルが上がっていく。

　理由はよくわからないけど、多分種族特性じゃないか、とは思っている。天人族は色々優秀らしいし。

　そして生活魔法で水を作り続けていたら水の属性魔法を覚えた。魔法の自力習得が難しいとはなんだったのか……。

　とは言え便利である事に変わりはないので色々試してみた所、お湯も出せた。これで一層生活に困らない。

　魔法便利すぎ！　……ファンタジーの魔法って、攻撃とかそういう……いや、便利だからいいんだけど。




　ちなみにポーションを作る時、ちゃんと指定しないと液体だけで出てくる。

　これに関しては容器を作って対応した。最初はガラス製にしようとしたけれど消費が多すぎて数が作れなかったので、地面の土を素材に素焼きの瓶の様なものを作ってはその中に入れていった。そして途中で最初から容器入りで指定して作ればいいと判明し、ちょっとへこんだ。

　ついでに土を素材に容器を作っていた為か、気付くと土魔法も覚えていた。魔法の自力習得が（略）。




　次は身を守る為の準備をする事に。

　まずは武器。と言うか防具とか持ってないから武器の強化しかする事がないんだけど。

　ポーションの上位品質への変換で気付いたけど、ナイフとかの品質を高める変換も出来るんじゃないかと思ったのだ。

　そして、これも正解だった。【鑑定】で調べると一目瞭然。低品質の鉄のナイフが高品質の鋼のナイフに変わった。ただしＭＰを50も消費してしまい、その日は疲労で他の事は何も出来なかった。

　このサイズのナイフの炭素配分の変更だけでこの消費って……剣とかの強化はもっと掛かるし、そもそもゼロから作るとなったらどれだけＭＰ要求されるんだ……？　色々と先は長いようだ。

　なにはともあれ、自衛の準備は出来たので次の行動に移ろうと思う。




　まずは水場への移動。

　私が考えたのはこの森への定住。考えを改めたのだ。

　なぜ定住を考えたのか？　理由は幾つかあるが、まず【創造魔法】スキルだ。

　これによって身の安全はかなり改善された。食事にも困らない。衣食住のうち、二つが満たせるのだ。水魔法の習得で設備さえ整えばお風呂にも入れる。

　次に、このまま直ぐに街に出た場合起こりうる状況。それは出資者の商人に見つかって連れ戻される事だ。

　現在、事故から２週間程が経過している。子供の足でこの森林を抜けるのはほぼ不可能だろうけど、実際に抜けてきたなら保護されるのは間違いない。保護されてしまうと身元も調べられて、商人の下に送られる可能性は高い。

　なら、直ぐにここから出なければいい。幸いに住環境を整える能力は手に入れた。

　どういう事か？　簡単だ。その辺りに生えてる木を木材に変換出来た。なら次はこれで掘っ立て小屋を作ればいい。そしてスキルを使って時間をかけて少しずつマシな家に改築していくのだ。【創造魔法】マジチート！　【創造魔法】万歳！　ただし消費は据え置き。

　……その分は時間をかければいいんだよ。ぐすん。

　新たな目標を定め、水場を目指して東の方角へ歩く。

　周囲を警戒しながら進む。すると視界に入った自生する薬草や野草の類が消えて行く。不思議現象？　違う。私の仕業だ。

　消えた薬草等は全て【ストレージ】に収納されている。

　最初、私は移動しながら目に付いた薬草等を一々採取しては【ストレージ】に収めていた。でもこれでは移動が儘ままならない。

　やがて面倒になった私はなんとなく、地面に生えている薬草を眺めながら、これをそのまま【ストレージ】に収められたらなあ、と考えた。するとどうだろう。薬草が目の前から消えてしまったのだ。

　慌てた私は【ストレージ】の中を確認、そこに薬草はあった。呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　今までの苦労って……いや、前向きに考えよう。余計な手間が減ったと。

　次に私がしたことは、余り意識しないで【鑑定】を使う事だった。

　視界に入ったものをほぼ全て鑑定、それを変に意識しすぎない事。そして発見した薬草等を全て【ストレージ】に収納する。これらは直ぐにできるようになった。




　前世において技術者で科学者で研究者だった時、思考分割による並列思考やマルチタスクなんて仲間内では基本スキルだった。私もこの程度の事は簡単に出来る。脳に負担が掛かる？　そこは使い方次第という事で。

　ちなみにこの思考分割等で脳に負担の掛からない使い方は、仲間内の一人の変態的なマッドサイエンティストが便利だからと皆に教えて回ってたものだったりする。お陰でマッドが量産される異常事態になってしまったのだが。

　私？　私は比較的まともなマッドでした。と言うか、仲間内だと一番の常識人枠だったよ。




　話が逸れた。問題は街中に出た時にうっかり周囲のものを収納しまくらないように気をつける事だろう。意識しておかないといけない。

　使える能力は使うべき。それで楽になるなら尚の事。うん、便利便利。




　その日の夜、ステータスを確認したら【鑑定】のレベルが５になっていた。

　……うん、使いっぱなしだもんね。そうなるよね。





００６　お風呂は文化の極みですね







　水辺を求めて移動して川辺にた辿たどり着き、そこに定住すると決めてから２ヵ月。

　転落事故にあったのは確か三月頃だったので、今は春も通り過ぎちらほら初夏が近づく頃合いだ。

　今私は川の近くの掘っ立て小屋に住んでいる。いや、これでも大分マシになったんだよ、本当に。今が暖かい時期で良かった。




　最初は竪たて穴あな式住居の方がまだマシ、というレベルだった。

　構造的にはテントと言うかなんと言うか……適度な大きさの木を支柱代わりに数本の木材を錘おもり状じように立て掛けて、枯れ草を屋根にしたというか……はい、造ったその日の夜に強風で吹っ飛びましたよ。泣いた。

　何度も建て直しては崩れて、何とか打開策は無いかと考え、ＭＰ回復ポーションを作って直ぐにそれを使って無理やり回復して小屋を強化、という事をを繰り返し。

　今では何とか強風でも倒れない小屋になりました。ここまでで１ヵ月経過。思い出すのも嫌になる地獄の日々でした……。




　次に優先的に行ったのは食生活の改善。

　あ、一応合間合間で小屋は強化してますので。雨の日の雨漏り、本気で辛いです……え？　あ、はいはい。食生活の改善でしたね、はい。

　最初にやった事は周囲の確認でした。危険な動物が居ないか、何か食べやすいものは無いか。

　一応食用可能な実が生る木を数本発見、茸きのこの群生地も２ヵ所発見。そして危険な魔物が居ない事も確認。その過程で【警戒】と【探知】のスキルが生えてびっくりしたのも今では懐かしい思い出です。

　ちなみに【警戒】は襲撃や不意打ちなどに反応するスキル。勘が良くなる、と言うかなんと言うか……。

【探知】は自分を中心とした効果範囲内のものを何となく感知するスキル。色々なものが分かる反面、余り詳しくは分からない。分かるものは基本的に広く浅く。探知系の上位スキルになると悪意の有無や種族なんかも分かるようになるらしい。

　ただ、やはり安定してバランスの良い食事を、というのは難しく……今ではお腹を膨らます為のおにぎりとは別に栄養サプリを飲んでます。うん、簡単に作れましてね……お陰で成長の為の栄養面に関しては気にする事がなくなりました。

　ごめん。噓うそ。美味しいもの食べたい。ううううううう！　飽食の日本が懐かしい……。

　そんな状況の打開の為に調味料を豊富に使った完成品の食事の創造が出来ないか試した所、要求ＭＰが多いようでちょっと現実的ではなかった。

　代わりに栄養価的に塩を作れないかと試してみると、其方そつちは多少多めのＭＰと引き換えに何とか作れたので、塩分不足は何とかなりそうだった。

　香辛料に関しては自生してる胡こ椒しようっぽいものやハーブはあるので、なんとか？　前世では凝り性だった所為で自炊する技術は無駄に高いから、材料が揃そろえられるならそれでなんとかいけそうかな？

　いや、美味しい食事は大事だからね、仕方ないよね。




　さて、一応の衣食住が整い、身の安全も確保されたとなれば次は住環境をより良いものにする為の努力ではないかと思う次第でありまして。

　はい、つまり風呂です。

　え？　家をちゃんとするほうが先？　いやいや、風呂が先だよ！　川の水は冷たいんだよ！　【洗浄】で誤魔化すのはもう嫌なんだよ！　ちなみに疲れは疲労回復ポーションのお陰でどうとでもなるけど。

　今の風呂は河川敷の一部を土魔法で掘って、大きめの石をいくつも集めて区切ってそこの水をお湯に換えて入る形。

　でもこれだと雨の日とか、これから季節が変わって冬場になったら入れないから、何とか家のほうに増築する形にしたい。

　そんなわけで今日も地道に石材と木材を集めてる訳ですが、集めた材料を使って家を強化するのに使えるＭＰが足りなすぎて先が長すぎるのが最近の悩みの種。一応今の最大ＭＰは80。あれから増えてはいるけれど、もっと沢山ほしい。

「……発想の転換が必要な気がする。現状の回復ポーションで誤魔化すのには限界がある」

　そもそもＭＰ回復ポーションを作るのもかなり消費が大きい。検証した結果、作り置きしたポーションで無理やり回復させ、一気に家を強化したほうがロスは少ない事はわかってる。それでもやはり一度に使える最大量が少ないのが問題なのだ。

「いっその事、一時的にでも最大ＭＰを増やすポーションが作れたら……？」

　以前のスキル検証の時にステータスを一時的に上昇させるポーションは作れた。なら、一時的にとは言えＭＰの上限を上げるものが作れれば？

　思いついたら即実行だ。ＭＡＤだからね、安全よりも思いつきの検証が大事だからね？　仕方ないね！

　結果から言えば作れました。

　でも最大ＭＰ強化ポーションの製造効率が悪すぎて笑うしかない。笑うしかない……。

　うん、素材として今まで作り溜ためておいたポーションと採取してあった薬草が全部なくなりました。うわあああああああああああん！

　そこからの作業工程としては、追加の強化ポーションを作った後に、それを使って増えた分まで回復させる為のＭＰ回復ポーションの材料集めに１週間。ポーションの作り置きに３日。そしてポーションを飲みまくりながら家の増築に丸一日励んだ結果。

　私は今自宅でお風呂に入っています。
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　これからまた色々と素材収集してポーションを作り置きして、とか考えると憂鬱で仕方ないけれど、今は至福なので考えない。考えない。大事な事なので二回言うよ。

　そして風呂はいいね、文化の極みだね。

　自重せずに増築した結果、土を盛って石を積み上げ２ｍほどの石垣を作り、やや広めの庭の一角に畑。そして建屋は二階建ての一戸建て。

　入って直ぐに居間、少し奥に厨ちゆう房ぼう。更に奥に風呂とトイレ完備。

　一階には他に客人用個室と物置、二階に寝室と書斎予定の部屋。ついでに狭いながらも地下室もあったりする。

　そんな色々と馬鹿げたものが出来上がった。家具は追々追加していく予定、後悔はしてない。排水関係の下準備が面倒だったけど、そこは土魔法で頑張った。

　ちなみにトイレの処理は後々【創造魔法】で肥料に変換する予定なので、溜めるタイプ。

　いやあ、便利だね、魔法って。




　そんな事を考えながら植物性のボディソープを作り出して身体を洗う。

　あー、そう言えばこれも売り物になるんじゃない？　シャンプーもいいよね、美容関係でチートは転生物のお約束だし。

　うーん……夢が広がるね？　でももう森を出る気とか、ほとんどないけど！　ちなみにこれらも【創造魔法】で作ってたりする。割と消費が多いのが困りものだけど、仕方ないのだ。必要経費なのだ。

　身体を洗いながらふと股間に目をやると、うん、凄く微妙な気分。

　前世では有ったモノがない違和感と、なくて当然という感覚とが複雑に絡み合って、なんとも言えない。




　この数ヵ月で意識の在り方は大分落ち着いたような気もする。けれどやっぱり前世の記憶からの影響は大きくて、考え方や価値観なんかは前世の日本人のそれが強い。

　人格そのものはこちらでの10年間をベースにうまい具合に統合したようだけれど、男性としての意識の部分もある程度色濃く残ったままの様で、相変わらず男性相手に云うん々ぬんというのは未だに嫌悪感しか湧かない。

　いや、こういう事は余り難しく考えすぎないほうがいい。頭がおかしくなって死ぬかもしれない。もうこういう事に関してはその時になったら考える事にしよう、うん。

　ただ、そういう事は置いておいても、前世の知識が色々と役に立つのは間違いない。ここでの生活の向上にも大活躍だしね。使えるものは使うべき。




　湯船に浸かりながらそんな事をぼんやりと考える。

　そして重要なのはこの先の事だ。仮にでもこれから先の行動方針を決めておかないといけない。

　転落事故の現場から移動した時はあまり深く考えてはいなかったけれど、私は自由を得た。あの孤児院を出る時は絶望しかなかった。先は暗く、自由の無いこれからの生活。

　そう、今の私は自由だ。何でも自分で決められる。否、自分で決めて生きていかないといけない。

　でも……何をすればいい？　正直、この世界で生きてきた私は生きる目的がなかった。ただ生きる為に生きていた。それでも囲われてこれから先の人生を過ごすのは嫌だと考えていた。

　なら、前世の私は？

　前世の私は正直に言うと面倒くさい性格だった。自分のやりたい事が優先。その為にやりたくない事をやらないといけないならばやるけれど、そうでないならば極力やらない。興味を持った事はとにかく追求する。だと言うのに基本的に面倒事と厄介事は嫌う。

　私だったらこんな面倒な相手との付き合いは控えるだろう。でもそんな性格の自分は嫌いじゃなかった。凝り性だったから変に自炊に凝った事もあったなあ……結果、プロ並みと言ってもいい位の料理の腕になった。いやまあ、お陰で今困らないで済んでるんけど。

　と、話が逸れた。

　とにかく、今世の自分に合わせて決められないなら前世の自分に合わせてもいいはずだ。一応同一人物だし。

　とにかく私は無理強いされるのが嫌。それに面倒事は嫌いだ。だから何かあった場合、逃げる。基本的にはこれで行く。

　そして取りあえずは、このままここで過ごすのもありだろう。いずれはこの森を出る事になるかもしれないけれど、それまでは別にここで過ごし続けてもいい。

　何かあるまではまったりとスローライフを過ごす。うん、これで行こう。

　但し、スキルは鍛える。何かあった時の対抗手段はあったほうがいいから。

　それに幾つか作りたいものもある。

　前世では開発途中だったり失敗したりしたけど、この世界には魔法がある。もしかすると作れるかもしれない。




　大した目的も無く、というかほぼ無目的だけど、取り敢えずはそんな所？　余裕が出てきたら世界を見て回るのもいいかもしれない。異世界旅行？　凄く面白そうだし、興味はある。

　今世の私が知っているのは孤児院があった街の事くらいで、それ以外は殆ほとんど何も知らない。世界の常識なんてのも多分、全然足りてない。この世界にはインターネットなんて無いから、情報の共有なんてされてない。

　なら、森を出たらそういった基本的な事から調べるのが優先かも？




　とまあそんな感じで基本方針を決め、お風呂から上がる。

　あー、こんなにゆったりとお風呂入ったりしてたけど、そういえば私って孤児だった筈はずだよね？　なんて考えながらふかふかのベッドでぐっすり寝た。このベッドも前世知識と【創造魔法】で作ったものだ。チートって酷いね……ぐう。





００７　お肉食べたい







　家の増築から３ヵ月。転落事故からそろそろ５ヵ月近くが経過する。

　髪が大分伸びて、後ろは肩甲骨に掛かるくらいの長さになった。前髪が少し鬱陶しい。

　そんなこんなで世間はすっかり夏です。周りに世間とか無いけど。




　さて住環境も整い、次に行ったのは衣類の調達。

　それまでほぼ着の身着のままで、最初から持ってた自前の着替えとスキル検証の時に作った服を回して使っていた。

　その数着だけで数ヵ月も使い回していた為に流石に大分くたびれてしまっていたので、新しく何着か新調した。材料？　いや、木から作ったよ。

　えーと、木によってはセルロースを含んでいて、それを取り出して……いや、うん、細かい事はどうでもいいよ。と言うか説明が面倒くさい。取り敢えず【創造魔法】でどうにかして作ったって事で。

　そうこうして何着か作っていくうちに【服飾】スキルを覚え、多少は凝ったデザインも作れるようになった。レベルを上げればもっと細かい刺し繡しゆうとかも出来るようになるかな？




　で、今では庭の畑で野菜を育てている所。衣食住と整ったので今度はそれらの更なる向上という訳であります。

　家庭菜園は前世で実家に居た時に手伝ったりしていたけど、色々と曖昧になってる部分があったのでまずは短期栽培出来るものを選んでみた。

　種？　【創造魔法】で一発でした。消費は凄く少なかった。ちなみに既に育ったものを作るともの凄くＭＰを消費する。

　取り敢えず最初に育てたのはお約束のラディッシュやミニトマト、三つ葉にほうれん草、インゲン等の豆類、他にはオクラや紫し蘇そ等。育成の早いものは既に何度か収穫した。おいしかったです！




　３ヵ月も続けていると畑仕事にも大分慣れたので、そろそろ新しいものや育成期間の長いものにも手を出そうかと考えている。

　何で慣れたって言えるのかって？　そりゃあ【農業】スキル覚えたからね。実際、慣れたどころの話じゃないんだよ。

　なお、畑仕事の大半は土魔法でちょちょいのちょい。耕耘から畝作りまで何でもござれ。

　そして肥料や虫除けの薬は全て【創造魔法】任せ。ホント、消費の多さに目をつぶれば万能すぎて困る。いや、困らない。大助かりだ。

　ホント、魔法は便利ですねー？

　あとは光と火の属性魔法も覚えた。光は家で明かりを灯してたし、火は料理で使ってたからかな？　何にせよ覚えておいて損は無いよね。




　ちなみにこの３ヵ月の間に一度、転落事故の現場を見に行った事がある。

　持っていけなかった荷物は全て無くなっていた。やはりあの後、盗賊が回収して行ったらしい。死体は腐敗していて酷い臭いだった。

　……盗賊に見つかるかもしれないとは思ったけれど、全て埋葬した。短い期間とはいえ一緒に旅をした相手だ。何より前世の倫理観がどうにも疼うずいた。壊れた馬車は一応そのままにしておいた。




　そんな最近の悩みは独り言が増えた事と、

「お肉食べたい」

　そう、お肉だ。たんぱく質だ。

　サプリで栄養バランスには問題無い？　関係ないね！　肉は肉だよ！　かと言ってお肉を【創造魔法】で作るのは消費ＭＰが大きすぎるのだ。

　調理自体は自分でも出来る。前世では一人暮らしだったし、一時期自炊に凝っていた時期がある。それに材料さえあれば【創造魔法】での料理作成も消耗が減るし。

　つまり何が言いたいのかと言うと、肉を得るために狩りをしないといけないという事だよ。

　だが悲しいかな、この身体は非力極まりない。ついでに武器がナイフしかない。

　切れ味は【創造魔法】の強化で折紙つきとは言え、リーチが短すぎる。猪いのししとか出てきたら体当たりで普通に死ねる。と言うかこの身体能力では兎うさぎすら狩れる気がしない。

　……罠わな？　簡単なものならともかく、難しいものは構造が良く分からない。曖昧な指定でも【創造魔法】なら作れると思うけど、設置箇所の問題もある。獣道の探り方とかは流石に全然分からない。自作するにも器用さはともかく腕力に問題が……。

　そうなると次は攻撃手段の模索である。

　それも安全な遠距離攻撃が望ましい。という訳で庭に出る。




　まずは弓。作れた。構造は比較的簡単だ。【創造魔法】の仕様を考えると、精度は多分かなりいい筈はず。早速引いてみる……引けなかった。我ながら非力すぎる。

　次はクロスボウ。機械構造で引く事が出来る、構造は分かる。

　……残念！　ＭＰが足りない！

　機械構造はまだ無理のようだ。一応最大ＭＰは80まで増えたんだけど。

　となると何か別の投とう擲てき武ぶ器きが必要だ。ただし、大型の獣も倒せる威力のものに限る。

　小型の小動物であれば、長めの布があれば直ぐ作れる投とう石せき紐ひもでも自作して石を投げればいい。でも忘れがちになるけどここは本来とても危険な森の奥。魔物除けの薬が作れなかったら生き残れないような魔物や獣がうようよしている場所だ。

　分厚い獣の皮を撃ち抜くような貫通力のある遠距離武器。

　……銃？　構造はわかる。撃った事もある。と言うか前世では仕事で作ってた。しかし構造が複雑すぎる。そもそもクロスボウすら作れないのだから試すまでもなく作れないとわかる。

　いや、弦を引く構造が無ければクロスボウは作れるかもしれない。でもそれでは非力すぎて弦が引けず、運用できない。別々に作って組み上げる？　試してみる。ＭＰ不足で引き上げ構造部分が作れない、断念。

　部品を個別に……これも無理か。そもそも精密部品は消費が多すぎて作れそうにない様だ。

　……何か他にないだろうか？

　顎に手をやり、唸うなりながら指で顎先を撫なでる。前世で物を考える時の癖だ。しょりしょりと無ぶ精しよう髭ひげを……不精、髭……髭、無いわ。今の私女の子だよ、もう髭なんて生えないよ！

　改めて顎に指を当て、気を取り直して思案に耽ふける。

　んー、前世で見たもの……ふと、いつだか見たアニメを思い出した。何処からともなく剣を取り出して、自身の周辺に浮かせたりバンバン飛ばしたりしてたアレだ。

　あれ、そもそも取り出しただけで何で武器が飛んでいくんだ？

　物を飛ばすには運動エネルギーが……。

　……運動エネルギー？　これか？

　やはりああいう趣味は閃ひらめきの助けになる。早速【創造魔法】で試してみる事にする。

　武器の創造……は、消費が多くて無理。家の増築の時に拾い集めた石が【ストレージ】に沢山余っているので、それを幾つか取り出す。

　次、運動エネルギー。形の無い物は作れるのか否か？　簡単に作れた。石が飛んで行く……消費は少ない。でも取り敢えず飛ばしただけという感じなので、次は威力を上げる為に色々試してみる。

　獣の皮をぶち抜く威力……秒速２００ｍもあれば十分だろうか？　確か拳銃の弾丸の速度が秒速４００ｍ前後だった筈？　……ならその位？　ライフルであればほぼその倍、物によっては１４００ｍを超えていた気がする。

　……いや、やりすぎは良くない。命中しても獲物が爆散したらお肉が食べられない。

　取り敢えず２００と４００で試す事にする。まずは２００。問題なく飛ぶ。消費は軽微。消費ＭＰは１で済んだ。４００だと５。倍どころの話じゃない。

　念の為にライフル銃並みの８００も試してみた。消費ＭＰは20。辛い……これは切り札にしよう。

　ともあれこれで何とかなりそうだ。




「……これならいけるかな？　お肉食べられる？」

　準備を整え、早速次の日狩りに出る事にした。





００８　死にかけました







　さて、本日も快晴。狩猟日和です。

　準備は万全。動きやすい服、防御も考えてやや厚手。歩きやすい靴、この世界ではオーバーテクノロジーもいい所のゴム底靴。余計な荷物は持たない。そもそも非力だし、【ストレージ】がある。自宅には一応鍵をかける。さあ、出発だ！




　家から少し離れた所でスキルを使用する。今回使うのは【警戒】と【探知】。どちらも３ヵ月程前に覚えたもの。

　この二つ、すでにレベルが４になってたりする。何故かって？　理由は簡単、【鑑定】と同様に常時使いっぱなしにしていたから。

　覚えたその日のうちに【鑑定】の常時使用と同様に並列思考の一部に割り当てておいたのだ。一応、今の所は最大四つまでは思考分割ができる。

　一つ目が主思考。全思考領域の６～７割のリソースを振っている。そして残り約３割を三つに分割。二つ目で【鑑定】と【ストレージ】。三つ目で【警戒】と【探知】。四つ目は今の所未使用領域。何か他に常時使用すると便利なスキルがあるといいんだけどね。

　そんな現在のステータスはこんな感じ。







【名前】レン

【種族】天人族

【職業】森の住人　孤児

【年齢】10歳




ＨＰ　55／55

ＭＰ　80／80




ＳＴＲ　３

ＶＩＴ　３

ＤＥＸ　５

ＡＧＩ　３

ＩＮＴ　５００

ＭＧＣ　３００

ＣＨＡ　14

ＬＵＫ　３




【スキル】

創造魔法　　ＬＶ２




魔法：光　　ＬＶ２

魔法：火　　ＬＶ３

魔法：水　　ＬＶ４

魔法：土　　ＬＶ３




調合　　　　ＬＶ３

鍛冶　　　　ＬＶ１

金属加工　　ＬＶ２

木工　　　　ＬＶ３

服飾　　　　ＬＶ３




ストレージ　ＬＶ[image: ]

生活魔法　　ＬＶ７

鑑定　　　　ＬＶ７

警戒　　　　ＬＶ４

探知　　　　ＬＶ４

料理　　　　ＬＶ４

農業　　　　ＬＶ３

採取　　　　ＬＶ４




耐性：空腹　ＬＶ１

耐性：疲労　ＬＶ１

耐性：痛覚　ＬＶ３




魔法属性適性：全属性







　森の住人になりました。わぁい。ってそれ職業かよ！　あと孤児！　私、まだ孤児なの!?　……ちなみに職業は条件を満たすと勝手に増えたり減ったりするらしいよ。

　水魔法？　毎日お風呂に入ってたらいつの間にか上がってました。そして農業。家庭菜園やってたから？　でも孤児院にいた時もやってた筈はずなんだけど……いや、もう何も言うまい。どうせ天人族になったからだろうし。

　何気にＣＨＡが上がってるのは、食生活が改善されて不健康そうなガリガリの顔つきではなくなったからではないかと。心なしか最近胸が大きくなったような気もする。背は…………変わってない。

　うん、大丈夫。まだ伸びる。




　さて、気を取り直してしゅっぱーつ！

　…

　……

　………

　いない！　何も居ない！

　出発してから１時間は歩いたものの、見事に何も居ない。【探知】にも引っかからない。と言うか引っかかっても近づくと離れていく。

　……もしかして気付かれてる？　もっと潜みながら歩くようにしないとダメ？

　このまま収穫無しというのは困る。せめて兎うさぎとか鳥とか、何でもいいから何か一匹位は……。




　それから更に１時間。今度は息を潜めて進むように気をつけた。そのお陰か早速スキルが増えました。【隠身】スキル。確か【忍び足】の上位スキルだった筈？　１個飛ばしちゃってるけど、効果的には上位なんだし問題ないよね、という事で早速常時使用した結果。

「……いた」

　角つの兎うさぎ発見。しかも２羽！　乗るしかない！　このビッグウェーブに！

　ちなみに角兎は角が生えた兎。安価な食用肉として一般にも普通に出回っている。一応、魔獣らしい。

　息を殺して身を潜める。風向きは、幸いこっちが風下だ。石を取り出して、手を兎に向ける……発射！

　バシュッ！　ドス！

　鈍い音と共に１羽目に命中！　急いで２発目発射！　こちらも命中！　おっしゃあ！　お肉ゲット！　お肉だよ！　ひゃっほい！

　いやはや、何とかなるものだね！　石だよ？　ある意味投石だよ？　射出速度が段違いだけど。とは言え血抜きとかはよくわからないから取り敢えずは【ストレージ】に収納。入れっぱなしでも腐らないのは非常に助かる。処理に関しては後で考えよう。

　さあ、収穫もあったし、早く家に帰ろう！

　と、振り返ったら目が合いました。でっかい猪いのししと。いやいや、本気で大きい。しかも距離が近い。

　え、なにこれ？

　って、落ち着け！　まだ慌てる時間じゃない！　ひとまず刺激しないようにゆっくり後ろに下がって、下がって、下がって……あ、背中が木に当たった。ついでに逃がしてくれそうもありませんね？　物凄くこっちを見てる。ガン見してる。って、突っ込んできたー！

　突進してきた猪を辛うじて避ける。猪は木に頭突きしたけど全然平気っぽい。何これ、無理ゲーじゃね？　ってまた突っ込んできたー！

　今度は避けながら石いし礫つぶて攻撃！　はずした！　ええい、数撃てば当たる！　残念！　全部外れた！

　ちょっと待って！　待って待って！　さっき兎には簡単に当たったでしょ？　どういう事!?　もしかして動きながらだから？　ってそれしかないわ……さっきは狙撃したようなもの、って、悠長に考えてる余裕なあああああああ!?

　今度は本当にギリギリでかわした。でももう次を避けられる気がしない。足がガクガク震えている。怖い。

　……動きながら当てるのがこんなに難しいだなんて。

　また猪が突っ込んで来た、避けないと。と、思ったら膝が笑いすぎてか、かくりと抜けた。猪、脇腹に。吹っ飛ばされてゴロゴロと地面を転がる。幸い吹っ飛ばされた先で木にぶつかったりはしなかった。

　……幸い？　どこが？　死ぬよ、これ。痛い。





[image: ]





　喉の奥から熱い物がこみ上げ、ゴフ、と血を吐いた。口の中に鉄の味が広がる……吐血、内臓が傷ついた？　いよいよ拙い。止めを刺すつもりか、猪がこちらを振り向いた。

　……まだ死にたくない。やっと自由に生きられるのに……何か、何かないか……？

　……さっきよりも猪までは距離がある。こっちは動けない。動かなければ兎には当てられた。迷ってる暇は無い。猪は木に頭突きしても平気だった。その脳天を撃ち抜く。ライフル並みの貫通力が欲しい。出し惜しみはしない。全力で撃った。

　ズドン！　……ずしん。

　脳天に風穴を開けて猪が倒れる……仕留めた？　倒せた！　でも脇腹が痛い。多分あばらも折れてる。このまま死ぬのかな……意識が、朦もう朧ろうと……って、いやいや、ポーションあるじゃん！　死ぬ前に早く飲め！　急いで飲め！　飲めー！




　と、そんな訳で私の初めての狩猟体験はクソミソな結果に……いや、なってないからね!?　結果だけ見れば完全勝利だよ！





００９　お肉食べました







　いやあ、お肉は強敵でしたね。

　いや、冗談抜きで！　危うく死ぬ所だったよ……でもお肉を食べる為にはまた狩りに行かないといけないのが辛い所。

　いやいや、まだ怖いからね？　全然恐怖抜けてないからね？　おどけて誤魔化してるだけだからね？

　今回は何とかなったけど、攻撃方法はもう少し何か考えないといけない。猛省。

　状況を振り返るに、そもそも猪いのししを避けながら石を飛ばした時は全部あらぬ方向に飛んでいったよね？　真っ直ぐ前にすら飛んでいかなかった。つまりはちゃんと前に飛ぶように……って、その前にお肉の処理しないとね。




　ちなみに今居るのは自宅の庭。

　あの後は流石に真っ直ぐ帰ってきた。帰路が怖くて何時もの２倍の量の魔物除けを撒まいたりした。そのお陰かどうかは分からないけど、なんとか無事に帰って来る事が出来た。

　恐怖心はまだ残ってるし、次回の為の対策もしないといけないけど、兎とに角かく今はお肉を食べたい。その為にもまずは獲物の処理をしないといけない。

　さて、取り出しましたのは獲れたての新鮮な兎うさぎです。次にこれを……これを……どうすればいいの？　私、解体なんて出来ないんだけど……それなら困った時の便利な便利な【創造魔法】の出番！　丸のままの角つの兎うさぎ、これを解体済みの素材とお肉に！

　……ＭＰが足りない！

　んー、ナイフはあるんだから……つまり、技術分のコストが高いって事？　ステータス確認、残りＭＰ20。大分減っておる。

　明日、回復した後であれば【創造魔法】で解体できるかもしれない。でも私は今すぐ食べたい！

　なにかないかなあ、とステータスを眺める。【鑑定】【警戒】【探知】【隠身】【農業】どれも無理っぽい。

【生活魔法】？　出来そうな出来なさそうな……漠然とイメージしながら使ってみる……効果無し。ですよねー。

【料理】は……今はその前段階だから、ちょっと無理っぽい。

　……そう言えば、前にお風呂に入ってる時に【ストレージ】からシャンプーの中身だけを取り出してたような？　なら収納したままの獲物から部位指定で取り出したりとか……。

【ストレージ】内のもう１羽の角兎を対象にしてそんな事を考えながら毛皮だけ取り出すイメージをしてみる。って、出来ちゃったよ。

　えぇ？　なぁにこれぇ？

　いやいや、【ストレージ】便利すぎでしょ、これ！

　と、世の中の理不尽に憤りながらも逆に自分がその恩恵を受ける身である事に感謝しつつ色々と試してみる事にする。便利ならばよかろうなのだ！




　まずは血抜き。これは簡単に出来た。ただし、取り出した時点で目の前が血だらけに。

　次に内臓の取り分けと肉の可食部分の選り分け。脂身。残った骨。脳は毛皮のなめし剤代わりになると言うし、あとで【創造魔法】を使って処理をすればいい。そんな感じであっという間に処理が終わった。２羽目の処理に掛かろうとした所で目の前の血の池を見て考える。

「一々取り出さないで処理できたら楽なんだけど」

　チーン！　出来ましたー。

【ストレージ】内に収めたままでなんとなく指定したら出来ちゃったよ。なんだこれー？　チートじゃん！　そりゃあ牙王さんも激怒しますよ！

　凄く釈然としないものを感じつつ猪の処理も数秒で完了。

　あれー、何故か精神的に凄い疲れた気分だよ？




　その日の夜は角兎のお肉沢山のシチューを作って食べた。

　調味料は自生の物を採取したり前々から【創造魔法】で少しずつ作っては溜ためておいたものがあるので、問題無し。鍋などの調理器具も少しずつ作っておいた。鍋の材料？　川で砂鉄を集めましたよ、【ストレージ】を使って。今はまだ凄い時間が掛かるけど、使えば使うほど少しずつ回収効率は上がってるみたい？

　包丁は取り敢えずナイフに【洗浄】をかけて殺菌して代用。

　そうして作ったシチューはとても美味しかった。何よりも半年振りのお肉！　お肉、孤児院でもひと月に１回位しか食べられなかったからねえ……。

　この日はお腹一杯お肉を食べ、満足してぐっすりと眠った。

　尚、部位分解した血は塩を取り出す事が出来たので無駄にならなそうで助かった。猪の脂身からはラードが取れるし骨も出汁を取ったり肥料にしたり出来る。内臓やその内容物も同様。なんだかんだで無駄なく利用できそうで一安心。




　次の日。今日は攻撃方法の改善だ。

　昨日気付いた点。動きながらだとそもそも前方方向に真っ直ぐ飛ばす事すら難しいという事。前にさえ飛んでくれれば運が良ければ当たる可能性がある。でも見当違いの方向に飛んでしまってはそれすらない。

　うーん、銃なんかは銃身があるから、加速と合わせて飛んでいく方向が前方に固定化されるわけで、つまりは銃身の代わりになるような何かがあればいい？　でも何で作る？　毎回作る？　或あるいは事前に用意して手で持つ？　材料や強度は？

　鍋やフライパンと違ってただの鉄だと問題がある。炭素含有量の調整も面倒だし、そもそも銃身となるような量の鉄を用意するのは一苦労だ。鍋だって川で砂鉄を集めて作るのに１週間掛かった。フライパンは２週間だ。ちなみにその過程で【金属加工】と【鍛冶】のスキルを覚えた。

　となると別の何か……いや、そもそも形のあるものを作る必要はあるのか？　石を飛ばす時の運動エネルギーだって形のあるものじゃない。なら、空気とかなにかで、こう……んー。

　うん、まずは試してみよう。




　という訳で色々と試してみた。

　まず結論。空気で銃身の代わりになるものを作る事は出来た。消費はそれなりに上がったけど、取りあえずエアバレルと命名。

　次に威力の向上を狙ってその空気の銃身の中にライフリングを施してみた。こっちも安易にライフリングバレルって所かな？　そして狙い通りに貫通力と速度が上昇した。ただし摩擦も増えたのか、打ち出された石が小さくなってしまった。ついでに消費ＭＰは２倍に増加。

　貫通力は上がったけど弾が小さい、となるとダメージが減るかなあ。この辺りは考えながら使わないといけないと思う。代わりに金属製の弾でも用意できればいいんだけど……投とう擲てき用のスローイングダガーとかどうだろう？　いずれ自作するか、街に出て買うか……ともあれ、当面はライフリング無しで石を飛ばして運用する事にする。

　その後は動きながらの射撃訓練も行った。運動は苦手だけど、森の中を飛んだり跳ねたりしながら。何度か転んだりしたけど、結果は良好。そしてその結果【狙撃】のスキルが増えた。これでお肉確保も楽になる！　と早速狩りに出掛ける事にした。




　結果？　うん。前回の苦労ってなんだったの？　って位に簡単に立派な牡お鹿じかが獲れたよ。なんだか納得いかない。





０１０　じつはわたしはえろえろだったみたいです







　初狩猟から２ヵ月が経ちました。季節はすっかり秋。

　衣食住が満たされた最近の悩み、それは……暇！

　最初はまだ良かった、と言うか何とかなった。スキルを使い続けてレベルアップを図っていたから。

　そのお陰で風の属性魔法も覚えた。狩りで石を飛ばす時に作ってたエアバレルが風魔法判定だったみたい？

　でも【創造魔法】は２から全然上がらないし、他のスキルも１ずつしか上がってない。流石に必要経験値が多くなってきたらしい。

　そんな状況の為、修練の結果が目に見えない状況で延々と頑張るのは精神的に結構辛く、流石に飽きてしまったのだ。

　今では一番頑張っていた時の半分程度しかスキルの修練に時間を割いていない。他の時間は何をするでもなくボーっとして過ごしてる。そもそもスキル修練していても集中力が続かない。




「暇だなあ……」

　ベッドの上でごろごろと転がる。

　うーん、ふっかふか。ちなみにこのベッドも自作。家の大増築をした後、直ぐに作った物だ。

　なんでこんなに寝心地がいいのか？　それはマットレス部分がポケットコイルになってるからです。

　この世界の技術レベルで考えると技術革命が起きるくらいの規格外品だと思う。

　我ながらいいものを作ったのだわ！　と、ごろごろ転がっていたら。

「痛っ」

　服と擦れて痛みが走った。どこが？　乳首が。

　最近また胸が成長してきたらしく、贔ひい屓き目めに見ても転落直後と比べて明らかに大きい。平均的な10歳のサイズじゃないよね、これ。

　うーん、ちょっと動いただけで擦れて痛いとか、何か対策考えないと日常生活に問題が……。

　むにむにと胸を触りながらなんとなく思考を泳がせる。

　むにむに。

　むにむに。

　むにむに。

　うん、柔らかいね。

　むにゅむにゅ。

　むにゅむにゅ。

　むにゅむにゅ。

「んんっ」

　……変な声が出た。

　いつの間にか手つきが触ると言うより、揉もむというか……マッサージ？

　ごめんなさい、正直に言います。愛あい撫ぶです。なんて考えながらも手は止まってなかったり。

　今まであまり考えないようにしてたけど、この身体は女の子で、今の自分の思考はどちらかと言うと男寄りになっているのだ。

　ぶっちゃけ興味はある。と言うか男なら自分の性別が変わったら、とか絶対考えるよね？　そして実際に変わったら……。

　やるよね!?　絶対色々やるよね!?

「んはああああっ！」

　ごめん、もう我慢するの無理。知的探究心を抑える事なんて私には土台無理なのです。

　ゆっくりと下腹部に手を伸ばし───




　…

　……

　………

　３日ほど経ちましたが、いまだに自室に籠こもったままです。はい、えろくてすみません。

　でも仕方ないんですよ！　だって凄いんですよ！　全然違うんです！　こんなの……こんなの、絶対我慢できないから！




　…

　……

　………

　更に２日経ちました。

　いい加減ちゃんとしないと拙いよね……うん、一通り納得いくまで調べ終わったしね。何がって？　言わせんなよ恥ずかしい。

　と言うか流石にお腹空いた。【ストレージ】からポーションを取り出して誤魔化してたけど、流石にこれ以上は無理。ご飯作ろう。

　パンイチだけどこんな森の奥まで人とか来るはずもないから、そのまま厨ちゆう房ぼうに行って調理開始。

　って言うか、そもそもなんでこんな事になったんだっけ？　えーっと、確か擦れて痛い？　ってなると何か下着とか作る感じかなぁ？

　などと適当に考えながらお昼ご飯を作って食べた。




　そして、午後。

　取り敢えず欲望の迸ほとばしるままに下着を作りました、大人っぽい奴。黒でレースでふりふりでガーターベルトとかストッキングとかもセットのやつ。それも白とか赤とか他の色でも数セット。

　折角作ったので早速試しに身に着けてみました。え？　下着の着け方？　ちゃんと着けないと形が崩れる？　大丈夫、着け方ちゃんと知ってるから。うん、前世でちょっと色々あってね？

　という訳で身に着けた状態を確認確認！　あ、ちゃんと姿見とかも作ってあるので！　一昨日もこの鏡の前でげふんげふん。

　ちなみにこの姿見、作るのに２ヵ月かかってたり。

　透明度の低い大きなガラス板を作り、それを毎日少しずつ透明度を上げていく事６週間。最終的に現代の地球レベルの透明度まで精製した後に裏面に銀メッキを施す事２週間。長い道のりだった……特に銀メッキの消耗がね……。

　で、下着の感想。

　……10歳児にこの下着って、もうなんか色々背徳感がヤバイ。でも着ちゃう！　いや、どうせね、誰かに見せるとかないからね？　それに私えろえろだからね、開き直ったのさ！

　でもこんなに細かい刺し繡しゆうの下着とか作れるようになったんだから、そろそろ【創造魔法】のレベルが上がっててもいいんじゃないの？　という事でステータス確認！
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ＤＥＸ　６

ＡＧＩ　４

ＩＮＴ　５００

ＭＧＣ　３００

ＣＨＡ　17

ＬＵＫ　４




【スキル】

創造魔法　　ＬＶ３




狙撃　　　　ＬＶ２




魔法：光　　ＬＶ３

魔法：火　　ＬＶ３

魔法：水　　ＬＶ５

魔法：風　　ＬＶ３

魔法：土　　ＬＶ４




調合　　　　ＬＶ４

鍛冶　　　　ＬＶ２

金属加工　　ＬＶ２

革加工　　　ＬＶ３

木工　　　　ＬＶ４

服飾　　　　ＬＶ４




ストレージ　ＬＶ[image: ]

生活魔法　　ＬＶ７

鑑定　　　　ＬＶ８

警戒　　　　ＬＶ５

探知　　　　ＬＶ５

隠身　　　　ＬＶ３

料理　　　　ＬＶ５

農業　　　　ＬＶ４

採取　　　　ＬＶ４




耐性：空腹　ＬＶ３

耐性：疲労　ＬＶ３

耐性：痛覚　ＬＶ３




淫乱　　　　ＬＶ５

巨乳　　　　ＬＶ１




魔法属性適性：全属性







　おお！　本当に上がってた！　ＬＶ３だよ！　そしてついにＭＰも１００の大台に！

　他のステータスは、えっと……ＡＧＩが１上がって、後はＣＨＡが凄い上がってる？　一体何が、って、まあ数日籠もってあんな事してたから色気が出てきたとかかな？

　…………？

　うん？　淫乱ってなに？　ＬＶ５？

　は？

　はああああああああああ!?




　淫乱……10歳で……はは、ははは……

　……もう何も考えたくない。今日は寝よう。





０１１　別にぼっちじゃねーし！







　こんにちは、レンです。

　酷い事件だったね……遠い目をして誤魔化してみてもダメですか。そうですよね、すみません。

　実はですね……あんな事があった数日後ですが、生理が来ましてね？　はい、初潮ってヤツです。そのショックがですね……もうなんだか酷くて。『いきなりＬＶ５事件』とかどうでもよくなりました。

　と言うかですね？　この身体、重いんですよ……症状が。もう一歩も動きたくないでござる。

　あ、一応前世の知識を総動員して【創造魔法】で鎮痛剤作ったので、今はだるいけど何とか動けますよ。なんでそれにすぐ思い至らなかったのか！　いや、動揺してたからですけどね……。

　ちなみに痛み止めを使って何とか動けるようになったとは言っても、動く気力ありません。寝込んでます。ぐんにょり。




　そんな訳で健全な生活を心がけるようにしました、レンです。改めまして、こんにちは。




　え？　口調がいつもと違う？

　あー。あれですよ。『ＬＶ５事件』の原因のあれこれの行為とか、そのあとの初潮とかですか。それが理由と言いますか、今の自分は女の子なんだなー、と実感しましてね？　ちょっとそれらしくしてみようかなあ、と思いまして……え？　どうせ長続きしない？　うん、それもそうなんだけど、たまには気分転換といいますか……。

　でもまあ、お陰様で一応、現状としては女性の身体である事は受け入れました。家が完成した時にも考察した事ですが。基本的にここで生きた10年間が今の人格の下地になってる訳ですしね。

　とは言っても前世のおっさんの記憶が強すぎて価値観はどうにも盛大に男性寄りに引ひき摺ずられている事は拭えませんが。偶に男っぽい地がでますしね。

　なにはともあれ、女体の神秘パネェです。いやまさか、自分自身の手で目覚めてしまう事になろうとは……。

　……て言うか、アレ、スキルなの!?　やっぱり納得いかない！

　あと、夜の日課が増えました。ついでに寝室に鍵をつけて家を全室防音仕様に。

　……ＬＶ６になる日はそう遠くないかもしれないです。




　それはさておき。

　正直やる事ないんですよね、実際の所。体調も芳しくないから遠出して周辺調査とかもしたくないし。という訳で今は日向ぼっこを兼ねつつ畑仕事中です。健全だね！　健全！

　え？　しつこい？　ははは。

　んー、でもまあ実際暇で平和で健全ですよ、ほんとほんと。

　……って、【探知】範囲内に動体反応？　なんだろう？　んー……多分これ、狼おおかみ？　でもそれにしては動きがおかしいというか、動きが無さ過ぎるというか……そう、動かないのがおかしい？

　そもそも、私のこの【探知】スキルの範囲内って魔物除けと獣除けが効いてる筈はずなんだけど、なんで居るの？

「んー、このままここで考えてても仕方ないし、行ってみよう」

　さあ、準備！　と言っても麦むぎ藁わら帽ぼう子し取るだけだけど。そして鎌装備！　しゃきーん！

　……いや、鎌も置いていくよ。流石に。




　という訳でやってきました事件現場。事件じゃないけど。

　そして予想通り狼だったね。さてさて狼さん狼さん？　一体何がどうして……ああ、怪我をした母はは狼おおかみと子こ狼おおかみか……母狼のほうが妙に大きい気がするけど。

　あー、この辺りは獣除けの匂いがするから、他の獣は寄って来ないってわかってここに来たのかな？　身の安全の為に。んー、どうしよう……うんまあ、ここは私のテリトリー内だからどうしようと私の自由だよね？

　見捨ててもいいし、殺して毛皮にしてもいい。自由とはつまりそういう事だ。

　……なら、助けてもいいよね？

　んー、前ま世えの倫理観に侵されてるなあ……前世の記憶を思い出してなかったら間違いなく放置してたと思う。

　でもどうやって助けようかな？　回復魔法が使えれば早かったんだろうけど、私の治療手段はポーションしかない。飲ませる？　野生動物が人の与えたものを飲むわけがない。と言うか近づいたら親子共々威嚇してきた。うーん。

「怖くないよー？」

「ぐるるるる」

　うん、知ってた。でもちょっとショック。

　んー、ポーションは患部に振りかけても効果があるし、それならここからぶっかければいいんじゃない？　という事で、ばしゃー。

　いやん、きゃんきゃん喚いてる喚いてる。フハハハハ！　効くだろう、私のポーションは！　って子狼が飛び掛ってきた！　うおっ！　あぶなっ！

　いやいや、助けようとしてるんだよ、って言っても分からないか。そもそも野生動物に液体ぶっ掛けるとか、普通にダメですよねー？

　なんて考えながら子狼の攻撃をかわしつつ母狼の様子を見ていると、徐々に傷がふさがっていく。すると威嚇していた母狼が少しずつおとなしくなっていった。

　やがて完全に傷口がふさがると、母狼が立ち上がってじっとこちらを見つめてくる。

　あー、これは私が治したって理解してる感じかな？

　そのまましばらくこちらを眺めていたけど、やがて２匹共その場を去って行ってしまった。

　流石に懐いたりしないよね、残念残念！　そもそもぶっかけちゃったし、無理もないかー。




　そう考えていた時期が私にもありました。

　今では庭で丸くなって寝ています。どうしてこうなった。

　いや、あのあと数日経って、体調も収まったから狩りに行ったんですよ。そしたらそこでばったり会いましてね？　でも折角なので小さい獲物を分けてあげたんです。

　それからも狩りに行く度に遭遇しまして、その度に餌付けしている内に気付いたらこの有様ですよ。

　いや、寂しくなかったって言ったら噓うそになるしね？　正直な所、凄く嬉うれしい。

　一応名前もつけました。灰色がかった銀色の毛並みの母狼の方がノルン。白い白銀の毛並みの子狼の方がベル。元ネタ？　あー、まあ……うん。子狼が３匹居たら丁度良かったんだけどね？　２番目の名前にしたのはなんとなく。

　でもこれでぼっち生活脱却ですよ。え？　会話が成立しない？　それはそれ！　これはこれ！




　……あとはもふもふさせてくれれば！





０１２　ノルンさん、事件です







　わんこの居る生活！　でも私は猫派！　あとわんこじゃなくて実際は狼おおかみ。いいよね、寂しくない生活って。




　それはさておき、そろそろ十月も半ばを過ぎて冬が近くなってきた頃合。と言うか普通に寒い。もう既に畑も厳しい時期なので、早めに全部収穫して休耕中だったりする。

　ついでに狩りに行く頻度を増やして冬支度の真っ最中。肉を確保するのだ！　まあ、最悪の場合でも【創造魔法】で何とかなるんだけどね。

　え？　口調が戻ってる？　あー、うん。もう飽きた。

　そうそう、先日オークの集団に遭遇したんだよね、10匹位のオークの群れ。え？　死ぬ思いをしたんじゃないかって？　いや、超余裕だったよ？

【探知】で遭遇回避？　いえいえ、先日仲良くなった狼のお母さんの方、ノルンがちょっとね？　彼女が遠くにオークが居るのを教えてくれたんだよね。お陰で遠距離から狙撃余裕でした。

　そのお陰で豚肉って言うかオーク肉を大量に確保出来てホクホク。知ってる？　オークの肉って普通に食用肉として出回ってるんだよ。味はそのまま豚肉。とは言ってもどっちかと言うと割と高級品で、孤児の口になんて中々入らなかったんだけどね。え？　そうじゃない？

　ああ、はいはい。ノルンね。余りにも賢くて私もちょっと不思議に思ったので、オークの群れを全滅させた後に【鑑定】してみたよ。







【名前】ノルン

【種族】フェンリル

【職業】魔獣

【称号】レンの友人

【年齢】50歳




ＨＰ　４５０／４５０

ＭＰ　80／80




ＳＴＲ　18

ＶＩＴ　15

ＤＥＸ　15

ＡＧＩ　30

ＩＮＴ　15

ＭＧＣ　15

ＣＨＡ　15

ＬＵＫ　10




【スキル】

魔法：水　　ＬＶ３

魔法：風　　ＬＶ３

魔法：氷　　ＬＶ３

魔法：雷　　ＬＶ３




警戒　　　　ＬＶ７

探知　　　　ＬＶ７

隠身　　　　ＬＶ７




魔法属性適性：水・風・氷・雷







　おいおい、フェンリルって……伝承とかで出てくるレベルの超レアな魔獣です、本当にありがとうございました。

　いやはや、道理で普通の狼よりも妙に体格が大きい筈はずだよね……実は初めて会った時には既に２ｍ位あったし？

　でも伝承に出てくるフェンリルって人の言葉も話した筈なんだけど、ノルンは大分若い個体のようでまだしゃべれないみたい。でもこっちの話す言葉は明らかに理解してるので、その内お話とかも出来る様になるかなーって期待してたりする。

　ちなみにこのフェンリル、成長していくと最終的には魔獣じゃなくて神獣になるらしい。とは言え何百年とか千年とかべらぼうに長い時間が掛かるとも言われてるので、私が生きてる内にノルンがそうなる事はまず無いと思う。残念。

　所で、私よりもスキルレベル高いんだよね、ノルンって。でも怪我してたんだよね……なんとなく不意を突かれたか何かであの怪我したんだろうな、とか思うんだけど、でもそれってＬＶ７の【警戒】を潜り抜けてフェンリルにダメージを与えてくるヤバい奴がこの森に居るって事なんだよ……。

　もうなんと言うか、実はここもそんなに安全じゃないのかなぁ……移動も視野に入れるべきなのかもしれない。むーん。

　あ、おまけでベルのステータスも。







【名前】ベル

【種族】フェンリル

【職業】魔獣

【称号】ノルンの娘

【年齢】１歳




ＨＰ　20／20

ＭＰ　５／５




ＳＴＲ　５

ＶＩＴ　５

ＤＥＸ　５

ＡＧＩ　15

ＩＮＴ　８

ＭＧＣ　８

ＣＨＡ　８

ＬＵＫ　５




【スキル】

警戒　　　　ＬＶ１

探知　　　　ＬＶ１

隠身　　　　ＬＶ１




魔法属性適性：水・風・氷・雷







　まあ、子供だしね……でもそれでも一部のステータス、私よりも高くない？　ＳＴＲとか。べ、別に悔しくなんてないんだからねっ！　だからもふもふさせろー！　とまあ、そんな感じで気き儘ままに過ごしつつ、今日も狩りに出た帰りだったりする。




「ノルンのお陰で大漁だったね」

　本日も快晴、絶好の狩猟日和。最近は天気の悪い日も多かったから、頑張って狩りにいそしんだ。そんな今日の成果がこちら、大型の鳥を２羽とはぐれオーク２匹。素晴らしい。

　ちなみにノルン達は思った程食事を摂らない。フェンリルだし大きいし、もっと大量に食べるものかと思ってたんだけど。

　あと、意外にも調理した肉とかを普通に食べる。とは言っても基本的にノルン達は自力で調達して勝手にご飯を済ませてたりする。

「今晩は何にしよう？　オークが獲れたし、生しよう姜が焼やき？　鳥の方で照り焼きもいいかなぁ……んー、醬しよう油ゆも残り少ないし、そろそろ調味料も追加で作っておかないと駄目かな」

　うーん、地味にやる事が多い気がする。ちなみにオークの脂身から大量のラードが取れるので、炒いため物ものも余裕だったりする。でも揚げ物はパン粉が無いから現状では無理。

　そして色々試してわかった事が一つ。どうやら私、オークのラードは余り身体に合わないみたい。食べ過ぎるとお腹に来るんだよね……揚げ物とか、多分一発Ｋ．Ｏ．されると思う。

　そんな訳で油が取れそうな植物も探してはいるんだけど、今の所はまだ見つかってない。悩ましい……。

　とまあ、そんな風に食べ物の事ばかり考えている私の独り言を聞いて、ベルが足元でわふわふと啼ないている。平和だなあ。

　あ、ちなみにこの世界、醬油とか味み噌そとか普通に在ったりする。と言うか、世界共用語が日本語だったりする。転生者、何にしてんの？

「……！」

「ノルン？」

　晩の献立を考えながらのんびりと歩いていると、不意にノルンが何かに反応した。

　ノルンが走り出したので私も追いかける。すると直ぐに私の【探知】の範囲に反応が現れた。ゴブリンが３。人族１。

　襲われてる？　助ける？　うん、助ける。




『ステータス強化ブーストポーション』の使用を決定。種類はＡ素Ｇ早Ｉさで、ランクは下級。効果はステータス＋２上昇。【ストレージ】から静脈内に直接注入。この方法だと経口摂取の手間が省けて尚且つ少量で即効性がある。但し、効果持続時間は短い。ついでに身体への負担も大きい。お陰で明日は筋肉痛確定だけど、気を取り直して一気に加速する。見えた。

　ゴブリン３匹。こちらには気付いてない。一番左の１匹が剣を振り上げる。その先に人影。石せき礫れき準備。

「ノルン、一番奥、お願い！」

「ウォフッ！」

　一番左のゴブリンの頭部に照準。土魔法で石礫を作り出し、撃つ。放った石礫が命中、ゴブリンの頭が爆散する。それを見た手前のゴブリンがこちらに気付いたけど、そのゴブリンの頭上をノルンが飛び越えて行き、奥に居たゴブリンの喉元に喰くらい付いた。

　ノルンが飛び越えた手前のゴブリンが、そのノルンの動きを追って後ろを向く。私は更に加速し、手前のゴブリンの首目掛けて飛び蹴り。ゴキリと、鈍い、気持ち悪い感触が足に伝わる。

　上手くバランスをとって着地に成功、運動が苦手な私にしては上出来だろう。満足して顔を上げると、奥に居たゴブリンはノルンに喉を食い千切られてビクビクと痙けい攣れんしていて、直ぐに動かなくなった。

　……終わったかな？

　ゴブリンの全滅を確認し、私はマントのフードを被った。

　最近寒くなってきたので、今までに狩った獲物の皮を素材になめし革のマントを作っておいたのだ。念の為にフード付き。何が役に立つかわからないからね？

　と、強化ポーションの効果が切れたのが分かる。あの量だと大体30秒位か……直ぐに決着が付くなら有りかな？　ちなみにドーピングではなくブーストって呼んでるのは、ドーピングだとなんだか身体に悪そうなイメージがあるから。個人的な所感だけど。

　あ、襲われてた人は無事かな？　と振り返って確認する。

　……女の、子供？　いや、私も子供だけど。その私よりも大分小さい。多分７～８歳位かな？　っと、漸くベルが追いついてきた。

「大丈夫ですか？　怪我はありませんか？」

「あ、あう……」





[image: ]





　うん？　私の後ろの方を見てる？　何が……振り返ってそちらに視線をやると、ノルンがバリナリとゴブリンを食べてた。

　おおう、すぷらったー!?

　何も今直ぐ食べなくても……と呆あきれていると、ドサッと何かが落ちるような音が。もう一度振り返って助けた子供の方に顔を向けると、倒れて気を失っていた。




　……いや、別に食べたりしないからね？





０１３　おかあさんは病気だったようです







「んー…………どうしよう？」

　気を失った子供を見やり、一人ごちる。

　このまま放置するのも気が引けるし、仕方ないので助けた子供を背負って帰宅する事にした。なんだかもう、面倒事になる予感がひしひしとする……。




　ちなみにゴブリンの死体は【ストレージ】に収納した。放置すると他の魔物がよって来るのでそのまま放置は出来ない。それに魔物は体内のどこかに魔石というものがあるので、そのまま放置するのは少し勿もつ体たい無ない。魔石は売ればお金になるし、魔道具とかの材料として使えると聞いた事がある。

　将来的には色々物作りをしてみたいし、今のうちから魔石は確保しておきたい。まあ、ゴブリンの魔石の品質なんて高が知れてるらしいけどね……一応オークの魔石も集めてはあるけど、何も無いよりは有るだけマシでしょ、って事で一つ。

　という訳で、このゴブリンは魔石を取り出した後で肥料にでもしようかな？　ゴブリンは煮ても焼いても食えないので、今の所はそれ位しか利用法が思いつかない。




　そんなこんなで帰宅。

　取り敢えず居間のソファーに子供を寝かせ、暖炉に火を入れる。尚、このソファーもポケットコイルを使った規格外品だったりする。住環境を良くする為なら自重はしませんよ？

　次に女の子が起きた時に備えて飲み物の準備。一応マントとフードは身に着けたままで作業する。顔は念の為に隠しておいたほうがいいかなーってね？　一応見つかりたくないからこんな森の奥に隠れ住んでる訳だし。

　お湯を沸かして蜂蜜入りのハーブティーを入れる。もっと甘い物の方がいいのかもしれないけど、森で嗜し好こう品ひんを手に入れるのは難しい。牛乳とかも欲しいなあ……でもこんな森の奥で家畜を手に入れるのは無理がある。悩ましい。

「う、ん……」

　おっと、目が覚めたみたい。

「起きました？　大丈夫ですか？」

　連れ帰った後に目視で確認した限りでは怪我はしてなかったけど、一応口頭確認。必要があったので医学知識はそこそこあるつもりだけど、前ま世えの本業は医者ではなかったから、自信はないし、念の為にね。

「ここ、おうち？　どこ？」

　返事無視！　悲しい！

「ここは私の家です。あなたはゴブリンに襲われてたんです。覚えてますか？」

「ゴブリン……！」

　あ、思い出したみたい。身体が小刻みに震えてる。

「大丈夫ですよ、ゴブリンはもう居ませんから」

「そういえば狼おおかみ……狼！　……私も食べるの？」

「食べません。狼なら外で寝てます、見ますか？」

「……いい」

　うーん、どうしたものかな？　取り敢えずお茶を渡してみる……飲もうとしない。毒なんて入ってないよ、失礼な。

　私が自分の分を飲んでみせると、それを見た女の子は恐る恐るという感じでカップに口をつけた。

「それで、どうしてあんな所に居たんですか？　森の奥の方は魔物が沢山居て危ないでしょう？」

　どうしてこんな森の奥にいたのか、一応事情を聞いてみる事にしてみる。別にどうでもいいと言えばどうでもいいんだけど、何となく？

　こんな子供相手に丁寧口調で話してたりするけど、これは一種の癖なので気にしないで頂きたい。

「……おかあさんが、病気になって」

　女の子は戸惑いながらといった様子で、ぽつりぽつりと事情を話してくれた。




　……母親が病気になった。家は貧乏だけど、いつもなら薬くらいは買えるだけの蓄えはあった。

　でも今年は村で病が流行っていて、みんなが挙こぞって薬を買ってしまった為に、品切れで買えなかったのだと言う。だから森の奥まで薬草を取りに来た、らしい。

　その流行病、症状を聞くにインフルエンザっぽい。インフルエンザの薬といえば確か『タミフル』『リレンザ』『イナビル』だったっけ？　病院行ったときは抗生物質も出されたような気もする。




「このままじゃ、おかあさん死んじゃう……」

　あー、泣き出しちゃったよ……もうだめだ、放っておこうと思ったのに。

　人情話に弱い日本人！　うぎぎ！　実際、村でも何人か亡くなってるらしいので無理はないとは思うけど。

　でも話を聞いた感じだと、発症から48時間以上が経過してるのは間違いない。数日寝込んでも直らず、尚且つこの子はここまで半日以上は歩いたと言ってた。

　発症から48時間以上経過してるとは言え、この未発達の世界なら抗インフルエンザ薬を飲めば一発で治りそうな気もする……でも問題は、処方する薬をどうするか。

　タミフルとリレンザは何度も使うのがなあ……そもそも複数回分持たせたら、途中で服用をやめたりしそう。となると一回で終わるイナビル、これだね。

　問題は粉状で吸入しないといけないから、服用する時に咽むせるかもしれない事かな？　まあ、流石にそこまで責任は持てない。という訳で困った時の【創造魔法】！　……思ったより消耗した。えーと、消費ＭＰ１００？　きつっ！

　んー、吸入薬とか言っても理解できないかな……取り敢えず『飲む』って言えば薬って分かる？

「これをお母さんに飲ませなさい」

「なにこれ？」

「病気の薬です。これを飲ませて、ご飯をしっかり食べさせて、暖かくして寝るようにすれば治ります」

　……多分。

「お薬って、薬草とかじゃないの？」

「薬草じゃありませんが、これはお薬ですよ」

「……おねえちゃんは魔女？」

「は？」

　魔女ってどこから出てきた!?　森の奥に住んでて怪しい薬を出したから!?　そう言えばさっきからフード被りっぱなしだった！　うわ、どう見ても魔女だこれ！

「魔女じゃありません。こんな所に住んでますけどね」

「そうなの？　でも、こんなお薬貰もらってもお金もってない……」

「お金はいいです。今日はもう遅いからここに泊まっていくといいでしょう」

　という訳で今日は家に泊める事にした。ここまで色々やって、夜中に放り出すほど鬼畜じゃありませんので。

　晩ご飯は最初は恐る恐ると言う感じだったけど、一口二口食べた後は物凄い勢いで食べ始めた。

　あ、流石に【創造魔法】で作るような事はしないで、ちゃんと自分で作ったよ？　魔法で作るのは無駄が多すぎるし、【料理】スキルももうＬＶ５になってるしね。

　食後にお風呂に入れた後、女の子は一階の客室で寝かせた。客間のベッドも例の規格外ベッドなので、目をまん丸にして驚いていた。その様子をドヤ顔で眺めて密かに悦に入ったりしてみた。




　そして次の日の朝、ご飯を食べさせた後は直ぐに追い出した。いや、実際は普通に帰らせただけだけどね。え？　口が悪い？　いや、私元々性格が捻くれてるし……。

　女の子は何度も振り返っては手を振ってくれていたけど、いいから早く帰りなさいって。家族が心配してると思うよ？

　おまけで薬以外にも栄養ドリンク代わりにポーションを幾つか持たせておいた。ずっと寝込んでて体力が落ちてるだろうし、これを飲めば回復も早まるでしょ、多分。

　ゴブリンに襲われてた所まで送って、そこで暫く手を振って見送ってる内にやっと女の子が見えなくなったので、そこで漸くフードが下ろせた。あー、さっぱりした。

　さて、今日はゴロゴロしよう。昨日の強化ブーストポーションの反動で筋肉痛が……。




　あ、そう言えばあの子の名前聞いてないや。まあいっか、私も名乗ってないし。





０１４　招かれざる客のようです







　森で女の子を助けてから数日後、今日も私は食料確保に出かけていた。当然ノルン達も一緒。そしてもう数日もすれば十一月、例年通りなら既に雪が降っていてもおかしくはない。

　流石に茸きのこや木の実もあんまり採れなくなってきてるし、狩りも採取ももう限界かな？　食糧の備蓄は多分何とかギリギリ間に合う、かなぁ？　間に合うといいなあ。今年の秋は雨が降る日も結構多かったので、正直ちょっと微妙。でも備蓄食料が新鮮なまま保存できるのは凄く助かる。【ストレージ】様様です。

　しかし、冬か。冬。引ひき籠こもる以外にすることがないなあ。娯楽が無いのが辛い。娯楽……日課？　いやいやいや。一冬の間ずっととか、流石に馬鹿になっちゃう！　我慢！　お猿さんじゃないから！　私、健全だから！　超健全だから！

　そう言えばこの間助けた女の子に聞いた話だと、ここから半日も歩くと村に着くって言ってたっけ？　そう考えると私は思った以上に森を踏破していたらしい。まあ、その村も森の中に作った村らしいので、森から完全に抜けるにはさらに半日ほど移動しないといけない、との事だけど。あ、でも子供の足で半日だから、私ならもっと時間掛からないで済むのかな。

　でも、あの子を助けた事で人との接触が増える様ならちょっと面倒になるかもしれない。拠点を移動しようかな？　もっと川上に移る？　でも河川沿いだと結局距離が遠くなるだけで、人は来そうだなあ。

　と、色々な事を考えながらも今日は熊を仕留めた。大漁だよ！　ひゃっほう、今夜は熊鍋だ！　そして他にも珍しい薬草がちらほら。冬場しか採れない種類の薬草なんかもあるから、寒くなってからでも引き籠もらないで採集に出てもいいのかもしれないね、これは。




　予想以上の収穫に、上機嫌で鼻歌を歌いながら家に帰ると玄関先に人が居た。前に私が助けたあの女の子と大人が２人、男女１人ずつの計３人。あの子の親？　にしては若い。兄弟？　急いでフードを被る。

「あ、魔女のおねえちゃん！」

　だから魔女じゃないって！　人聞きの悪い！

「……おい、あの小さいのが？」

「うん、そうだよ！　魔女のおねえちゃん！」

　だーかーらー！

　うわ、すっごい怪け訝げんな顔してこっちみてる。魔女じゃないよ、普通の女の子ですよ。私、普通。あと、小さくないよ！

「アンタが魔女か？」

「……魔女じゃないです。その子にもそう言ったんですけど」

「そうなのか？　でもコイツ、魔女に薬を貰もらったって」

「薬はあげましたが、魔女ではないです」

「……そうなのか」

「はい」

　男性の方が話しかけてきた。私よりもずいぶん背が高い。年の頃は多分16～17歳位？　この世界では15歳で成人だから、もう立派に大人だ。飲酒も出来る。羨ましい。

　その隣の女性もこちらを窺うかがうように見ている。歳は大体こっちの男の子と同じ位？　当然私よりも背は高い。大丈夫、私はまだまだ成長期。胸もこんなに大きく育ってるしね！

「こんなところに住んでいるのか？」

「ええ、まあ」

「アンタ一人で？」

「はあ」

「なんだってこんなところに……そもそもどうやってこんなところにこんな立派な家を」

「あの、先ほどから色々言われてますけど、私、答える必要あります？」

「あ、いや、それは……無いけど」

「……」

　なんだか詰問されてるようで、ちょっと面白くない。というか、正直ムカつく。どこに住もうと私の勝手だと思う。

　税を払えと言われれば払うつもりはある。でもそれは領主やそういう権利を持つ人に対してだ。今ここで見ず知らずの彼にこんな態度で詮索される謂いわれはない。誰にだって事情というのはあるものだ。

　取り敢えずあの女の子がいるから家に上げようかとも思ったが、その気はまったく無くなった。あの子には悪いけど、このまま立ち話で十分。そして家に鍵をかけておいて良かったと胸を撫なで下ろした。この様子だと勝手に上がり込んでいたかもしれないし。

「ちょっとニール！　怒らせてどうするのよ！　ここに何しに来たか忘れたの？」

「ああ、悪い。でもこんなところに一人で住んでるとかさ」

「誰にだって事情はあるでしょ！　それに謝る相手が違う！」

「あ、ええっと……その、すまない」

「……いえ」

　良かった、どうやら女性の方は常識人のようだ。でも、何か理由があってきた？　なんだか厄介事の予感が……もう逃げだしたい。

「ええと、その、俺はニールって言って、コイツ、ココの兄だ」

「ココ？」

「え？　コイツだよ。アンタが助けてくれたんだろ？　ゴブリンに襲われたって」

「……ああ、はい」

　この子、ココって名前だったのか。そう言えば名前聞くの忘れてたね。

「この子、ココって言うんですか」

「知らなかったのか？　一晩泊めてもらったって言ってたぞ」

「名前聞くの忘れてました」

「そ、そうか」

　うっわ、すっごい微妙な顔された。そんな顔されても、忘れてたものは仕方ないと思います。そもそも一年近く人と会話してなかったんだから仕方ないよ。そんな事を考えながらフードを深く被りなおす。

「えっと、その……今日来たのは、その、礼が言いたくて。その、アンタがくれた薬、あれのお陰で母さんが、母さんの病気が治ったんだ。凄い効いた。もうみんな諦めかけてたんだ。だから、その、助かった。ありがとう」

「そうですか……それは良かったです」

　効いたのか、良かった。もしかしたらインフルエンザに似た別の病気かもしれない可能性があった。ここは一応異世界だ、地球にない別の疾患があってもおかしくはない。

　でも、治ったのか。本当に良かった。

「それで、その、ええと……あの薬！　あの薬なんだけど、アレ、もっともらえないか？　村には他にもまだ病気が重い人が何人か居て、その……助けてやりたいんだ、だから、その、頼む！」

　うわあ、やっぱり厄介事だった！

「あの、お願い！　コイツ、他の人なんて言ってるけど、コイツの恋人が病気なの。あ、わたしコイツの姉でコリーっていうの！　よろしくね！　それで、コイツの恋人なんだけど、その子もかなり良くなくって……だから、お願い！　薬、分けてもらえないかな？」

「その、残念ですが、あの薬はもう手元にはありません。あれを作るのは凄く手間がかかりまして……その、恋人さん？　ですか？　その人の分を用意するにしても直ぐは無理です。それに、仮にその人の分の薬を用意したとして、後で別の人の分も、とか言い出されても困ります」

　うん、無理だ。見た感じ３人とも軽い手荷物程度で手ぶらと言ってもいい状態。それはつまり、無料で分けろという事だろう。いくら前世が日本人と言っても私はそこまでお人好しじゃない。身内でも友達でもない相手に無償で施して回る程酔狂な人間じゃない、私は唯の偽善者だ。気が向いた時にだけ募金する程度の人間だ。

　そもそも、あれひとつ作るのにＭＰを１００も使う。一日に一つ作るのが限度だ。今日は狩りと採集でＭＰを使って、もう半分程度しか残ってない。

　そしてそれを言えば明日まで待つ、とか言い出すだろう。そうなったらどこで寝るつもりだ？　食事は？　もしかして私が？　そこまでする義理は無い、お断りだ。だから無理。お引取り願いたい。だから作るのに掛かる時間やコストは明言しない。

　そもそも私はもう既に彼に対していい印象がまったくない。あの薬はそっちのココという少女にあげたものであって、彼にあげたものではない。そして、彼の為に作る理由は無い。

「そんなこと言わないでくれよ！　頼むよ！」

　ふるふる、と首を振る。

「時間もそうですが、材料が足りません。今日明日に、というのは無理です」

「材料は、何があればいいんだ!?　それがあれば作れるんだろう!?」

　こう言えば諦めるかと思ったのに、諦めそうにない……だんだん面倒になってきたなあ。

　家に入るにも鍵を開けないと入れないし、だからと言って目の前で鍵を開けたら押し入って来そうだし……早く帰ってくれないかな。

「なんでだよ！　こんなに頼んでるのに！」

　頑なな私の態度にイラついたのか、ニールが私に摑つかみかかろうとしてきた。あー、それをやっちゃうと。

「ガウッ！」

　ノルンが私の後ろから出てきてニールを威嚇した。ありがと、ノルン。

「う、う……」

「先ほども言いましたが、いくら頭を下げられても無理な物は無理です。今日はお引き取りください」

　ノルンに威嚇され続けて、漸く３人が帰って行った。ココが悲しそうにこちらを見ていたけど、無理なものは無理。




　この日は日課もこなさずに早くに寝た。





０１５　しない善よりする偽善ですか？







　三兄妹の襲来から３日。私は今、村の近くの森に潜んでいる。




　あの後、ニールは次の日も一人で来た。相手にしなかった。その次の日も来た。一人で。無視した。

　あいつ、しつこすぎる。このままでは家の出入りも儘ままならない。迷惑極まりない。

　毎回毎回、恋人を助けてくれと訴えてくるけど、それってそっちだけの都合でしょ？　いい加減にして欲しい。

　見ず知らずの他人の生き死にを勝手に私に押し付けないで頂きたい。その所せ為いか変に胸がもやもやして日課にも身が入らない。

　とは言えこのまま毎日押しかけられてはまったく落ち着かない。仕方ないので平穏な日々を取り戻す為、諦めて薬を作る事にした。

　でもニールに渡すつもりはない。あいつ嫌い。だからこっそりココに渡すことにした。

　と、いう訳で今はココが近くを通りかからないか様子を窺うかがっているのだ。

　うん、私凄い不審人物。持ってて良かった【隠身】スキル。正直、見つかったら通報ものだよ。フード深めに！　しっかりガード！

　しかし、平和な村だね。人通りがそもそも少ない。どうやって生活してるの？




　……人通りが少ない。ココはまだか。




　それからしばらく待っても誰も通らない。何故だ。

　って言うか、あれか。もしかしてみんな病気で寝込んでるのか。病気に掛かってない人も病人の看病してるから家から出ないのか。

　ですよねー！　私ってお馬鹿……もう諦めて帰ろうかと考え始めた頃、やっと見知った顔が歩いているのを発見した。第一村人発見！　って、コリーだ。

　あの子苦手、勢いが凄い。会話の時に自分の話したい話題だけ押し付けるタイプだよね？　私とは会話が嚙かみ合いそうにない。後、知的な話とか無理っぽそう。という訳で彼女には話しかけず、こっそり後をつけることにしました。

　後をつけて行くと、直ぐにコリーは一軒の家に入って行った。手て桶おけも持ってたし、水みず汲くみに行ってただけみたい。となると後はココが出てくるのを待つのみ。さあ、カモン！　ココ！

「魔女のおねえちゃん？」

　おおう、私の方が見つかってしまった！　と言うか既に外出中だったとは、このレンの目をもってしても！

「どうしたの？　なんでこんなところに魔女のおねえちゃんがいるの？」

「えっと……私、魔女じゃありませんからね？」

「あ……その、ごめんなさい」

「いえ、次から気をつけてくれれば、別に」

　……これで魔女呼び止めてくれるといいんだけど。

「えっと、それで、ま……おねえちゃんは、どうしてここに？」

　また魔女って言いかけたよね、今。言わなかったからいいけど。

「えっとですね、これを持って来たんです。材料が何とか足りまして、１回分だけですが」

「え……いいの!?　これ、凄く貴重なんだって、前言ってたのに！」

「すみません、大きな声出さないでください……もう少し小さい声でお願いします」

「あ、ごめんなさい……でも、いいの？」

「あー……その、正直、毎日鬱陶しくてですね？　これを差し上げる代わりに、もう来ない様に伝えてもらえると嬉うれしいかな、と」

「あー……それは、その、ごめんなさい」

　多分、ヤツは今日も今、私の家の前に居る。

「はい。伝言よろしくお願いしますね？」

「うん！」

　これで私の平穏な日々が返ってくる事を祈ろう。それでもまた何度もしつこく尋ねて来るようなら引っ越す。もう決めた。

「それじゃ、帰りますね」

「うん、その、ありがとう！」

「いえ。ああ、それともうひとつだけいいですか？　この薬の材料は今の季節は取れないものがいくつもあるんです。だからこれが本当に最後のひとつです。ですので、もっと欲しいと言われても、もう絶対に無理なんです。もしも他の人にこの薬の事を聞かれたら、そう伝えてもらえますか？」

「……うん、わかった。ちゃんとみんなに言う」

　……わざわざ知らない人にまで教えて回らないでいいからね？

「では、失礼しますね？」

「うん、ばいばい！」

　さーて、家に帰ろう。今日はもう何もしたくない。




　家に帰ったら案の定家の前に居た。だから遠回りして夕方まで色々採取してから帰った。




　それから数日後。

　ドンドンドン！

　ドアを叩たたく音がする。こんな朝早くから誰ー？　眠い……寝かせて……。

　ドンドンドン！

　ドンドンドン！　ドンドンドン！

　うるせえ！　眠れないだろうが！

　布団から這はい出て居間まで移動。玄関を開けようとして寝間着姿なのに気付いて、慌てて【ストレージ】を操作、一瞬で服が替わる。コレ、一々自分で着替える手間が省けるので重宝してる。【ストレージ】便利だね。

　服も着替えたので、鍵を外してドアを開ける。うおっ、まぶしっ！

「あ……」

　うげ、ニールだ。なんでこんな朝早くに居るの？　いつも来るのは昼前位だったのに。

「えっと、その、えー」

　……何この反応、いつもと違う。何で？

「あー、その、えっと」

　あ、顔隠してない！　慌ててドアを閉めると即座に【ストレージ】操作。マント装着、フードを被る。そして改めてドアを開けた。

「……おはようございます」

「あ、えっと、おはよう、ございます」

　あぶなかった、ギリギリ致命傷で済んだ。そのはず。そうであって欲しい。

「こんな朝早くになんでしょう？　伝言は聞きませんでしたか？」

「いや、その、聞いた。でも、どうしても礼が言いたかった。だから、アンタがまだ寝てる時間にここに着くように家を出た」

「はあ、そうですか。ではお引き取りください」

「待ってくれ！　どうしても礼が言いたいんだ！　妹に聞いた、あの薬、もう作れないって。そんな貴重なものを、わざわざ持ってきて……」

「はい、わかりました。ではお引き取りください」

「待って！　待って！　その、それで、礼の代わりってわけじゃないんだけど、野菜を持ってきたんだ！　本当ならうちの冬支度の一部なんだけど、でも、これぐらいしか出せるものがないから」

「そうですか、ありがとうございます。いただいておきます。ではお引き取りください」

「さっきからなんでそんなに追い返そうとするんだ！」

「……あなたがなぜか私の家に入ってこようとするからです。それに分かりませんか？　こんな辺へん鄙ぴな場所に女一人で住んでいる。静かに暮らしたいだけなんです。分かりますか？　それにあの薬はあなたが余りにもしつこくて迷惑だから、それをやめさせる為に仕方なくです」

「それは……」

　ニールがうなだれる。でも事実だ。私をそっとしておいて欲しい。

「わかったらもう帰ってください。そしてもう来ないで。お野菜は頂いておきます、ありがとうございます」

「いや……じゃあ、その」

「はい、さようなら」

　ニールは肩を落としてとぼとぼと帰っていった。

　はー、やっと平穏な日々が返ってきた。だから今日は二度寝しよう。あ、明日にはもう少し肉を確保しに行かないと……。




　……冬がもうそこまで来ていた。





０１６　ひきこもり生活とその後







　あっという間に十二月。

　あれから面倒な来客は一人もなかった。雪がちらつき始めたのもあると思うけれど。




　私は雪が降ってない日に偶に採取に出る程度で、後はずっと自宅に閉じこもったまま。その間自宅ですることは基本的にポーション作りや鉄の作成。

　鉄の素材になる砂鉄は冬になる前までに川で大量に集めておいたので、問題なし。コツを摑つかんだら【ストレージ】での砂鉄集めは一気に楽になった。そしてこれを鍛鉄にする事が出来れば武器素材としてはまずまず及第点なんだけど、それにはかなり時間が掛かった。

　でもまあ、冬の間はする事も無いので、じっくりと。ちなみに長剣はまだ作れなかったりする。でもナイフ程度なら作れる様になった。あと、包丁。料理が捗るよ！

　鍛鉄の量がある程度溜たまった時、一度日本刀を作ろうとしたら昏こん倒とうした。刀身は小太刀程度の予定だったんだけど……スキルレベル、ＭＰ、共に足りていないみたい。高度な鍛冶技術が必要な分、要求コストが大きいのかもしれない。




　そして、家に籠こもりっぱなしの所せ為いか、やはり、その……日課一回あたりの所要時間が増えまして。ええ、まあ、そう言う訳です。ＬＶ６が本気で直ぐ側に来てるような気が……。

　あと、そっち用途のポーションが幾つか増えました。いいじゃない、別に！　誰にも迷惑かけてないよ！

　ちなみに月のものが来るといつも通りに寝込みます。この身体、症状が重すぎやしませんか……痛み止め飲んでもだるくて働きたくないでござる……。

　尚、冬になってからもノルン達は外で暮らしてたり。偶に家の中で寝る時もあるけど、基本的に外暮らし。その方が強くなれるんだろうけど、ちょっと心配。




　一月。

　この世界にも新年を祝うという考え方は存在する。

　大きな街であればお祭り騒ぎになる所もあるらしい。私が居た孤児院がある街ではそんな事は無かったけど、教会とか広場とかで多少の炊き出しとかがあった。それなりに大きい街だったとは思うんだけど、領主があんまり散財したくない人だったらしい……ケチくさ、いや、倹約って大事だよね！　……ちなみに田舎の村とかでもそれなりに祝ったりするとは聞いた事がある。

　……ココの村でもやってるのかな？　行くつもりはまったくないけど。

　一月に入って２週程経った頃、物凄い大雪が降った。お陰で完全に家が埋まってしまった。家が潰れない様、雪かき代わりに周辺の雪を【ストレージ】に収納して回ったりした。何となく面白くて周辺の雪を一掃してみた。いや、家に籠りっ放しで娯楽もないしね。

　しかしこの降雪量、普通に死人が出そうな気がする。

　でも私には関係ないね！　なぜなら、剣が、とうとう剣が作れそうだから！

　という訳でそこから気合を入れて一気に頑張った結果、数日後に漸く剣が完成した。それに合わせてスキルレベルも上がった。【創造魔法】、遂にＬＶ４！

　長かった……但し、作れる物は短剣。刀身部分だけで40㎝程なので、一般的な正しい意味でのショートソードよりもかなり短い。私はまだ子供で小柄だから、この位の方が扱い易いだろう。腕力もないし。とは言え炭素配合も強度と硬度を調整した事により、高品質。折角なので【鑑定】もしてみた。




【鋼の短剣】

鍛鉄製。高品質。




　……なんの捻りもなかった。

　気を取り直して漸く完成した短剣を、振り回、さない。幾らなんでも室内ではちょっと危ない。とは言え外には出たくない。寒いの嫌い。

　そして完成のお祝いとして自分へのご褒美に今日の日課をちょっと多めにした。

　……次の日ステータスを見たら例のアレがＬＶ６になっていた。神は死んだ！　もう居ない！




　二月。

　今年は二月も雪が多い。例年ならこんなに沢山降らない。

　そして、実は二月は私の誕生月だ。つまり今月で11歳になる訳である。

　ただし、正確な誕生月ではなかったりする。私の本当の誕生日がいつなのかはわからない。私が孤児院に捨てられていたのが二月だった、それだけだ。だから私が拾われたその日を誕生日にした。そして拾われた時に既に１歳位に見えたので、取り敢えず１歳という事にした。たったそれだけの話。

　名前に関しても、その時に着ていた服に刺し繡しゆうしてあった文字列から取って付けたそうだ。刺繡の糸がほつれていて一部しか読めなかったのだと教えてもらった。

　ところで、胸がまた大きくなってるんですが？　どういう事なの……？

　身長？　据え置きですよ！　どういう事!?　ちゃんとご飯食べてるよ！　なんでさ!?




　三月。

　雪が解けて漸く外に出られる様になった。

　春の山菜でも摘もうかと、早速散策に出る。飢えた獣が沢山居た。狙撃狙撃狙撃。山菜摘みに出かけた筈はずが、肉が沢山取れた。意味が分からないよ。

　剣の練習もしてみた。

　……どうやら私にはそっちの才能はなさそうだ。咄とつ嗟さの時に何故だか上手く動けない。考えながらだとそれなりにちゃんと動けるんだけど、なんだろう、これ？

　強化ブーストポーションでステータスを底上げすれば、非常時の近接戦闘は何とか誤魔化せるかもしれないけど、んー。何か対策が必要かもしれない。

　ノルン達のステータスも上がってた。全体的に満遍なく。更にスキルも増えてる。実に頼もしい。




　暖かくなってきたので以前と同じように狩りに採取に畑にと、充実した日々を過ごしていると、来客が。汗臭そうなむさいおっさんが１名。

　フードを深く被り、声を掛ける。

「……どちら様？」

「お前が魔女か？」

　またそれか。

「違います」

「パーカーの所に色々薬をやったのは、お前じゃないのか？」

　パーカーって誰？

　話を聞いてみると、パーカーというのはココやニールの父親の事らしい。そして、以前ココにあげた薬、と言うか栄養ドリンク代わりにあげたポーションが問題だったようだ。

　あの時、私はココにポーションを３本与えた。でもココの母親は１本しか飲まず、残りの２本を商人に売ったのだそうだ。しかもかなりの値段で。

　ところがそのポーション、そのぼったくり値段で買い取って転売しても尚、その値段以上の効果が発揮されたらしい。

　その話を聞きつけた他の村人、つまり今目の前に居るこの中年男性がそれを寄越せとやって来た、という訳だ。

「お前、あれをタダでココにやったんだってな。なら俺にもくれよ」

「あの薬はもうありません。材料もありませんし」

「おいおい、噓うそつくなよ。あるんだろ？　いいから寄越せ！」




　ノルンさん無双。




　それから数日置きにやってくる中年。しかも一人ではなく、複数。それが更に、複数グループ。何でも他の村からやってきた人も居るとの事。金を払うと言う人もいたがお断りした。

　迷惑な訪問客達のお陰で、最近は一度も狩りにも採取にも行っていない。

　更に困った事に、この周辺を治める領主にも私の噂うわさが届いたらしい。私を召し上げる為に兵の準備をしてるとか何とか……隣村から来たという人が教えてくれた。重要な情報、感謝！　でもポーションは売らないよ。

　……もう、ここに居るのも限界かな。




　私は諦めて森を出る事にした。





０１７　閑話　とある村の少女の話







　今、私の住んでる村では病気が流行っています。

　凄い熱が出て、身体中が痛くなって、咳せき込んだりする病気です。

　うちのお母さんも同じ病気にかかってしまって、今は寝込んでいます。凄い熱です。近所のおじさんやおばさん、良く遊んでくれたお姉ちゃんも、何人も亡くなりました。

　……うちのお母さんは大丈夫でしょうか？

　薬を買うお金はありますが、みんなが買うので品切れで、もう買えません。

　病気が流行りだしてから暫くして、街に出て冒険者になったお兄ちゃんとお姉ちゃんが帰ってきました。一緒に行った近所のお姉ちゃんも一緒に帰ってきましたが、すぐに病気がうつって寝込んでしまったみたいです。

　お兄ちゃん達が持っていた薬は数も少なく、余り効かなかったようです。




　このままみんな死んじゃうのでしょうか？　それはいやだったので、私は森に薬草を探しに行くことにしました。

　最近、森の奥の辺りでは余り魔物が出なくなったと聞きます。だからきっと私一人でも大丈夫です。

　村から川沿いに森を進んでいきました。

　薬草が取れるのはもっと奥のほうだったはずです。




　大分奥のほうまで歩きました。もう足が痛いです。

　猟師のおじさんに聞いた話だと、多分この辺りに薬草が生えているはず？　川沿いから外れて森の中に入ります。少し進むと、薬草が生えていました。前にお父さんと一緒にとったことがあるのと同じ形なので、間違いないです。

　私は一生懸命に薬草を集めました。沢山集めました。

　……これだけあれば、きっとお母さんも大丈夫です。嬉うれしくて顔が緩むのがわかります。その時、後ろでがさがさと音がしました。

　振り返ると、ゴブリンが居ました。３匹。

　逃げようと思ったけど、足が震えて動けません。私はここで死んでしまうのでしょうか？　目の前に立ったゴブリンが手に持った剣を振り上げます。

「やだ……」

　死にたくありません。涙が出てきました。

　そう思った時、凄い音を立てて目の前のゴブリンの頭が無くなりました。その直後に、大きな狼おおかみが飛び出てきて、左奥の棍こん棒ぼうを持ったゴブリンに飛び掛かります。

　右奥のゴブリンがそれを追って後ろを振り返ったと思ったら、人が飛ぶように現れて、そのゴブリンの頭を蹴り飛ばしました。

　頭を蹴られたゴブリンは死んでしまったようです。私は助かったのでしょうか？

　ゴブリンを蹴った人が、フードを被ってこちらを振り返ります。

「大丈夫ですか？　怪我はありませんか？」

「あ、あう……」

　何か言わないと、と思いましたが、その人の後ろで狼がゴブリンを食べているのが見えました。もしかして、私も食べられてしまうのでしょうか？

　そう考えたら、怖くて目の前が真っ暗になって、私は気を失って倒れてしまいました。




　目が覚めると家の中に居るようでした。

　見回すと、とても立派な家のようです。私の家よりも凄いです。でも、ここはどこでしょう？

「起きました？　大丈夫ですか？」

　声を掛けられました。さっきの人です。

「ここ、おうち？　どこ？」

「ここは私の家です。あなたはゴブリンに襲われてたんです。覚えてますか？」

「ゴブリン……！」

　そうです、思い出しました。私はゴブリンに襲われていたのです。身体が震えます。

　でも、私は助かったのでしょうか？　あの狼は？

「大丈夫ですよ、ゴブリンはもう居ませんから」

「そういえば狼……狼！　……私も食べるの？」

「食べません。狼なら外で寝てます、見ますか？」

「……いい」

　大丈夫と言われてもやはり不安です。何よりもあんなに大きな狼はそれだけで怖いです。

　私が黙り込んでいると、フードを被った人が何か飲み物を持ってきて、私に渡します。入れたばかりのようで、とても暖かいです。でも、飲んでも大丈夫でしょうか？

　私が迷っていると、フードの人も同じものを口にしました。……どうやら、飲んでも大丈夫のようです。私も飲むことにしました。

　一口飲むと、蜂蜜が入っているようで口の中が甘くなりました。

「おいしい……」

　私がほっとしていると、話しかけられました。

「それで、どうしてあんな所に居たんですか？　森の奥の方は魔物が沢山居て危ないでしょう？」

　この人は悪い人ではないようです。理由を話しても大丈夫でしょうか？

「……おかあさんが、病気になって」

　私が事情を説明すると、フードの人は考え込んでしまいました。

　暫くじっとしていたかと思うと、懐から何かを取り出して私に説明します。変な容器に入っていますが、どうやらお薬のようです。

「これをお母さんに飲ませなさい」

「なにこれ？」

「病気の薬です。これを飲ませて、ご飯をしっかり食べさせて、暖かくして寝るようにすれば治ります」

　私が知ってる薬とは飲み方がちょっと違うようで、ちゃんと覚えていくように、と念を押されました。

「お薬って、薬草とかじゃないの？」

「薬草じゃありませんが、これはお薬ですよ」

「……おねえちゃんは魔女？」

「は？」

　こんな森の奥に一人で住んでいて、こんな薬を作ることができる人なんて、私は魔女くらいしか知りません。それにさっきからずっとフードを被っています。凄く魔女っぽいです。というか、もう魔女にしか見えません。

「魔女じゃありません。こんな所に住んでますけどね」

「そうなの？　でも、こんなお薬貰もらってもお金もってない……」

「お金はいいです。今日はもう遅いからここに泊まっていくといいでしょう」

　……魔女ではないそうですが、きっと噓うそです。でもこの人はいい魔女です。

　夜になって出されたご飯はどれも見たことも無いようなものばかりでしたが、食べてみると驚くほど美味しくて、あっという間にお腹一杯になるくらいに食べてしまいました。魔女のお姉ちゃんはそんな私を見て微笑んでいます。

　ここで寝るようにと通された部屋にあるベッドはとてもふわふわで、驚くくらいに寝心地がよくて私はあっという間に眠ってしまいました。




　次の日の朝、私が帰るときに魔女のお姉ちゃんが新しく薬を渡してくれました。瓶に入っていて、飲み薬のようです。

　病気になったあとは身体が弱ってしまいますが、それを治して元気にしてくれる薬だそうです。やっぱりこの人はいい魔女です。

　これできっとお母さんの具合は良くなります。私は嬉しくて村へ走って帰りました。




　でも、このときに貰った薬の所為であんなことになるなんて、このときの私は思ってもみませんでした。





０１８　危なくなったのでスタコラ逃げます







　さて、そうと決まれば夜逃げの準備だ。

　……と言っても正直、準備は有って無い様なものだった。基本的に私の持ち物は全て【ストレージ】に収納してある。最後に収めるものもひとつだけあるが、それは最後でいい。




　今は夕方、表に居た連中は一旦ココの村まで戻った様だ。隠れている奴は居ない様で【探知】に反応は出ない。

　邪魔にならない様に髪を三つ編みにし、動きやすい服装に着替える。スカートよりはズボンの方がいいかな？　怪我をしても面倒なので裾丈は長いものにした。

　いつも家に居る時はキュロットかスカートパンツだけど、流石に険しい山の中を歩くのには適していない。

　上着も丈夫な作りのものに着替え、なめした革で作った胸当てを装着して、腰に短剣を下げる。最後にその上からなめし革のマントを羽織り、フードを被る。完璧だ。

　暖炉の前で丸くなっていたノルンがいつの間にか起きていて、こちらを見ていた。

　……どうしよう？　一緒に来てくれれば凄く心強いけど。

　ノルンは黙ってこちらを見ている。

「ノルン、私、この森を出て行く事にしたの」

「……」

「それで、ノルンはどうする？　このままこの森に残る？　それとも……一緒に来る？」

「ウォフッ！」

　どうやら着いて来てくれるらしい。嬉うれしい、凄く嬉しい。

　……一応言っておくと、これは勝手な思い込みじゃないからね？　【生活魔法】のレベルが上がったら、ノルンの言ってる事が何となく分かる様になったのだ。ベルはまだ幼すぎて言葉が明確になってない様で、あまりよく分からないんだけど。だから別に私は痛い人というわけじゃない、マジで。

　っと、そうと決まれば直ぐ出発だ。寝てるベルを叩たたき起こすと家の外にでる。

　結構長く住んだよね、この家。

　……日々の生活が思い出される。それでも森を離れないといけない。このままここにいても碌ろくな事にはならない。




　なので。

『家』を【ストレージ】に収納した。

　後に残ったのは排水溝だけ。




　え？　家を残していく？　痕跡を消す為に燃やす？　そんな馬鹿な。あれだけ苦労して造った家になんでそんな事をしないといけないのか。

　そもそも【ストレージ】は収納量無制限、であれば収納するもののひとつあたりの大きさも無制限の筈はずだ。そしてこんな事もあろうかと、家を増築した時にわざわざ石垣部分を作ったのだ。

　家の基礎部分はその石垣の中。石垣部分ごと収納すれば何の問題もない。庭も畑も持っていける。可動式庭付き一戸建てだ。素晴らしい。

　このままにしていって、寝室とか他の人に見られたくないしね。

　とまあ、久しぶりに【ストレージ】の酷いチート性能を実感しつつ、準備完了。辺りはもう日が落ちかけていて大分暗くなってきている。闇夜に乗じて脱出でござる！　ニンニン！




　……あれから５時間ほど歩いたあたりで、小休憩を取る事にした。

　正直、休憩いらないけどね。眠気覚まし、体力回復、疲労回復、全部ポーションで対処できる。実際、狩りの時に私はガンガン使ってた。でも今回は無理はしない。

　ポーションで誤魔化せる私と大人のノルンはいいけど、ベルはまだ子供でスタミナがない。かと言ってポーションを与えて誤魔化して、それで自分のペース配分が分からなくなったら大きくなってから困る事になる。

　私？　私はほら……自分のペースとか分かってるし？　……いいんだよ、私の事は！

　移動している方向は一応、東。確か其方そつちに行けば幾つかの村の先にハルーラという街があった筈だ。そこそこの規模の街で、幾つかのギルドなんかもあると聞く。ココの住む村は南東の方角だから、そこまで行けば遭遇する可能性はそうそう無い筈。

　ちなみにこの辺りを治めている男爵の住んでいる街は森から南の方のネイザンという港街。ついでにそこにカエル顔の商人も居る。だから絶対そっちには行かない。

　軽食をとりながらベルを見てみると、唯の遠出とか夜狩りとか思ってるみたいで、わふわふと喜んでいる。これ、夜逃げだからね？

　ノルンが警戒してくれると言うので、１時間ほど仮眠を取ってから移動を再開。距離的には明日の昼過ぎ位には森を抜けられる筈？

　途中、はぐれたオーク１匹とゴブリンの斥候を数匹狙撃で倒した以外、特に何の問題も無く森を抜けた。

　茂みに隠れて周囲の様子を窺うかがう。私の自宅まで押しかけてきた連中は居ない。前良し！　後ろ良し！　右良し！　左良し！　お前に良し！　私に良し！　んー、良し！

　森を抜けて街道を目指して移動開始！

　てくてくとノルン達と並んで草原を歩きながら、これからの事について考える。

　私の顔を知っている人はほとんどいない。と言うか、２人しか居ない。

　一人はニール。自分のうっかりで思いっきり顔を見られた。忘れていて欲しいけど、多分無理だろう。

　もう一人は実は、ココ。あの子は私よりも背が低かったから、いつも私を見上げる形になっていた。フードを被っていてもほぼ丸見えだったろう。

　でもどちらもハルーラまで行けば問題ない。２人共、あの森の村に住んでいるのだから。そうなると、後は孤児院で一緒に暮らしていた子達。

　この１年間で、髪も伸びてずいぶんと長くなった。それにバランスの取れた食生活で健康的にふっくらとしたので、顔つきが大分変わったと思う。初見でいきなりばれるという事は無い筈？　そう思いたい。カエル顔の商人は数回遠目で見ただけだし、多分大丈夫。

　そう考えると思ったよりも大丈夫じゃない？

　うん、ちゃんと気をつけておけば大丈夫大丈夫！




　それから２日程歩いて漸く街道に辿たどり着いた。





０１９　水商売（人助け的な意味で）







　やっと街道に辿たどり着いたけど、ここからどっちに行けばいいのかな？

　道は南北に続いている。ハルーラは東の方角の筈はずだから、どっちに進んでも着かないという事になる。

　どちらかに進めば更に分かれ道とかあるんだろうけど、適当に進んで間違ってたら戻ってくる羽目になるんだよね……どうしよう？

　周囲を見回すと左の方に小さい林が見えた。道と林の間は少し開けていて、簡単な野営地として使える様にちょっとした広場になっている。

　まだ少し日が高いけど、今日はあそこで休もうかな？　もしかしたら誰か人が通るかもしれないし。

　もし本当に人が通ったらその人に道を聞けばいい。うん、決定。

　という訳で林に向かって移動。誰か居ませんか？　誰も居ませんね？

　流石に道から丸見えの場所で寝る勇気はないので、ちょっと林に入った所で野営の準備。薪は【ストレージ】に大量に入っているので、火の準備は問題なし。自作の簡易テントも設置。いくらなんでもこんな所に家を出す様な目立つ真似はしない。平穏が一番ですよ。

　寝床の準備が終わったら次は食事の準備。小鍋と器を出して食事の準備をする。オーク肉が結構と言うかかなり余ってるから、それを使ってスープでも作ろうかな？

　食事の用意をしていると北の方から大きめの馬車がやってきて広場に停まった。

　林の中から様子を窺うかがっていると数人の男達が馬車から降りて来て、野営の準備を始める。

　どうしよう、声を掛ける？

　マントは羽織ったままだし、フードも被ったままだ。フードで顔を隠した不審人物に声を掛けられて、快く対応してくれるだろうか？　自分だったら……ちょっと自信がない。

　がりがりと何かを齧かじる様な音がするので後ろを見ると、いつの間に獲ってきたのかノルンがベルと一緒に食事中だった。

　ノルンと目が合う。心配するなと言ってるようだ。

　いざとなったらノルンも居る。でも揉もめるのも面倒だから向こうの反応待ちにしよう。

　ヘタレでいいよ、別に。

　という訳で敢えて無視して、そのまま食事の用意を進める事にした。でもその前に、ちょっと変装。ちゃきーん！




『伊だ達て眼鏡めがね』！（例のアクセントで）
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　この眼鏡、この数日間の移動中に【創造魔法】を使って作ったもの。

　そして伊達眼鏡といいつつ、実際は唯の眼鏡ではありません。実は！　この眼鏡を掛けると！　なんと【鑑定】スキルが使える様になるのです！

　ただし効果はＬＶ２相当。ついでに一回使う毎にＭＰを10消費。とっても使い勝手は悪かったりする。

　でもこれを作った最大の理由は私の【鑑定】スキルを誤魔化す為なので、そこは問題ない。というかＭＰ消費設定はわざとつけた。【鑑定】スキルを持ってて、しかもＬＶが９とか知られる方が拙い。

　あと、眼鏡を掛けてると人の顔の印象って全然変わるからね。変装に丁度いいかなーとか、割と適当な思いつきで作りました。

　それと、完成した時に【魔法付与】と【技能付与】ってスキルが増えてた。時間を見て調べておかないとなあ。やる事多すぎ。

　という訳で眼鏡を掛けて料理再開。しばらくすると小鍋がぐつぐつと音を立て始め、いい匂いが漂ってきた。うん、美味しそう。




「こんにちは、あなたもここで休憩ですか」

　キター！

「あ、はい」

　うーん、商人風？　20代位かな？　ちらりと視線をやると、向こうの方で数人が食事の用意をしているのが見える。ひとり、ふたり……この人合わせて全部で４人？　【探知】にはもう少し反応が有った様な気がしたけど……？

「お一人で？」

「いえ、連れが居ます」

　後ろに居るノルン達に気付くと少し驚いたような顔になった。ノルン、普通の狼おおかみよりかなり大きいからね。

「狼、ですか？　失礼ですが、テイマーの方で？」

「ええ、まあ」

　全然噓うそです。友達です。

　テイマーは魔獣や魔物を手懐けたり、使役して戦う冒険者の事だ。犬や狼を使うテイマーは割と居ると聞いた事があったので、肯定しておけば怪しまれないだろう。

　んー、ノルン達の為にも何とかして【テイム】スキルを覚えておきたい所。

「その、随分と大きいですね。グレーターウルフですか？」

「ええと、似たようなものです」

　曖昧に頷うなずいて誤魔化す。すみません、その子フェンリルなんですよ。生物としての格が全然違うっす！

　ちなみにグレーターウルフというのは狼型の魔獣の中でもかなり上位種の事だ。魔物化した狼は普通の狼よりも大きく成長するんだけど、元から魔獣であるグレーターウルフはそれらよりもかなり大きく成長する、らしい。

　ノルンもかなり大きいので誤魔化すには妥当な選択だと思う。ちなみに小型のものはワイルドウルフとかレッサーウルフとか呼ばれる。生息場所や国によっても呼び方が変わるので、魔物や魔獣の呼称は割と曖昧だったりする。

「なるほど、見た所女性の一人旅の様でしたので、大丈夫なのかと心配したのですが……余計なお世話だった様で」

「いえ、ご心配ありがとうございます。其方そちらは行商ですか？」

「ええ、オニールからの帰りでして。ハルーラまで帰る途中です」

　ハルーラ！　わざわざ道を尋ねる手間が省けた！　どう切り出そうか、正直悩んでたからね。でもオニール、か。みんな元気かな？

　……オニールは私が居た孤児院がある街だ。

「お嬢さんはどちらから？」

「あー、私はあっちの方の村からです」

　流石に本当の事は言えないから、これも誤魔化しておこう。さっきから噓ばっかりでちょっと嫌になる。

「お父さん、ご飯の準備できたよ！」

　小さい女の子が声を掛けてきた。良かった、子連れだった。という事は全部で５人だね。と言うか先ほどから護衛風の２人がこちらをちらちら見てたので、もしかするともしかするかもしれないと思っていた。

　もしかって何だって？　行商を装った野盗の類だよ。

「おお、そうか。では、お嬢さん」

「はい、では」

　商人の人は馬車の方に去って行った。

　その後は食事を取って直ぐに寝た。夜中にこちらの様子を窺っている気配を感知したけれど、それ以上は何も無かった。まあ何かしてきてもノルンさん無双で即解決だけどね。

　日課？　旅の最中は流石にしないよ！

　え？　大丈夫なのかって、何が？　ちゃんと我慢できるよ！




　翌朝、会話の声が大きくて目が覚めた。うーん、もう少し寝たい……。

　聞こえてくる声に耳を傾けると、昨日の商人さんと護衛が揉めている様だ。

　……揉め事はごめんだけど。

「どうかしたんですか？」

「ああ、お嬢さん」

　……事情を聞くと、水が足りなくなるかもしれない、との事。

　積んでいた水の量自体はいつもと同じ位は積んでいたらしい。でも、今回はいつも頼んでいる冒険者が雇えず、臨時で別の人を雇ったのだそうだ。

　所がその今回雇った２人が想定以上に水を飲んでしまって、次の水の補充ができる野営地に着くまでに、このままでは足りなくなる可能性が出てきた。

　護衛にその事を伝えた所、俺達の所為にするな、ちゃんと準備しなかったのが悪い、と怒り出したらしい。

　まあ、聞いた限りだとどっちもどっちだよね、正直な所。

　うーん、面倒事に巻き込まれるのは嫌だけど……小さい女の子も居るしなあ。

「あの、良かったら、水、お分けしましょうか？」

「え？　いいんですか？　その、見た所荷物もそんなに無い様に見えるのですが……」

　そうですね。

　と言うか、手荷物は中サイズの皮袋一つだけだったりする。しかも実際はこれはダミーで、中身は丸めた毛布だけ。他の荷物は全部【ストレージ】の中だ。

　それに恐らく、水を分けると言っても【生活魔法】の『飲水』で出すと思ってるのだろう。

「ああ、私、水魔法が使えるので」

「その、大分お若いように見えるんですが……分けてもらっても大丈夫なんですか？」

　商人の人は少し驚いている様子だ。

　一人旅と馬車の５人旅とでは、必要になる水の量はまったく違う。そして、水魔法で生み出す水は当然ＭＰを消費して創る。当然５人分の量の水を出すにはそれなりにＭＰがないと無理だ。

　マントにフードの格好だけど私は見た感じ小柄で、どう見ても子供。５人に水を分けても余裕がある程の魔力量があるとは思わなかったのだろう。

「ええ、大丈夫です。水魔法はそれなりに得意ですから」

　それなりどころか本当はＬＶ６ですけど。

　と、そんな感じで水をだばーっと分けてあげたら大層感謝され、お礼と言って銀貨10枚頂いた。銀貨10枚となると小金貨１枚に相当する額。破格である。

　更に目的地が同じと知ると一緒に乗せて行ってくれる事になった。

　人助けはしてみるものだね、らっきー！




　でも護衛の２人がじっとりとした視線でこちらを見てくるのがちょっと不安だなあ……。





０２０　残念、それは私の眼鏡だ







　馬車に揺られながら日向ぼっこ。なんとらくちんな旅路でしょう。道はボコボコだし馬車にサスペンションなんてないから、乗り心地は劣悪だけどね。

　こんにちは皆様、レンです。眼鏡くいー。眼鏡掛けてると知的に見えるよね？

　水商売に従事した結果、目的地まで馬車に乗せて行ってもらえる事になりました。って、こう書くと何かいかがわしい事したみたいでちょっと嫌だね？　実際は水を分けてあげただけですが。




　さて、乗せてもらう事になったこの馬車、大きめの幌ほろ馬ば車しやです。馬２頭引き。荷台の中程には結構な量の荷物が積んであります。

　御者は商人さんと若い丁稚の少年。色々とお話しした所、商人さんはニコルという名前で29歳、妻子持ち。ハルーラに店を構えている模様。

　丁稚の少年はロイド君、13歳。近所に住んでた子だそうで。

　荷台の前部に私と一緒に乗ってる女の子がエルザちゃん。ニコルさんの娘さんで７歳。いつもは息子さんが付いてくる所を今回は無理やり付いてきたらしい。もしかして結構お転婆なのかな？

　あと、荷台の後部、荷物を挟んだ向こう側に護衛の２人。名前はたしか、キンブルとジギー。20代後半位？　正直この２人には全然興味ない。

　ちなみにノルンとベルはちょっと離れて付いて来ている。あまり近くに居ると馬が怯おびえるからね。

　そして私は馬車に揺られながらエルザちゃんのお相手。

「でね、でね！　それでお兄ちゃんがね！」

　うん、凄いしゃべるね、この子。舌嚙かむよ？

　そうなったらお相手も楽になるんだけどなあ、などと不届きな事をぼんやり考えながら相あい槌づちを打つ。

　このエルザちゃん。今回の行商に無理やり付いてきたもののニコルさんとロイド君はお仕事に忙しく、護衛の２人はいつもの人達ではない上に柄が悪いし碌ろくに相手もしてくれず、相当暇を持て余していた様で。

　そんな所に割合歳の近い、しかも同性の私が同乗する事になったのが嬉うれしくて堪らないらしくて、テンション上がりまくって良くしゃべる。

　もう、ずっとしゃべりっぱなし。

　そんな娘の様子にニコルさんも苦笑気味。ロイド君？　御者に精一杯って感じですが何か。

　尚、護衛の２人はそんなエルザちゃんの途切れない話し声にイラついてずっとしかめっ面。感じ悪いね、この２人。

「もー！　お姉ちゃん、ちゃんと聞いてるの!?」

　大丈夫、ちゃんと聞いてるよ。聞きながら握った手の中で錬鉄してるけど。

　うん、折角座ってるだけで移動できるんだし、鉄素材の品質を上げてみようかと思いましてね？　冬の間に作った鍛鉄を【創造魔法】で玉鋼に変えてみようかなあ、と。

　んー、出来る事は出来るけど、鍛鉄から玉鋼に変えるのはまだまだ負担が大きいなあ。もうちょっと効率上がると、これでも短剣が作れそうなんだけど。あ、既に作った短剣の品質上げる方が先かな？




　そんな事をしている内に昼の小休憩を取る事になった。

　ここも野営地向きの場所の様で、開けていて多少は整地されているようだ。少し離れた所に小さな林も見える。

　辺りを軽く見回しているとニコルさんがやってきた。食事の準備はこちらでやるので、少しエルザちゃんをお願いしたい、との事だった。ぶっちゃけお花摘み。

　あ、私も済ませて来いって事ですね、わかります。

　そんな遠まわしの気遣いに感謝しつつエルザちゃんを連れて林の方へ移動。その後ろをノルンとベルも付いて来た。哨しよう戒かいしてくれるらしい。

　そんな訳で馬車からは見えない辺りまでやって来ると、エルザちゃんを促して私は待機。え？　一緒にしないのかって？　いやいやこういうのは順番でしょ？　と言うのは建前で、実は私はトイレの必要がないので、ここではしない。正しくは、魔法でちょっと色々やってるので、しないでもいいのだ。

　旅の間は色々危険だし、そういう事をしている間はどうしても隙が出来る。ノルンも居るけれど、危険は出来る限り排除しておくべきだ。

　ちなみに使ってる魔法は生活魔法の【洗浄】。ちょっと使い方にコツがありましてね、ええ。はい、ちょっとある時に思いつきまして。いつ思いついたのか、詳しくは秘密。

　え？　いいから教えろ？　あー……日課の最中にね、トイレ行く時間が勿もつ体たい無なくてね……ちょっと思いつきで、はい。

　と言うかね、さっきから【探知】に護衛の一人が反応してるんだけど。何のつもりでついてきたの、この人？　あ、言わなくてもいいよ。分かってるから。でもノルンが思いっきり威嚇してこっちに近づけない様にしてくれてるので大丈夫。

　そうこうしてるとエルザちゃんが戻ってきた。なぜかちょっと涙目。

「どうかしたの？」

「ちょっとかかっちゃった……」

「あー……」

　服に掛かっちゃったらしい。よく見てみれば結構大きな染みが……可哀想なので【洗浄】をかけてあげた。すると染みになった部分が一瞬光って服の染みが消えて無くなった。

「凄い！　何したの!?」

　また騒がれるのも面倒なので内緒って言っておいた。




　馬車の所まで戻ると変態護衛も既に戻っていた。取り敢えず軽く睨にらんでおく。ぎろり。

　食事の準備は順調に進んでいるようだったけれど、ここでまたしても護衛の一人が文句を言い始めた。

「また保存食を戻した粥かゆかよ！　もう少し腹に溜たまるものを食わせろ！　いざって時に力が出ねぇだろうが！」

「そうだそうだ！　俺達はいざって時にあんた達を守る為に居るんだからな！　その時の為にも、ちゃんと飯位は食わせてもらわないとな！」

「そうは言いますが、そもそも契約の条件に……」

　ニコルさんが契約の時に交わした諸条件の話を持ち出して諫いさめようとしているけれど、全然聞こうとしない。もう色々と最悪だ、この２人。水の件だって自分達にも責任があっただろうに。

　でもこのままでは埒らちが明かない。仕方ないか……。

「あの、私の手持ちも出させてくれませんか？　馬車にも乗せていただいて、食事も、となると流石にちょっと肩身が狭いので」

「え？　いや、それは」

「おお！　そりゃいいや！」

「ちゃんと食い応えのあるヤツなんだろうな？　変なモンだったら許さねえぞ！」

　いや、別にあなた達の許可は必要ないですからね。

「その、なんだか気を使わせてしまったようで……申し訳ない」

「いえいえ、先ほども言いましたが、お世話になってばかりなのも気が引けてしまいますから」

　申し訳なさそうなニコルさんとそんな言葉を交わしつつ【ストレージ】から角つの兎うさぎの肉を２羽分程取り出して渡す。

「【アイテムボックス】!?」

　あ、しまった。




　何とか誤魔化して食事になったけど、凄い微妙な空気。全員私の事をガン見。

　ニコルさんはなんて話しかけようか迷ってる様で、凄く複雑そうに百面相してるし、エルザちゃんとロイド君はなんだか尊敬の眼差しでこちらを見てる。護衛の２人もなにかこそこそ話し合ってるし。

　お願いですからそっとしておいてください。




　食事も終わって一息ついているとエルザちゃんが居ない事に気付いた。護衛の２人はへらへらと馬鹿話をしている。お前等はちゃんと仕事しろ！

　ちょっとこれは拙いのでは、と探しに行こうと立ち上がったら林の方からエルザちゃんが出てきた。その隣にはノルンの姿が。流石ノルンさん、マジ女神！

「エルザちゃん、何処に行ってたの？　一人じゃ危ないでしょう？」

「大丈夫だよ！　わんちゃんも一緒だったから！」

　……犬扱いされてノルンがちょっと凹んでる。あとで慰めてあげよう。

「エルザ、ダメだろう！　この辺りは魔物だっているんだ！」

「うー……ごめんなさい。でもね！　これ！　これ摘んできたの！」

　エルザちゃんの手には幾つかの薬草があった。さっきのトイレの時に見つけたらしい。よく見れば痛み止めにも使われる希少な薬草も交ざっていた。しかも何気にちゃんと処理されていて、これなら売り物にもなりそうだ。

「ね！　ね！　お父さんが前に教えてくれたやつ！」

「エルザ……そうか、ありがとうな」

　お父さんの為に頑張ったのだろう、微笑ましい光景だ。でも。

「エルザちゃん、ちょっといい？　これとこれ。この二つは毒だからダメだよ」

「え？」

「でも後は大丈夫。すごいね、エルザちゃん」

　そう、毒草が交じっていた。ちゃんと除けてあげる。危ないからね。

「あの、見分けがつくんですか？　これは特に見分けづらいもので、私にも見た感じ同じ様に見えるんですが……」

　ああ、うん。目利きのしっかりしてる人でも非常に区別がしづらいらしいからね、これ。でもまあ、【鑑定】持ちの私には無意味だ。

「もしかすると、なんですが……もしや【鑑定】スキルですか？」

「えーと、まあ」

「【アイテムボックス】に【鑑定】……あなたは……」

「あ、【鑑定】は違います。いえ、違わないんですけど」

　早速眼鏡が役立った。眼鏡について説明する。

「ＬＶ２相当の【鑑定】が使える様になる眼鏡ですか……使うのにＭＰが必要とはいえ、よくそんな貴重なものを」

「偶々手に入れまして」

「その、少し試させていただいてもいいでしょうか？」

「ええ、構いませんよ」

　実際に効果を体験すれば、もう私が【鑑定】持ちとは思わないだろう。なので快く貸し出す事にする。

「おお、これは……これが、【鑑定】スキル……」

「お父さん、私も！　私も！」




　その後、エルザちゃんとロイド君も試してみたいと言うので貸してあげた。多少乱雑に扱われてもチタンフレームなので簡単に壊れたりはしない。いや、チタンを作るのは疲れたよ……。

　３人が一通り試した後返してもらって再装備。ちゃきーん！

「いやはや、まさかこんな経験が出来るとは！　貴重なものを貸していただいてありがとうございます」

「いえいえ、この位でしたら別に」

【鑑定】スキルを持ってないニコルさんには凄く感謝された。本当は騙だましてるのがちょっと悪い気がしてくる。ごめんね。

　でも、こう言う時こそ騒ぎそうな護衛の２人が黙ってこっちを見てるのがちょっと気になる。変な事考えてない？　っていうか考えてるよね、あの顔。




　このまま何も起こらないといいんだけど、どうなるかなあ。





０２１　幼女の幼女による幼女のための不意打ち







　今日ものんびり馬車に揺られてエルザちゃんのトークにお付き合い。同乗してかれこれ２日は経つけど、良くそんなに話題続くね。正直尊敬する。




　そういえばエルザちゃんが暴露したお陰で【洗浄】魔法もばれた。まあ、習得難度が高いとは言え、【洗浄】自体はそれなりに使い手が居る魔法だから、それは別にそんなに問題はない。

　寧ろ他のスキルも合わせて、私はものすごく便利なヤツと思われた様で、あれから護衛の２人がやたらとこっちを見てくる。一体何を期待してるのか、止めて欲しい。あと、胸見すぎ。

　護衛達の会話がちょっと聞こえたけど、『そう簡単にスキルが覚えられたら苦労しない』とか『なんなら無理矢理にでも』とか、興味深い事やら物騒な事やら……こういう人達とパーティー組むとか、絶対無理。街に着いたら係わり合いにならないようにしないと。

　で、スキルが～って言葉にちょっと興味が湧いたので、２人のステータスを覗のぞいてみました。

　実際、スキル習得というのは難しい、と孤児院で聞いた覚えは確かにあったから。でも私は森の引ひき籠こもり生活で割と簡単にぽんぽんと覚えていた。

　なのでその辺り、どの位覚えられるものなのかっていう基準がよくわからなかったので、参考に出来ればなーって思ったのだ。

　ちなみにこの世界では他人のステータスを見る方法は特定の魔道具や一部のスキル等、極々限られている。

　また、スキルで覗こうと思えばかなりスキルレベルが高くないと無理らしい、と誰かが言ってた。ちなみに【鑑定】ならＬＶ３～４辺りから他人のステータスを見れる様になるらしい。とは言え、あくまでも見れるというだけで穴だらけらしいんだけど……それなりに詳細も見るには５以上は必要とか何とか。

　私はＬＶ９だからぎりぎり足りてるね？　……ん？　ぎりぎり？

　それはさておき、２人のステータスご開帳～。







【名前】キンブル

【種族】人族

【職業】Ｄランク冒険者

【年齢】31歳




ＨＰ　２５０／２５０

ＭＰ　12／12




ＳＴＲ　12

ＶＩＴ　13

ＤＥＸ　４

ＡＧＩ　５

ＩＮＴ　４

ＭＧＣ　４

ＣＨＡ　３

ＬＵＫ　５




【スキル】

強撃　　ＬＶ１







【名前】ジギー

【種族】人族

【職業】Ｄランク冒険者

【年齢】30歳




ＨＰ　３００／３００

ＭＰ　10／10




ＳＴＲ　13（＋４）

ＶＩＴ　14

ＤＥＸ　３

ＡＧＩ　４

ＩＮＴ　４

ＭＧＣ　４

ＣＨＡ　３

ＬＵＫ　４




【スキル】

剛力　　ＬＶ２　ＳＴＲ＋４







　え、なにこれ。しょぼっ。

　ええ？　こんなものなの？　ステータス自体は、なんていうか……うん。一部がお察しというか、予想通りというか。でも真っ向から戦ったら私普通に負けるね。

　でもね、スキルレベル低っ！　年齢を考えるとかなり長く冒険者やってる筈はずなんだけど、それでこれ？　え、冒険者って……。

　いやいや！　多分この２人が特別アレなだけのはず！　そうじゃないと私のあのスキル、いきなりＬＶ５とか、ちょっと色々とショック。なるべく気にしない様にしてたのに！

　とはいえ、それを差し置いても私のスキル、既に30個以上あるんだけど……どういう事？

　余りに不安なので、念の為にニコルさんのステータスもこっそり見せて頂く事に。







【名前】ニコル

【種族】人族

【職業】商人

【年齢】29歳




ＨＰ　１８０／１８０

ＭＰ　50／50




ＳＴＲ　９（＋２）

ＶＩＴ　11

ＤＥＸ　10

ＡＧＩ　７

ＩＮＴ　15

ＭＧＣ　８

ＣＨＡ　９

ＬＵＫ　９




【スキル】

生活魔法　　ＬＶ３

目利き　　　ＬＶ４

値切り　　　ＬＶ３

交渉　　　　ＬＶ５

サバイバル　ＬＶ２

剛力　　　　ＬＶ１　ＳＴＲ＋２




耐性：空腹　ＬＶ１

耐性：疲労　ＬＶ１







　あっれー？　ニコルさんの方が強くない？　どういう事？

　謎が増えてしまった。年少組は見るのは止めておいた。一応他人のステータスを覗き見るのはマナーが悪いとされているし。




　と、そんな事してるうちに今日の野営場所に着きましたよーっと。

　水のお礼に相乗りさせてもらえる事になったとは言え、流石に何も手伝わないなんて事はない。という訳でご飯の準備。前回の揉もめ事ごと以降、食事当番は私になった。他のみんなは馬の世話とか野営の準備とかしてるからね、この位はするよ。

　適当に具材を切って鍋にお湯だばー、野菜どーん、オーク肉どぼー。味の調整は最後。うん、こんなものでしょう。

　割と大雑把に作ってる結構手抜き料理だけど、みんなには好評の様で。私的にはかなり手を抜いてる上に大分手間隙省いてるんだけど、他の人には凄い手際が良い様に見えるみたい？　まあ【料理】のスキル、ＬＶ７だしね……。

　ちなみに鍋はニコルさんの持ち物。私は小鍋しか持ってないので。食材を提供しようとオーク肉取り出したら目を丸くして驚いていたけれど、凄い喜ばれた。

　あ、そうそう、オークはノルンが凄い頑張ってやっと倒したって事にしておいた。本当は超余裕で倒せるけどね！　面倒事はいやだよ？




「うーん、今日もすっごくおいしい！　ね！　お父さん！　おいしいね！」

「ああ、そうだな。美味しいな」

　うん、相変わらずハイテンションだね、エルザちゃん。でもそれ、物凄い手抜きしてるんだよ。そんな事はわざわざ言わないけど。

　ちょっぴり複雑な気分で居るとロイド君がフォローを入れてくる。

「いや、本当に美味しいですよ、レンさん。凄い手際もいいし、今度教えてもらえませんか？」

　ええ？　それはちょっと面倒くさい……。

　とまあ、そんな感じで食事が進んでいくとエルザちゃんが余計な事を言い出した。

「お姉ちゃん、なんでずっとフード被ってるの？　そんなに美人さんなのに勿もつ体たいないよ！」

　ぎゃー！　余計な事を！

　エルザちゃん、ココと同じで私よりも背が低いから、フードを被ってても顔が丸見えなのだ。でもね、エルザちゃん？　わざわざ隠してるんだから色々と理由があるとは思わないかな？　それと、そこまで美人さんじゃないよ？

「おやエルザ、お嬢さんは美人さんなのかい？」

「うん！　すっごい美人！　綺き麗れいで可愛い！　なのにずっとフード被って隠してて、勿体無いよ！　ね！」

　いやいや、別にそんな事ないからね？

「へえ、嬢ちゃんそうなのか。ちょっとフードとって顔見せてみろよ」

　護衛の２人まで話に乗ってきた。ニヤニヤと下品な表情でこっちを見てる。あと私の胸も見すぎ。子供相手に！　変態か！

「いや、ちょっと色々とありまして……」

　言葉を濁しつつなんとか回避できないか試みていたら、エルザちゃんが凶行に走った。

「えいっ」

「あっ」

　私の隙をついてフード取ってくれた。ひぎゃああああああああ！

「これは……」

「……」

　ニコルさん、これはって、なんですか？　ロイド君も真っ赤な顔で黙ってこっちを見てるし。

「おいおい、マジか」

「ひゅー！」

　馬鹿２人は死ね。あと胸見すぎ。死ね。

　って言うか何この反応。なんか想像してたのと違う。

「ね！　凄い美人さん！　ね！」

　エルザちゃんしつこい。でもここまで連呼してて、その上誰も否定しないって事は、もしかして私は本当に凄い美人さんなの？　いや、それなりに整ってると思ってはいたけど、この反応を見る限り、かなり？　……ちょっとまって。それってまた別の厄介事の種になるんじゃ……？

　そこまで思い至って、慌ててフードを被り直した。

「あー！　なんで隠しちゃうの!?」

　待って待って待って待って待って！　なんだか色々拙い気がする！　特に護衛２人の視線がかなりやばい。値踏みするような、なんと言うか……ねっとりとした目付きというか……あ、エロイこと考えてる目付きだわ、これ。キモッ！

　と言うか、生理的な嫌悪感が凄い。私の中身おっさんだし、ノンケのおっさんがむさい野郎共に熱い視線向けられるとか、何の拷問？　もう無理。色々無理。やっぱり男とそういうのはどう考えても無理。女として生きるのは無理だわ、私。

　しっかし、そういう視線は直ぐ分かる、なんて良く聞いてたけど、本当に分かるものなんだなあ……知りたくなかったよ、こんな事。

　……そんな感じで微妙な雰囲気のまま食事が終わった。




「なあ、嬢ちゃん。この護衛の仕事が終わったら俺達と組まないか？」

　食事の後片付けをしていると、護衛の、確か、キンブルの方が声を掛けてきた。

「いくらテイマーでも女一人じゃ色々物騒だろ？　俺達と一緒なら色々助けてやれるぞ？」

「そうそう、俺達こう見えてもＣランク目前なんだぜ」

　……色々、ね。胸を見ながらじゃなかったらもう少し説得力があったかもね。と言うか、Ｃランク目前？　本当に？　あのステータスで？

「お気持ちは有り難いですけど、ご遠慮しておきます」

「おいおい、そんなつれない事言うなよ、な？」

「いえ、ご迷惑をおかけする訳にはいきませんので……お二人は討伐や護衛を主軸に依頼を受けていらっしゃるんですよね？　私、まだ11歳ですから、討伐依頼は受けられません」

「「は!?」」

「「「11歳!?」」」

　……そんなに驚く所かな、ここ。




　ギルドの登録は10歳から出来る。それは冒険者ギルドも同様だ。但し、他のギルドと違って冒険者は命の危険がある依頼も少なくない。特に討伐系は魔物や魔獣と戦う文字通りの命懸けだ。

　その為、冒険者ギルドでは新人や駆け出しの死亡率を下げる為に討伐系の依頼は13歳以上でなければ受けられないと定められているのだ。

　13歳未満の仕事？　別に冒険者の仕事は魔物退治ばかりじゃない。街の雑用や薬草の採取も立派な仕事だし、他にも色々な仕事が沢山ある。報酬はそう多くはないけど、その代わりに命の危険はあまりない。

　でも私はまだ11歳で、討伐系の仕事は出来ない。そして13歳未満の冒険者を討伐に連れて行く事も禁止されている。破れば最悪の場合、ギルドを除名される。

　つまりはそういう事だ。




　と、いうのは建前。私はこんな連中と組みたくない。どうせ酷い事するつもりでしょう！　薄い本みたいに！

「そういう訳ですので、他を当たってください」

　取り敢えずその場は何とか有う耶や無む耶やに出来た様なので、今日はもう就寝する事に。

　ちなみに私は自分のテントで寝ている。なぜかエルザちゃんも一緒に。まあ、この子と一緒ならあの２人がなにかしてくるという事もないだろうから、別にいいんだけどね。

　そして朝になって出発準備。でも私はもう少し寝たい。春眠暁を覚えずとは良く言ったものだね。

　あくびをかみ殺しながら用意をしてると、誰かがこちらを見ながら呟つぶやいた。

「……11歳か」




　うるせー！





０２２　私はノーと言える日本人（元）です







　一応昨夜の微妙な雰囲気は無くなってた。表面上は。

　エルザちゃんは私が顔を隠している事に対して未だにごねてるし、ロイド君はちらちらこっちを見ては顔を赤くしてそっぽをむいてるし、護衛２人は何やら話し込んで悪巧みしてる様子。みんなニコルさん見習おうよ、なんて考えてたら……。

「11歳……なんとか……息子となら……」

　なんか不吉な事を呟つぶやいてた。ニコルさん、貴方もか。言っておきますが商人になる予定はありませんよ？　カエル顔の人が来ちゃう。




　不安要素は多々あるけれどもう１～２日程でハルーラに着くらしい。やっとこの状況から解放されるのかと思うと、非常に待ち遠しい。

　早く着かないかなあ、とぼんやり考えながら今日もエルザちゃんのお相手をしていると、やはりと言うかなんと言うか、厄介事が。

　護衛が絡んできたとかそういうレベルではなく、魔物の襲撃。しかもオークが６匹。私に平穏というものは訪れないのか、嘆かわしい。

　だが心配する事無かれ！　今回はベテラン冒険者のお二人が護衛についているのだ！　こういう時の為にご飯を大量に食べさせていたのだから、是非奮闘してもらわねば！　ついでに本職の冒険者の立ち回りというのも見せてもらおう。私が提供したお肉分は還元してもらわないとね。

　なんて具合に損得計算していたら。




「おいおい、よりにもよってこんな所でオークかよ！　それも６匹だと!?」

「おいジギー！　こりゃ無理だ！　さっさと逃げるぞ！」

　はい？

　おいおいおいおい、何言ってるのこの人達。ここで身体を張ってみんなを逃がすのがあなた達の仕事でしょ？　余りの駄目人間な言動に私も困惑してしまう。

「おい、旦那！　そういう訳だから俺達は逃げさせてもらうぜ！」

「なにを言ってるんだ！　ふざけるな！」

「別にふざけちゃ居ねえよ！　誰だって死にたかねえだろ？　俺たちだって同じだ！」

「そうそう、そういう訳だから旦那、俺達が逃げ切るまで時間稼ぎ宜しくな！」

　そんな事を言ったかと思うと、事もあろうに２人はニコルさんの足を切りつけた。あまりに有り得なさ過ぎる行動に、目の前で起きている事が理解できない。あまりの事態に頭が真っ白になってしまった。

　そんな呆ぼう然ぜんと立ち竦すくんでいる私にジギーが近づいて来たかと思えば、私の腕を摑つかもうとしてベルに追い払われた。ノルンはさっきからオーク達を威嚇して近づけない様に奮闘している。

「おいジギー！　何してんだ！　さっさとずらかるぞ！」

「いや、この餓鬼は利用価値があるだろ！　この眼鏡だって売れば幾らになるか……」

「命あっての物種だろうが！　急げ！」

「チッ！　仕方ねえなぁ！」




　……とことん救えない連中だ。今すぐ殺してやろうか。

　そんなちょっと物騒な考えが頭をよぎったが、今はもっと優先する事がいくつもある。むしろ余りに清々しいクズっぷりに、逆に冷静になれた。逃げ去って行く元護衛の２人から視線を外し、ニコルさんの元へ。

　エルザちゃんがニコルさんに縋すがり付いて泣いている。揺らしちゃダメだよ。

　切られたのは足だ。患部を見る。結構傷が深いけど、太い血管は大丈夫そう。これなら最下級ポーションでいいだろう。

【ストレージ】からポーションを取り出して振り掛けると、傷口は直ぐに塞がった。

　つい先程まで痛そうに呻うめいていたニコルさんが一瞬驚いた顔を浮かべた後、直ぐに謝ってきた。

「こんな貴重なものを使って直して頂いたと言うのに、申し訳ない。この状況では助かる見込みはもうないでしょう……巻き込んだ形になる貴女にこんな事を頼むのはご迷惑かと思いますが、私が何とか逃げる時間を稼ぎます。その間にエルザを連れて逃げてもらえませんか？」

　直ぐ側で棒切れを手にしたロイド君もこちらを見て頷うなずいている。男の子だね。エルザちゃんはその言葉を聞いてみんな一緒じゃないと嫌だ、と泣き喚き始めた。当然だよね。

「お願いします、エルザを」

「申し訳ありませんが、お断りします」

「え……」

　私はそのまま黙って立ち上がり、３人をそのまま背に庇かばうようにオーク達を見回す。６匹。内、１匹が背後。前方の５匹はノルンが威嚇している為に距離がある。背後の１匹もベルが足元で攪かく乱らんさせるよう様に立ち回っていた。

　泣く子には勝てないからね。

「ノルン、時間稼ぎお願い」

「バウッ！」

　ノルンが一気に駆け出した。私は、まずは背後の１匹。土魔法で石いし礫つぶてを作り出し、照準。撃った。命中、ベルが足止めしていたオークの頭が爆ぜた。

　ノルンの方を振り向くと、１匹のオークの頭部が水球に覆われてもがいている……そういう使い方もあるのか。これは後回し。直後、ノルンが宙に高く飛んだかと思えば前足を振った。すると別のオークの首が刎はね飛んだ。なにあれ、かっこいい。後で教えてもらおう。

　残りは３匹。まとめて照準、撃つ。爆砕音。

　あとは溺れてる１匹、と見てみればノルンが首を刎ねていた。ベルにいい所を見せたいんだね、分かるよ。

　大体30秒程で状況終了。オーク位なら何匹居ても、距離さえあれば一方的に蹂じゆう躙りんできる。ノルンが居てＭＰが切れるまでだけどね。

「終わりましたよ」

　振り返ってそう告げると、３人ともぽかんと口を開けて呆ほうけていた。




　結局その後、みんな落ち着いてから相談して、今日はもう長距離移動せずに休む事になった。

　まあ、当然だと思う。死にかけた訳だしね。そういう事で今日はもう少し先にある野営地で設営だ。

　ちなみに倒したオークは全て私が貰もらう事になった。

　うーん、こんなに沢山貰っても……という訳で、このオーク達の一部はその日の晩御飯に化ける事になった。

　獲れたて新鮮！　なんて思ってたらニコルさんとロイド君は複雑な顔をしていた。そりゃ殺されるかもしれなかった相手だもんね。エルザちゃん？　エルザちゃんは私も食べてやっつけるんだ！　って大喜びだったよ。

　作ったのはトンテキ。味付けは和風で。醬しよう油ゆはあるけど、オイスターソースがあればもっと美味しく出来るんだけどなあ。ちなみにニンニクや刻みキャベツはニコルさんが材料を出してくれた。本当は売り物だったらしいんだけど、命が助かったお祝いだって。

「まさか醬油でこんな味になるとは……凄く美味しいです」

　この世界、醬油も味み噌そもあるけどそれらを使ったレシピはそんなに多くないみたい。普通、オーク肉のステーキと言えば味付けは塩のみのシンプルなものらしい。たまに奮発して香辛料をちょっと振り掛ける時があるとか何とか……ニコルさんは驚きながらもバクバク食べてた。転生者もっと仕事しろ！

　エルザちゃん？　今まで作ってた私の料理が手抜きだったと気付いて激おこでした。でも直ぐに食べるのに夢中になって静かになったけれど。




　食事の後は逃げた護衛の扱いについてのお話し合い。

　あの２人は職務放棄どころか、依頼主を害して囮おとりにして逃げ出した。契約違反とかいうレベルでは済まない。

　街に戻ったらギルドに直行して訴えるとの事。ギルドは除名、財産は没収されて慰謝料に、本人達は奴隷落ちは確実だろう。あの２人はそれだけの事をした。

　で、私には一緒についてきて証人として証言して欲しいとの事。その程度の事は別にかまわないので了承した。ギルドに登録もしたいしね。




　護衛が居なくなった分、馬車のスペースが空いたので今日は其方そつちで寝させてもらう事に。エルザちゃんには大不評だった。私のテントは下にチート性能のマット敷いてあったから寝心地が天と地だからね、仕方ないね。

　あまりにエルザちゃんがうるさいので、仕方なくマットだけ出して使う事に。でもねエルザちゃん、私のおっぱいは枕じゃありませんよ？




　次の日朝早くから移動開始。ハルーラの街にかなり近い所までは来ていたらしいので、ちょっと急いで街まで戻ってあの２人のことを報告したいらしい。

　私は座ってるだけなので別に問題はない。

　エルザちゃんのお相手をしていると昼過ぎには街が見えてきた。




　そうして私はやっとハルーラに着いた。





０２３　慈悲はない！







　色々と問題はあったけど、とうとうハルーラの街に到着。日が落ちる前に着いて良かったね。

　ハルーラは城壁に囲まれたそれなりに大きな規模の街で、ひとまずはここを拠点に生活する予定だ。いつまでいるかはまだ未定。




　街には着いたものの、すぐ街の中にー、という訳にはいかない。

　この世界では街への立ち入りに色々制限がある。

　まず、街に入るには『市民カード』と呼ばれるカードが必要。正式名称は別にあるらしいけど、私は知らない。

　この世界は意外な事に戸籍管理が割としっかりしていて、生まれたら直ぐに役場で出生届を出して魔力パターンを登録する事になっている。そして登録が終わると市民カードが発行される。

　このカードには持ち主の名前、生年月日、出身地が書かれており、更に持ち主の魔力パターンも登録されている。これによって他人のカードを使う事などは出来ない様になっている。偽造しても直ぐばれるらしい。

　そして街に入る時にはこのカードを提出し、専用の魔道具にかざす。ついでに持ち主も別の魔道具に手をかざす。これで本人確認して犯罪歴などを確認するらしい。魔法技術って凄いわ。

　尚、犯罪歴がある場合はあまり重い罪だと街への立ち入りは出来ない。

　……私が孤児院に捨てられてた時、このカードを持っていなかったらしい。更には魔力登録もされていなかったとかなんとか。私が本当はどこで生まれたのか、よくわかってない。

　とは言え、孤児院に保護された後直ぐにカードは発行されたので今はちゃんと持ってるからね？

　この辺りの面倒なシステムは税収を安定させる為と、防犯の為に昔の偉い人が考えたとかいう話らしい。

　ちなみに城壁が無いような小規模の町や村は防犯的にどうなのかというと、実は逆に安全だったりする。

　盗賊なんかが旅人から巻き上げて手に入れたお金を使える所はそういった防犯が甘い集落しか無いので、逆にそういった場所は襲われない、という事らしい。世の中色々と世知辛い……。




　それはさておき！　その辺りの入街チェックも問題なく済んでやっと街に入る事が出来た……となれば楽だったんだけど、予想通り引き止められた。

　理由は簡単、ノルンとベル。

　そもそも私は冒険者ではないので、テイマーとしてそのまま街の中に入れる訳も無く……ノルン達の安全性が保証されないと入れてもらえなさそうな雰囲気。

　更に私がフードを取りたがらないのも問題っぽい。別に犯罪歴は無いってわかってるんだから、その位いいと思うんだけど。

　どうしたものか、と悩んでいたらニコルさんが口添えしてくれて事なきを得た。この狼は言う事を良く聞くし、とても大人しい子達です、って。

　うん、頭いいからね、この子達。そういえば最近、ちょっとだけだけどやっともふもふさせてくれるようになったんだよ！　超可愛い！

　でも入街の際にノルン達の分もお金を取られました。２匹で銀貨２枚。たっかい！　従魔登録してないからだって、酷くない？　これは早急に冒険者登録して２匹共従魔登録しないとダメだね。色々面倒すぎる。

　ちなみに街の住民と冒険者は入街税は免除。商人は商品の持ち込み税や持ち出し税がかかったりするらしい。更に、馬車もお金がかかるらしい。金、金、金！　ほんと、世知辛い……。




　さて、やっと街の中に入れたけど、まずはギルドへ。ニコルさんとの約束があるからね。ついでに冒険者登録もしたい。

　そして街中の移動も引き続き馬車。トラブルになっても困るのでノルン達も一緒に乗せてもらった。

　門から少し進むと直ぐに冒険者ギルドに到着。利便性を考えての立地だとかなんとか。商業ギルドは逆にもっと街の中央に近い、店が多い辺りにあるらしい。なんて話しながらニコルさんと一緒に扉を潜って建物の中へ。うん、もの凄い見られてる。

「なんだ、あれ。でかい狼おおかみ連れてる」

「他所から来た冒険者か？」

「商人っぽいやつ居るし護衛とかじゃね？」

「テイマー？　小さくねえ？」

　あー、もしかしなくても私とノルン達の所為？

　もし一人で来てたらテンプレ通りに絡まれたりしたんだろうか、なんて考えながらニコルさんと一緒に窓口のひとつへ。基本的に買い取り以外はどの窓口で用件を言ってもいいらしい。買い取り用窓口はカウンターの端の方に２ヵ所あった。２ヵ所しかないとなると、時間帯によっては凄い混みそう。気をつけよう。

　私がギルド内をきょろきょろ見回してる間にニコルさんが報告を済ませて対応待ち。窓口の奥でばたばたしだした。

　今回の件は一応はギルド所属の冒険者の不祥事になる訳だけど、それが原因で変に揉もめるようなら直ぐに別の街目指したほうがいいかもしれない。

　暫く待っているとギルドマスターと呼ばれてる人が出てきた。厳ついおっさんだった。しかもムキムキマッチョで如何にも、という風貌。いやでも、仮にも組織の長なんだし、見た目通りの脳筋って事は無い筈はず……？

　そしてそのまま奥に通されてお話し合い。でも基本的に私の出番は無い。当事者の一人ではあるけれど私は依頼主ではないし、ここには証人として来ている。まあ一応の被害者でもあるけれど、それは取り敢えず置いておく。証言をしつつ話し合いを聞き流してたら話題が私の事に。

「うーん、あの２人がやらかしたって事は理解した。証言もあるしそれは間違いないだろう。日頃から問題行動も多かったからな。でもなあ……この小さいお嬢ちゃんが一人でオーク６匹をあっという間に倒したと言われてもな……その狼の従魔が全部倒したって言うならまだ分かるんだが」

　ですよねー。

　ちなみに今の私はフードを下ろして顔を見せている。一応空気は読んでみた。ここは奥の執務室っぽい所で他に人もいないし、相手は立場のある人だ。まあ、大丈夫かなと。

　あ、エルザちゃんはニコルさんが指示してロイド君と馬車で先に帰らせたよ。だから今ここに居るのはギルドマスターと職員１人、それとニコルさんと私。

「倒したオークを出しましょうか？　少し食べちゃいましたけど」

「お前、【アイテムボックス】持ちか？　もしかして６匹全部入ってるのか？」

「いえ、魔法の鞄かばんですよ」

　魔法の鞄。それはあるいはアイテム袋、マジックバッグ等と呼ばれるマジックアイテム。名前で大体分かると思うけれど、【アイテムボックス】の効果がある鞄や皮袋などがそう呼ばれていて、そこそこに持っている人が居る代物だ。ただし容量の多いものはそう多くはない為、高額で取引される。

　どうやら私が余り目立ちたくない様だ、と気付いたニコルさんが提案してくれたのだ。誤魔化すなら適当な鞄をそうと偽ってはどうか、と。

「……それだけ入るとなるとかなりの容量だな。なるほど……なら後で確認させてくれ。場合によっては買い取りもさせてもらえると助かる」

「分かりました」

　うん、誤魔化すのに成功したようだ。

　と、そんなやり取りをしてたら部屋に別の職員さんが入って来て、ギルドマスターに何やら報告。どうやらあの２人を拘束したらしい。

　対面できるがどうするか、と言われたけどニコルさんはそのまま相応の処分をお願いして終わった。まあ変に顔を合わせても不愉快な事を言って来るだろうし、会わない方が面倒もなくていいだろうね。




　報告も終わったので、私は倉庫に移動してオークの確認と売却だ。ニコルさんも一緒について来てくれた。当然部屋を出る時にはフードを被り直す。私は平穏に過ごしたいのだ。

　倉庫に到着したので指定された場所にオークを出した。６匹。

「本当に６匹……しかし、なんだこれは？　頭が粉々になってる……こっちは首が綺き麗れいに刎はねられてるし、嬢ちゃん、一体どうやってこんな……」

「えーと、秘密で」

「まあ、そうだな。冒険者がそう簡単に手の内を明かすって訳にはいかんか。だがオークを簡単に倒せるような強い奴は大歓迎だ。期待してるぜ」

「あ、それなんですが」

「どうした？」

「私、冒険者じゃありません」

「は？」

「なので、冒険者登録したいんですが」

「いやいやいや、ちょっと待ってくれ。これだけの事ができて、冒険者じゃない？　意味がわからんぞ」

「そうは言われても……ああ、それと私、まだ11歳なので、討伐依頼は受けられません。ですのであまり期待されても困ります」

「はあ!?」




　11歳って言うとみんな驚くよね。正直言うと地味に傷つく。一体何歳だと思ってたの？　私そんなに老けて見えるの？





０２４　また？　またなの？







「……取りあえず、分かった。本来なら買い取り価格が下がる所なんだが、今回は直ぐに登録してくれるなら規定額で買い取らせてもらう」

　素材買い取りというのは一般人が持ち込んでもやってくれるけど、その場合は多少安くなるという話らしい。それを今回はこの後直ぐに登録すれば冒険者価格で買い取ってくれるそうだ。ギルド登録してる冒険者が迷惑かけた事に対しての迷惑料的な意味もあるらしい。私としてはお金はいくらあっても困らないのでありがたく受け取る事にする。

　……結局、年齢に関しては市民カードを見せるまで納得してくれなかった。

　そんなに老けて見えるのかと尋ねたら、一部分を見ながら背が低めの15～16歳位だと思った、との事。

　この胸部装甲の厚みが原因だったとは！　というか、15～16だったとしてもこの身長だと低いのか。いや、まだ慌てるような時間じゃない！

　買い取り代金を受け取ってそのまま窓口に移動。ギルドマスターは奥の部屋に戻っていった。買い取り額は一匹小金貨２枚の、計12枚。一気にお金持ちだ。

　ちなみにオークは丸ごと持ち込むと買い取り価格が高くなるらしい。

　オークの素材は無駄になる所が少ないんだけど、その巨体の所為で適当に腕や足などの一部の肉だけを切り取って持ち帰る場合が殆ほとんどらしい。

　お陰で脂身なんかは余り持ち込まれず、その所為で油が不足しがちなのだとか。オークのラードは食用以外にも蠟ろう燭そくや石せつ鹼けん等にも使われる為、持ち込みが少ないと直ぐに販売価格が高騰してしまう。植物油？　高級品としてお貴族様が買い占めてるに決まってるでしょ？

　ともあれ、そういった理由等によりオークは丸ごとだと買い取り価格が少し高くなる、という事だった。




　さて、それはさておき、冒険者登録だ。

「冒険者登録がしたいんですが」

「は？　あ、え？　登録ですか？」

　こっちを見て、ノルンとベルを見て、またこっちを見て困惑する女性職員さん。そうだよね、まさか未登録だとは思わないよね。

「はい、登録です」

「あ、はい。登録ですね」

　なんとか持ち直したみたい？

　市民カードを提出して確認、ギルドの魔道具に魔力登録。更にノルンとベルも従魔として魔力登録。こうすること事で街への出入りの際も面倒が無くなるし、ノルン達の分の入街料も掛からなくなる。

　冒険者ギルドへの登録は無料。この辺りはギルドによって違う。そしてギルドカード発行完了、あっという間に終わ、らなかった。

「ええと、11歳、ですか？」

　またか！　またなのか！　一部分だけ凝視するの止めてくれませんかね!?

「11歳です」

「すみません、少しフードを取っていただいても？」

「……取らないとダメですか」

「出来れば……」

「……わかりました」

　諦めてフードを取った。黙り込んで私の顔を見つめる職員さん。見すぎ。あと、こっちをちらちら見てた他の冒険者達がざわついてる。
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「あの、もういいですか」

「あっ！　はい！　もう大丈夫です。はい、11歳ですね。大丈夫です」

　後ろのほうで「11歳？」「……いける！」とか聞こえてくる。きっと気のせいだ。その筈はずだ。あと、何故か職員さんも顔が赤い。

　その後、幾つかのギルド規定を聞いた。

　冒険者ランクについて。ランク上昇の規定。素材買い取りについて。依頼の成功と失敗の基準。討伐の年齢制限。問題行動や犯罪行為を行った場合の処罰。等々。

　大体は既に知ってる事ばかりだったけど、流石に聞き流さないでちゃんと聞いた。基本的には常識的な行動を取っていれば問題なさそうだ。

　それと、ギルドには資料室なるものがあるとの事。魔物の生態や薬草の詳細、絵姿。後は、スキルについての資料なんかがあるらしい。

　スキルは覚えても詳細が分かる訳ではなく、実際使ってみないと効果が分からない。それらのスキルの効果や習得するための条件等、過去の冒険者からの報告等で集めた情報がまとめられているらしい。

　私の場合、ステータス確認してる時に【鑑定】を使うとスキル詳細がわかるんだけど、習得条件等は分からないから色々便利そう。時間をみて見に行っておきたいかな？

　ちなみに利用者はあまり居ないらしい。皆脳筋なのか。それでいいのか、冒険者。

　話が終わるとやっとギルドカードを渡された。これで私も今日からＦランク冒険者だ。




　漸く登録も終わったので、待っててくれたニコルさんと一緒にギルドを出る。お約束の新人いじめも無く、一安心。まあこんな大きい狼おおかみ連れてるしね。嚙かまれるのは嫌だろう。

「ニコルさん、わざわざ待っていてくださりありがとうございました」

「いえ、そもそもこちらが先に証言をお願いした訳ですから、この位は。それはそうと、この後はどうするおつもりで？」

「あー、それなんですが、どこか良い宿を知りませんか？　ノルン達も泊まれて、できればお風呂があって、ご飯が美味しいといいんですけど」

「そんな、貴方は命の恩人です！　是非私の家に！」

　やたらと家に泊めようとしてくるニコルさんの申し出を固辞して、何とか宿を教えてもらった。ニコルさんの家に泊まったら息子さん紹介されたりエルザちゃんの面倒を押しつけられたりして、色々と外堀を埋められそう。だから、ここは断固拒否。私は自由が欲しいのだ。




　それからニコルさんと別れて暫く歩くと、紹介された宿に着いた。

　かなりお高い宿らしい。一泊食事付きで小金貨１枚也なり。食事は朝昼晩出るけれど、食べても食べなくても料金は変わらないとの事。街に着いた時点ではお金が足りなかったけど、今はオークを売ったお金がある。余裕。

　……という訳でもないよね。追加料金としてノルンとベルの分で銀貨５枚取られた。この宿、ちゃんと従魔や使い魔用の厩きゆう舎しやが厩うまやに併設されてるのだ。これは早速明日から仕事がんばらないとだね。

　部屋に案内されて暫く休んだ後、食堂へ移動して晩ご飯を食べた。パンと腸詰めと生サラダとスープ。量はちょっと多め。スープは多分、兎うさぎの肉かな？　野菜も沢山入ってたし、調味料の類も使ってるみたいで美味しかった。ここを紹介してくれたニコルさんに感謝だね。

　その後はお風呂へ。共同のようだけど、洗い場も広いし湯船も大きめだった。約１週間ぶりのお風呂にゆったり浸かって疲れを取る。やっぱり【洗浄】で誤魔化すのとは違うね。気持ちいい。

　……他の女性客が妙にこっちを見てたけど、気にしない。シャンプーとボディソープを使ったら更に視線がより強いものになったけど、私は気にしない。




　風呂を上がったら髪を乾かして部屋で直ぐに就寝。矢張り疲れが溜たまってた様で、朝は少し寝過ごした。





０２５　初仕事







　旅の疲れが溜たまってた所為かちょっと起きるのが遅くなったけど、起床。着替え等を済ませて食堂へ。当然マントにフードは着用。

　朝食はパン、サラダ、スープと昨日の晩と一見同じようだけど、茹ゆで卵たまごが付いてた。卵、初めて見た。実は高級食材らしい。但し卵が付いてる分、昨日の晩よりも全体の量は少ない。

　でも良く見ればスープの具は昨日とは違うし、ちゃんと手が込んでるのが分かる。ここ、当たりだね。連泊決定。

　宿を出る精算の時に追加で３日分の料金を払うと、連泊客の証として木札を受け取った。整理券的なものらしい。




　寝過ごした割にはなんだかんだでそれなりに早い時間にギルドに着いた、と思う。さて、記念すべき初仕事ですよ、がんばろう！

　……いや、それなりにね？　がんばり過ぎて倒れても労働基準法とか保険とかないからね、この世界。

　ノルン達も連れて建物の中に。視線が集まるけど、無視。

　依頼票が貼ってある掲示板を遠目に見ると人だかりが凄い。うん、まあ、そっちに用はないから別にいいんだけど。

　私が受けるのは常時依頼の薬草採取だ。

　一概に薬草と言っても様々な種類がある。例えば傷薬と一言で言っても何種類かあるし、飲み薬もそうだ。毒消しだって何種類もあるし、医療用の痛み止めなんかもある。他にもポーションの材料だって作るものによって何十種類もあるのだ。

　無論それぞれが単一の種類の薬草で作られる訳ではない。薬草採取と言ってもその種類は多種多様、薬草採取道は奥が深いのだ。

　という訳で、掲示板には目もくれずに窓口へ直行。

「薬草の採取依頼をお願いします」

「あ、はい……薬草採取ですか？」

「薬草採取です」

　職員さんは私とノルンを交互に見ながら聞き返してきた。昨日、登録した時とは別の人だ。

「あの、討伐とかでは……？」

「私まだ11歳ですから、受けられません」

「え……？」

　うん、こんな大きな狼おおかみ連れてるけど、私11歳だからね。討伐無理だから。もういい加減その反応は慣れた。

「薬草採取でお願いします」

「アッ、ハイ」

　依頼受諾確認。即離脱。面倒事は回避だ。変な連中に声を掛けられる前にすぐさま街の外まで移動。ギルドカード提示で今回はあっさりと門から出られた。




　暫く街道を進んだ辺りで周囲を見回す。私と同じく採取依頼を受けた子達だろうか？　小さな子供達があちこちで地面に這はって、何かを探している様だ。

　結構賑にぎわってるので、この辺りだと何も取れそうにない気がする……でも良く見れば南の方に大きそうな森があった。あそこで探してみよう。

　40分程歩いて森に到着。私の【探知】だとレベルが足りないので、薬草なんかは反応しない。でも。

「ノルン、森に居た頃に集めてた薬草とかが沢山生えてる所、分かる？」

「わふっ」

　ノルンは分かる。ノルンは私よりも【探知】のレベルが高いのだ。

　ノルンの後を付いて更に40分程歩くと、薬草の群生地に出た。軽く見回したところ、人の手は全然入っていない様だった。ぐるりと見回しながら群生する薬草の７～８割程を全て【ストレージ】に納める。かなりの量だ。でもまだ足りない。

　別の場所を探してもらって、其方そつちにも移動。収納。合計で４ヵ所程回り、薬草以外にも料理に使うハーブや野生の香辛料等も集めた。引ひき籠こもっていた森では見かけなかったものも幾つか有った。これで料理の幅が広がる。

　次にその辺りに生えてる木に巻きついた蔦つたを大量に集める。そしてそれらを紐ひもに変換。後はそれを使って集めた薬草を種類ごとに分け、それらを10本毎に一つに束ねていく。といっても【ストレージ】を操作するだけだ。10本で一つの束、10本で一つの束、10本で一つの束……。

　森の中で延々と繰り返す。正直飽きる。とは言っても種類毎に一括で分けられるのでそこまで時間が掛かる訳ではない。集めた数が多すぎるだけだ。

　端数分は次回に回せば良いかな？　なんて考えながら【ストレージ】内を確認すると、ちょっとおかしい量になってる事に気付いた。

　そもそも、森に引き籠もってた時に採取していた薬草類も相当な量を溜め込んでいたので、それらと併せた事で更に酷い事になってしまってる。

「……これ、まとめて売ったら拙い気がする」

　いや、考え方を変えよう。数日分の仕事を終わらせたのだ、と。その分別の事ができる、と。

　と言っても、他にする事ってあまり無いんだけどね……取り敢えずは小出しに売る事にしよう、うん。

　そんな事を考えながらふと顔を上げると、もうお昼位の時間の様だ。

　そう言えばお腹空いたね。なにか作って食べようかな？　ああ、そう言えばノルン達は……ノルン達の事を確認しようと後ろを振り返ったら、とんでもない事になっていた。

　オーク、ゴブリン、これは狼？　あとなんかやたらでかい鳥。それに、これは……もしかしてオーガ？　初めて見た。

　兎とに角かく、魔物の死体の山。いや、山って程は無いんだけど、とにかく惨事。その横を見ると２匹がゴブリンを齧かじっていた。

　え、これ、どうしろと？

　うん、なんだか狩りの練習をしてたらしい。ゴブリンを食べてたのは、他のは美味しそうだったのでお土産だって。いや、正直ありがたいけど、これ、ギルドで買い取ってもらうのは拙くない？　討伐受けられないのに、こんな……取り敢えず全部【ストレージ】に仕舞って黙っておこう。それなら別に腐らないし。

　見なかった事に、じゃなくて前向きに考える事にして森の外まで移動。昼をちょっと過ぎた位かな？　面倒な事を考えるのは後だ、ちょっと遅くなったけどここでご飯にしよう。

　ぺったんこの鞄かばんから取り出す振りをしながら【ストレージ】からテントと小鍋を出して食事の準備。

　ノルン達のお陰で獲れたての角つの兎うさぎの肉があるから、それを使ってポトフ風のスープを作ろう。野菜はニコルさんに分けてもらった物が幾つかある。じゃが芋はないけど。じゃが芋欲しいな。トマトっぽいものがあればミネストローネ風にしたりとか色々出来るんだけど、ないものは仕方ない。後で市場とかも見て回りたい。

　あれよあれよとスープの出来上がり。マントの中でこっそりとおにぎりを作り出して一緒に食べる。日本人はやっぱりお米だよね。パンだとあまり食べた気がしない。いや、パンをベースに惣そう菜ざいパンを作れば……？

　なんて事をつらつらと考えながら食事を取ってると、遠巻きに何人かの冒険者がこっちを見てるのに気付いた。彼らも休憩中のようで、不味そうな携帯食を齧りながら羨ましそうにこっちを見ていた。

　……そんなに見てもあげないよ。これは私のご飯だよ。




　ご飯も食べ終わったので後片付けしてテントも仕舞う。

【ストレージ】に関しては魔法の鞄と偽る事で普通に人前でも使える。こんな便利なものを使わない手は無い。平穏も大事だけど快適な生活も大事だ。

　ちなみに私がダミーとして使ってる鞄は肩にかけることも出来るデザインのもの。ニコルさんが無料で譲ってくれた。

　魔法の鞄の使い方に関してもニコルさんが教えてくれた。

　容量が大きくても鞄の取り出し口が小さい場合、サイズの大きいものは出し入れできないなんて事は実は無かったりするらしい。

　そういう場合は片手を鞄に突っ込んで、空いたもう片方の手を中身を取り出したい方向に向けて念じる事で出し入れが可能になる、という事だった。

　ニコルさんは容量の小さいものを幾つか持ってるとかで、使い方を知っていたのだそうな。




　食後はてくてくと街道を歩いて街へ帰る。切り上げるのが早い？　いや、夕方になると窓口混みそうじゃない？　人混みって苦手なんだよね。

　城門に着くと、昨日と違って今度はあっさりと通してもらえた。ノルン達の魔力認証はされたけど。

　大通りを冒険者ギルドへ向かって歩きながら、今日集めた薬草をどの位売るべきか考える。

　あまり沢山売って目立つのは拙い。でも少なすぎても生活が成り立たない。今泊まってる宿は三食付きだけど、それだけというのも寂しい。

　外食もしてみたいし、偶には自分で作ったりするのもいいし、悩むなあ……。





０２６　伊だ達てにして帰すのが手加減というものです







　冒険者ギルドは城門からそう遠くない場所にあるため、直ぐに到着した。中に入って見回してみると、夕方にはまだ早い時間帯なので素材買い取り窓口は全然空いていた。予想通りだ。

　問題はどの程度の量の薬草を買い取ってもらうか、だけど……壁に薬草の買い取り価格一覧表なんてものがあったので、それを見ながら出すものを決める事にする。




　ちなみに、この世界の共用語は日本語だ。文字も同じく。

　西洋風の建物が立ち並ぶ中、日本語の看板が並んでる光景はなかなか違和感がある。でも、前世の記憶を思い出すまでは全然気にならなかったんだよなあ……。

　しかし転生者、こんな難度の高い言語普及させるとか……でもお陰で助かってるのは事実。元々の私は文字が読めなかった。それが前世の記憶を取り戻した事で恐らくは貴族並み、或あるいはそれ以上の言語知識を得たのだ。これってある意味棚から牡ぼ丹た餅もち？




　と、買い取り表をざっと見た感じだと、単純に計算しても今日集めたものを全部売るとかなりの、というか色々と問題がありそうな金額になるっぽい。なので多少自重する事にして……大体小金貨５枚分になる位の量を売却する事にした。いや、多少どころじゃないね。盛大に自重してるね。

　窓口に行き、鞄かばんから次々に薬草の束を取り出していくと、職員と周りに居た冒険者達の顔色がだんだんと変わっていく。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。嬢ちゃん、まさかとは思うがまだあるのか？」

「えっと、これで大体半分位です」

「これで、半分」

　噓うそだ。これだけ出しても実はまだ全体の１００分の１も出してない。と言うか他にもまだまだハーブとかもあるし。そっちは売らないけどね。

「何か問題でも？」

「いや、無い。無いんだが……」

　問題無いなら良いじゃない。という訳で残りもどんどん出していく。

　目立つのは控えてたんじゃないかって？　それで金欠になって宿を追い出されたら元も子もないでしょ。

　ついでに言えば生活雑貨も色々欲しいし、投とう擲てき攻撃用にスローイングダガーも沢山欲しい。石せき礫れきだけだといざという時に不安だし、備えはしておいた方がいいと思う。

　あと、色々な食材。小麦粉があれば色々作れる、麵類だって作れる。麵類……おうどん食べたい。蕎そ麦ば粉があればおそばもガレットも作れる。夢が広がる！

　なんて妄想してたらちょっと出しすぎた。総額にして小金貨10枚相当、金貨で１枚分也なり。

　周りの人達の顔色がちょっと青くなってるけど、気付かなかった事にします。

「嬢ちゃん、群生地でも見つけたのか？」

「秘密です」

　調子に乗って根こそぎ刈り取りました、とは言えない。大丈夫、根絶はさせてないから。

　受け取ったお金のうち半分は銀貨や銅貨等に崩してもらった。大きいのだけだと使いにくいしね。さて、買い取りも終わったし、ちょっと早いけど今日はもう宿に帰る事にしよう。

　変なのに絡まれる前にギルドから退散。数人後をつけてくる気配を【探知】したけど【隠身】を使って撒まく。

　あの人達、何を考えて後を付いて来たんだろう？　脅して薬草の群生地の場所を吐かせようとしたとか、そんな所？

　追跡者から逃げ切り、無事に宿に到着。今朝、追加で料金を払った時に受け取った木札を提示して連泊客である事を確認してもらい、昨日と同じ部屋へ。




　うーん、昨日はご飯の後だったからお風呂は割と混んでたんだよね。シャンプーとかを使うとまた目立ちそうだし、今日は先にお風呂に入ろう。

　という訳でお風呂へゴー！




　昨日脱衣所で気付いたんだけど、他の女性客はほとんどドロワーズだった。

　一部、レギンスのような、スパッツのような……上は布巻いたりとか、シャツとか、キャミソールっぽいヤツとか。冒険者風の人だとスポーツブラっぽい密着したタイプのもあったけど……。

　何が言いたいのかと言うと、私が身につけてるようなデザインのものは目立つという事。他に身につけてる人が居ないし。そもそもガーターベルトとか存在するのだろうか？

　いや、ここは高級とはいえ平民が泊まる宿だ。貴族なら、貴族ならきっと何とかしてくれる！

　とは言え、何にしたってエロスが足りない。もっと、こう……色々期待してたんだよ、私。あの時の私のドキドキを返せ！

　などと、我ながら碌でもない事を考えながら今日はゆっくりとお風呂を満喫した。




　部屋で【創造魔法】の修練をして時間を潰した後、夕食の頃合いになったので食堂へ移動。当然マントにフード着用。実に怪しい。

　でも既に無駄に高い顔面偏差値によってトラブルに巻き込まれた経験がある以上は仕方がない。ちょっとへこみそうになるけど、気を取り直してご飯ご飯！　今日の献立はなんだろー？

　……今日の献立はパン、腸詰め、葉野菜の生サラダ、スープ。昨日と同じじゃねーか！　手抜きか！　いや、サラダは２種類から選べるし、スープもちゃんと別の具材だけどね？

　うん、美味しそうだよ？　でもね、ちょっとひねりが欲しいと言うか……目の前に並んだ食事を見ながら少し考えると、ちょっと思いついた。

　給仕の女の子を呼んでナイフを持ってきてもらう。

「あの、何に使うんですか？」

　うん、ちょっとね。パンに縦に切れ込みを入れて、軽く開いて癖をつけて、そこに葉野菜のサラダを。更にそこに腸詰めを挟んで出来上がり、簡単ホットドッグもどき。ケチャップとマスタードが欲しい。無いけど。

　その様子を見ていた給仕の女の子が目を丸くしていた。暫くすると再起動して、厨ちゆう房ぼうの方へと駆けて行った。

　何か驚くような事があったかな？　まあいいや。

　気を取り直して早速食べる事にする。もきゅもきゅ。うん、食べやすい。時折スープも飲んであっという間に完食。ごちそうさまでした。

　途中で厨房から出てきたコックっぽい人がじーっとこっちを見てた。いや、本当になんなの？
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　さて、今日も早いけどもう寝よう。でもその前に確認。壁をコンコン叩たたく……うーん、ちょっと薄い？

　ん？　何をしてるのかって？　日課ですよ、日課。その為の確認。でもこの宿、ちょっと壁薄いっぽい。

　……仕方ない、我慢しよう。ぐぬぬ。




　朝ー！　今日はちゃんと起きられた。正確にはどうなのかは分からないけど。そのうち時計でも作ろうかな？

　そんな事を考えながら身支度を済ませて食堂に。

　ごはーんごはーん、朝ご飯！　……そこにあったのはホットドッグでした。

　え、どういう事なの……？

　いや、食べやすさを考えれば朝食には良いと思うよ？　でもね、昨日食べたばっかり……いや、何も言うまい。晩ご飯に期待しつつ今日もギルドへ。




　一気に懐は暖かくなったけど、新人が２日目から仕事を休むのは気が引けたので今日も森へ採取に行くつもり。

　宿生活っていうのも長い目で見た場合、出費が大きい。場合によっては家を借りるのも視野に入れておかないと。

　え？　家自体はある？　いや、何も無い土地だけ借りて次の日にいきなり家が建ってたら悪目立ちするからね。だからそこはまあ、追々？

　とまあ、何にしても先立つものが無いと何もできない。だから今日もお仕事に精を出さないと。




　でもやる事は薬草採取ですけどね！





０２７　勝ったッ！　第３部完！







　ギルド到着、今日も採取依頼。そして即離脱。早々に街の外に出る。

　今日は昨日よりも少し早い時間だ。城門から出て暫く進み周囲を見回すと、それでも昨日と同じように子供達が薬草を採取していた。やはり成果はあまりよろしくなさそう。でも余り街から離れると魔物も居るから、仕方ないとは思う。

　気を取り直して今日も森を目指す。昨日行った南の森は結構、と言うか実はかなり深い森でここで狩りや採取をしてる中級、上級冒険者も割と多いらしい。




　ともあれ今日も森の探索開始。

　今日は自分で探す事にする。正直言えば売る分はまだ山程残ってる。だから今日は自分のスキル経験を積もうかなーと思ったのだ。

　まあ、常時使用状態だから、別に差が出る訳ではないんだけどね。

　所で、後ろからずっと付いて来てる複数の冒険者諸君は一体なんなんでしょうね？

　いやまあ、昨日の素材買い取りを見ていて、私が群生地を見つけたと踏んでお零れに与ろうって事だと思うんだけど。でも今日は適当に浅い所を探す予定だから、期待には添えませんよ？

　そもそも群生地を探すなら振り切って逃げるし。




　という訳で今日はゆったりと自力探索。

　私の【探知】に反応は出ないけど、約１年の森の引ひき籠こもり生活のお陰で、何となくだけど沢山生えてそうな場所は分かる。その経験を生かして適当に見当をつけ、何ヵ所かを移動しながら細々と薬草採取。その都度現れては一緒に採取する冒険者達。

　ひの、ふの……７人？　２パーティー位？　見た感じだと殆ほとんどが13歳以上っぽいけど、うーん……マナーは悪いとは思うけど、だからと言って何か言うのも面倒だし。

　どうしたものかな、と考えながら移動してると何か見覚えのある木が群生しているのをみつけた。

　これ、椿つばき？　この世界に椿あるんだ。って、いやいやいや、おかしいでしょ!?　明らかに時期がおかしいから！　っていうか、森に引き籠もってた時も思ったけど、この世界の植物の開花と結実の時期明らかにおかしいよね!?　地球に喧嘩売ってるとしか思えない……。

　いや、もういいけどさあ？　何かこの世界特有の法則が有るとか、そういう事だと思うんだけど……うん、もう何でもいいや。何にしても懐かしいものが見れた事には変わりないしね？

　と、どこと無く懐かしい気持ちになった所でふと気付いた。椿って、油取れたよね？　油、植物油。

　植物油があれば、オークのラードでは作るのを諦めてた揚げ物が出来る？　あ、ドレッシングも作れる！　シャンプーやボディソープを作るのも消費が減る！　これは集めないと！




　猛然と椿の実を集める。ひたすら集める。一帯全てを採り尽くす勢いで集める。

　薬草採取を止め唐突に木の実を集めだした私に、付いて来た冒険者たちが困惑しているのがわかる。

　ギルドの薬草買い取りリストにも書いてないような木の実だ。仮に自分達も採取したとしても、売れるかどうかも怪しい。

　でもそんな事はどうでもいい。そもそも売る為のものじゃない。油だ。私が使う為の油だ。パンはあるのでパン粉は作れる。卵を探そう。オーク肉。トンカツ！　米が無い？　パン！　カツサンド！　これで勝つる！

　あっと言う間に辺りの椿の実を採り尽くした。いや、念の為に言っておくけど、根絶させるような真似はしてないからね？　流石にまだ小さい実は残しておいたよ。




　次は油を作らないと。実を炒いためて潰して煮て……まあ、大体の手順は知ってるので、説明は省く。

　火を使うので森の外へ移動し、テントを出してフライパン、大鍋等、必要そうな道具も準備。後は延々と油作り。とは言っても実は半分以上は見せる為だけにやってるブラフ。

　正直、これだけ道具が揃そろっていれば殆どＭＰを消費せずに【創造魔法】で油を作れる。私の後を付いて来た冒険者達は暫くは私の様子を窺うかがっていたけれど、そのうち森へ戻って行った。

　私はと言えばそのまま延々と油作り。途中昼時になってご飯を作って食べたりはしたけど、それ以外はずっと油。遠巻きに様子を窺ってる人達が何人か居たけど、みんな直ぐに離れていった。




　うーん、何とか全部処理完了かな。残った搾りかすは後で肥料にでも変えておこう。

　空を見上げると大体午後の２～３時位？　今から帰れば夕方前には帰れるかな？

　という訳で帰宅準備をしよう。テントを仕舞おうと振り返ると、またしても魔物の死体の山が。

　ノルンさん、もう少し加減というものをですね？　そ知らぬ顔でゴブリンを齧かじるのはやめてください。こんな人目に付く場所で、こんな。

　取り敢えずさっさと収納して見なかった事にした。私は何も見てない、いいね？




　アレを見なかった事にした後は街に戻ってギルドへ。私を付け回していた連中は居ないっぽい？　なら早く換金を済ませて帰りましょう。という訳で昨日と同程度の量の薬草を買い取ってもらう。

　昨日に引き続き職員さんの顔色が悪いけど、気にしない。順番待ちの冒険者もざわついてるけど、私は気にしない。目立ちたくないとはなんだったのか？　生きる上ではお金は大事だから、仕方ないでしょ？　それに今はもっと大事な事があるのだ。逃げるように宿へ帰る。

　昨日と同じ様に付けて来た人が数人居たけど、それも撒まいておいた。

　正直な所を言わせてもらえれば、私が泊まってる宿は直ぐにばれると思う。でも何もしないよりはマシかなーって。




　宿に到着して木札提示。あ、追加で料金払って延長しておかないと。取り敢えず数日分位まとめて入れておこうかな。という事で追加で払っておく事にした。これで仮に金欠になっても、いきなり宿を追い出されるなんて事は無い。安心だね。

　さて、今日はお風呂は後。手に入れたばかりの椿油を使って料理をするのだ。

　という訳で給仕の女の子に声をかけて厨ちゆう房ぼうを借りれないか聞いてみる。金髪ポニーテールの子だ。ちょっと見覚えがある。確か昨日ナイフを持って来てもらった子だったかな？

　ちょっと待ってください、と厨房へ行って暫くすると戻ってきて、ＯＫとの事。ありがたい。

　ついでにパンと小麦粉少々、それと卵を少し分けてもらえないか聞いてみた所、パンは無料で卵は一個銀貨１枚だった。

　たっか！　養鶏とかしてないのかな……取り敢えず２個譲ってもらう事にした。

　厨房に移動。コックさんが一人居た。妙に偉そうにしてるし、どうやら料理長っぽいので軽く頭を下げてみたら、鼻で笑われた。

　……いや、良いけどね。厨房貸してくれれば。

　何をするのか興味津々という感じで給仕の子が見ている。コックの人は遠くからちらちらとこちらを窺ってるようだけど、さっきの態度もあるので無視。

　作るのはトンカツ。揚げ物をするので危なくない様にマントは外した。視線が気になるけど、諦めて無視。

　使い慣れた自作の包丁、小鍋を取り出してざっと【洗浄】。

　次にオーク肉を取り出して適当なサイズにカット。筋切りもしておく。しゅぱぱぱぱ。塩しお胡こ椒しようを振って下味をつけ、小麦粉を塗まぶして余計な粉は落とす。

　卵を溶いてパン粉も準備。鍋に油を入れて火にかける。ある程度油の温度が上がったら卵にくぐらせた肉にパン粉をつけて投入、揚げる。この時低温の油から揚げるのがコツ。じゅわわわー。

　途中ひっくり返したりしつつある程度火が通ったら、一度引き上げて少し休ませる。

　暫く休ませたら二度揚げでこんがり狐きつね色いろに。こうする事で衣はさくさくで肉は柔らかく仕上がる。取り敢えず２枚揚げた。

　後は譲ってもらったパンをカットして刻みキャベツと一緒に挟んで、出来上がり。

　食べやすいように小さく切り分けると、全部で六切れになった。ウスターソースがあればもっと良かったんだけど、下味もつけてるし大丈夫でしょう、多分。

　給仕の子もコックさんも他の人も凄い驚いた表情でこっちを見てるけど、敢えて無視。

　後片付けを終わらせたらマントを身につけなおしてフードを被り、会釈して礼を言う。そして何か言われる前に出来上がった料理を手に厨房から退散する。

　コックの人がもの凄い顔でこっちを凝視してたけど、華麗にスルー。

　席について出来たてのカツサンドを頰張る。さくさくじゅーしー。うん、下味つけたからソース無しでも十分に美味しい。寧ろ肉の味がよくわかる。キャベツもいいね。うんうん。

　あっと言う間に一切れ分食べてしまった。次に手を伸ばそうとした所で、側に給仕の子が立っているのに気が付いた。

「何か？」

「あ、あの……その」

　視線が１ヵ所に、皿の上に固定されている。ああ、味が気になるんだね。んー、口利きもしてくれたし、ちょっとなら良いかな？

「食べてみますか？」

「いいんですか!?」

　凄い食いつきだね。黙って一切れ勧めた。給仕の子が受け取って、恐る恐るという感じで口にする。サクッ、もぐもぐ……。

「ふわぁ……なにこれぇ……」

　顔が蕩とろけてる。うん、そうでしょうそうでしょう。久しぶりに作ったにしては、我ながらなかなか良く出来たからね。

　ゆっくりと味わう様に食べるその様子を見ながら、私も食事を進める。給仕の子は一切れ全てを食べ終わった後は夢見るような表情で虚空を眺めていた。どうやら味を反はん芻すうしているっぽい？

　私がカツサンドの残りも全て食べ終わる頃になって、漸く給仕の子が正気に戻った。

　皿が既に空になっているのを見て一瞬悲しそうな表情になったけど、直ぐにこちらに向き直る。

「その、凄く美味しかったです！　こんな料理、初めて食べました！」

「いえいえ、御粗末様でした」

「そんな……それに、お客様にこんなおねだりをして、私……」

　私の顔を見ながら顔を赤らめてる。変な意味はないよね？　いや、あってもいいけどね。女の子なら大歓迎。男はごめんです。

　口利きしてくれたお礼だと告げると恐縮そうにしてた。うーん、こんな殺伐とした世界だというのに、いい子だなあ。贔ひい屓きしてあげたい。

「また、厨房を借りる事があるかもしれません。その時はお願いします」

「あ……はい！　是非！」




　はぁ、一々反応が可愛い。15歳位かな？　今度名前を聞こう。





０２８　最近歳の所せ為いか油っぽいものを食べると胃がもたれます







　冒険者生活３日目！　今日は予定変更してお仕事はお休みにして街の探索と買い出しに行こうと思います。小麦粉とか色々買いたい。あと武器とか。

　という訳でまずは腹ごしらえ。今日の朝ご飯はなんじゃらほい？　……またホットドッグもどきでした。いや、スープはちゃんと作ってあるよ、でもね……なんだか凄いがっかり。

　宿を出る時に見覚えのあるポニーちゃんがいたので軽く手を振っておいた。そういえばまだ名前聞いてないなあ。




　まずは武器屋かな。という事でノルン達も連れて武器屋を探してみる……無い。そもそも土地勘なんて無いんだから、自力で探すというのが無謀だった。ギルドにでも行って、窓口の人に聞く方が利口かも。という訳で次はでギルドへゴー。

　ギルドに着いて空いてる窓口を探す……あった。

「すみません」

「はい……あら？　今日も薬草採取ですか？」

「ああ、いえ。今日はちょっと武器屋の場所が知りたくて。自分で探して変な所に行くよりは、ギルドで聞いた方がちゃんとした店を紹介してもらえるかな、と思いまして」

「そうですね、その方がいいと思いますよ。うーん、お勧めの武器屋は……」

　窓口のお姉さんに２ヵ所程教えてもらえた。１ヵ所は革系の防具類も扱ってる所。もうひとつはオーダーメイドで武器を作ったりもしてくれる所らしい。でも欲しいのは使い捨ての投げナイフだから前者の方でいいかな。

　防具に関しては『私の胸がきつくない、動きを阻害しないデザイン』という曖昧な指定で自作してるので、そっちは取りあえずは必要ないと思う。問題は素材だけど、そこの所どうなんだろう？　今の装備はオーク革だけど……お金ないし、当面は現状維持？　いい素材が手に入ったら自作すればいいしね。

　ああ、でも服とかも欲しい。折角可愛い女の子に生まれ変わったんだから、着飾りたい。誰かに見せる予定とか無いけど。

　んー……いや、【服飾】スキルあるし、布があれば服も自作できる？　うん、これだ。

　なんて考えながら歩いてる内に１軒目の武器屋に到着。店員は偏屈そうな鍛冶屋のおっさん、ではなく普通に愛想のいいおねーさんだった。ちょっと筋肉多め。

　で、早速ナイフを見せて貰もらった。細いナイフで貫通しちゃうとダメージが減るから、幅広で、肉厚の奴がいいよね？　それだったら刺さったままで動きが阻害されるだろうし、貫通した場合でも出血が多くなりそうだし？

　色々見てるといい感じのスローイングダガーを発見。品質はちょっとアレだけど、一本銀貨１枚。少々お高い。

　んー……取り敢えず１００本購入する事にしよう。お代は合計で金貨１枚、ちょっと多い？　でも身の安全は大事。後でしっかりと強化しておかないとね。

　ちなみにまとめて買うと言ったら10本おまけしてくれた。ありがたい。鞄かばんに仕舞う振りをして【ストレージ】に収納していく。

　ついでに短剣を幾つか見せてもらった。【鑑定】で見てみたけど、正直自作の短剣のほうがずっと出来がいい。数打ちとか鋳造だとこんなものなのかな。

　力作というものも見せてもらったけど、うーん……炭素含有率とか、配分の均一化とか、全然なってなかった。もうひとつの武器屋も見てみようかな？　んー……。

　結局もう１ヵ所の武器屋は行かないで次は服屋へ移動。場所は武器屋の店員のおねーさんに教えてもらった。

　この世界、平民の服は古着が基本だ。既製服にせよ自作にせよ、新品なんてそうそう仕立てない。ざっと見たけど……うん、ぼろい。可愛くない。やっぱり自分で作ろう。

　という訳で店員さんに場所を聞いて布屋へ移動。色々な布を沢山買い込んだ。こちらは銀貨５枚分ほど。店員さんが凄い驚いてた。沢山買ったからか、帰る時はお見送りされた。

　……また来るかどうかは結構微妙だけどね。




　さて、武器と服はこれでおーけー。次は食材。でもどこに行けばいいんだろうか？　分からない。ギルドで聞くのも違う気がする……んー。

　何となく空を見上げてみると、そろそろ昼時っぽい。一旦宿に帰って昼ご飯食べよう。という訳で宿に戻る事にした。

　帰ってきた宿の食堂でお昼を食べる。空いてる事は空いてるけど、思ったよりも人が居るなあ……冒険者の人は外で携帯食とかだろうけど、商人とかで外で食べる人って意外と少ないのかな？

　メニューは兎うさぎ肉にくのソテーっぽいものがメイン。あと具の少ないスープとパン。お米食べたい、パン飽きた。

　もきゅもきゅ食べてると厨ちゆう房ぼうの方から声が聞こえる。

「だから、これじゃ全然違います！　私が食べたのはもっとさくっとしてて柔らかくて！　嚙かめば嚙むほど美味しさが溢あふれ出して……」

「横で見てたお前の言う様に作ったんだろうが！　大体これだって今いま迄までにない位美味いぞ!?　お前が言う美味しいって一体どれだけだよ！」

「だから！　もう、意地張らないでレシピを聞けば良いじゃないですか！」

「この俺にあんな子供に頭下げろっていうのか！」

　うーん、良く分からないけどなんだか大変そうだねえ。むぐむぐ。

　ご飯を食べ終わった後、通りかかった給仕さんに市場の場所を聞いて移動。

　おお、随分にぎわってるね、いいねいいね。

　色々見て回ると、じゃが芋発見！　【鑑定】で鮮度チェック、うん、採れたて。まとめて買った。ポテトサラダ、フライドポテト。蒸かしただけのやつも捨てがたい。いや、バターがあれば……うーん。

　更に探索、トマト発見！　チーズはないっぽい。バター発見！　……どこかで牛乳売ってないかな。

　他にも色々な野菜類を買い込む。

　小麦粉は、混ぜ物が多いものばっかりでちょっと買う気になれない。せめて稗ひえとか粟あわとか、食べられるものだったら考えるけど、砂とか石とか……殺す気？

【ストレージ】で操作すれば簡単に分けられるけど、気分的にはよろしくない。なのでせめてマシなものを探す。いや、こんな世界だからね。分からないではないよ？　でも流石にね……。

　っと、すごい、ちゃんと食べられるものオンリーのものを発見！

「これください」

「はい、ありがとうございます……って、あなたは」

「あれ、ニコルさん？」

　ニコルさんだった。

　折角なので少し世間話をした所、いつもは商業区近くにある自分の店で商売してるという事らしい。ここに来るのは目利きを鍛える為だそうで、店を構えてからも若い頃からの習慣としてここには偶に売りに来てるのだそうだ。

　うん、初志を忘れないのは大事だよね。私も自由の為に逃げるよ。

「しかし、小麦粉ですか。他の所のは……ああ、あなたは眼鏡が」

「ええ、そんな感じです。そう言えば……」

　試しに米がないか聞いてみたら、偶に扱っているとの事。でも今は在庫がないらしい。店の場所を聞いて、今度買いに行く約束をした。

「米ですか。余り人気のある食材ではないんですが……そう言えばあなたは料理が上手でしたね。まさか、米を使ったレシピも？」

「そうですね、沢山あります。私、お米大好きです」

「米を使った料理のレシピ……」

　ニコルさんが皮算用を始めてしまった。このままここに居て息子さんを紹介するとか言われても面倒なので、こっそりと退散する事にした。

　その後も色々と買い込んだ。塩もそこそこ買えたし、調味料の類もそれなりに揃そろった。そしてその結果、合計で小金貨１枚近いお金が飛んでいった。

　今日だけで金貨１枚ちょっとの出費……正直懐に痛い。明日はお仕事がんばろう。




　買い物から宿に戻った後は、少し早いけどお風呂。そしてお風呂から上がった後は、晩ご飯の時間までダガーの強化をする事にした。

　とは言え１１０本は流石に多い。でも晩ご飯までになんとか全部終わらせる事が出来た。お陰でＭＰが殆ほとんど残ってない。

　ＭＰも使いすぎでちょっとふらつきながら食堂へ行くと、丁度晩ご飯の時間だった。今朝はがっかりだったので、今度こそ美味しいものを期待！

　……出てきたのはカツサンドもどきでした。

　えー……なにこれ？　私が作ったカツサンドの再現ではなく、もどき。見た感じで既に色々コレジャナイ感が凄い。

　まず、パン。油が染みてぐっしゃりしてるし、その油の所為で刻みキャベツもへにょへにょ。もうこの時点で食欲無くなりそう。

　恐る恐る口にする。うう、カツの衣が油でべしゃべしゃだ。中のお肉は下味に塩を振りすぎたのか、しょっぱい。そして、肉が硬い。がっちがちで、筋だらけ。これはきつい。残したい。

　しかもこの料理に使ってる油、オークのラードっぽい……拙い、これは絶対お腹に来てしまう。

　厨房から声が聞こえる。

「だから言ったじゃないですか！　凄い表情してますよ!?」

「そうは言うが、他のお客さんは皆絶賛してるぞ！」

「そういう問題じゃないですよ！」

　真似しようとしたのは分かる、分かるけど……これは酷い。

　付け合わせのスープで何とか流し込んで完食。油っぽすぎてお腹壊しそう。と言うか、間違いなく壊す。

　早くも胃もたれを起こしている胃の辺りを摩りながら周囲を見ると、他のお客さん達は皆大絶賛していた。多分、この世界にはまだ無い料理だったんだろうね……でも、これは違うものだよ。うう、お腹が気持ち悪い。

「あの、すみません……」

　金髪ポニーの給仕の子だ。

「うちのコックがどうしても作ると聞かなくて……横で見ていた私に作り方聞いて作ってみたんですけど、全然違うものしか出来なくて」

　話を聞いてみると、ここのコックが私の作った今迄に見た事も無い料理に興味を持って、真似してみたらしい。

　作り方は自分も遠目にちらちら見てたし、ポニーちゃんがずっと横で見ていたので大体分かる。自分はずっと料理をやってきたんだから作れる筈はずだ、と。

　でも実際出来上がってみれば全然違う物体が。実際に食べたポニーちゃんが何を言っても聞き入れず、今日の晩御飯で出すとごり押ししたらしい。しかも。

「さっきから他のお客さんに呼ばれては、『自分の考えた料理だ』って……もう、本当にごめんなさい」

　昔の職人の技術なんかと同じで、この世界の料理人にとってレシピは秘匿されるもので、師から弟子に伝える秘伝の類になるらしい。

　また、新しい料理の研究には時間や手間暇が掛かる為、新しい料理を生み出すというのはかなり凄い事なのだそうだ。

　それはつまり、私が作った『カツサンド』のレシピには凄い価値があるという事になる。

　そしてここのコックはその『新しい料理を生み出した』という名誉が欲しかったらしいんだけど……それにしたって、パクリというのは流石にねえ？

　って言うかコレ、全然別物だし。しかも料理名が『オーク肉の油焼きパンはさみ』。酷いネーミングだった。

「いえ、実際は全然違う物体ですから。気にしませんよ。食べた貴女なら分かるでしょう？」

「ええ、それはもう」

　うん、全然別物だからね。これで仮に、逆に私がレシピを盗んだとか言われても、食べ比べれば私の料理の方が圧倒的に美味しいんだから、どっちがパクリなのかなんて一目瞭然だ。だから気にしないし、相手にもしない。




　その後はポニーちゃんと少しお話ししてから部屋に戻った。

　ちなみにポニーちゃんのお名前はリリー。この街の出身ではなく、仕事でこの街に出張する事になったお姉さんについて来たらしい。この宿のお仕事はその関係で紹介してもらったとかなんとか。

　可愛いポニーちゃんに癒されつつ、今日はもう寝ることに。途中、予想通りにお腹が痛くなって、何度もトイレに行く羽目になったけど。





０２９　うどんの国の人だもの（噓うそです）







　おはようございます。まだお腹の調子が微妙です、レンです。

　え？　トイレは不要なんじゃなかったのかって？　ええ、まあその気になれば本当に不要になるけどね。でも使わないと筋肉って直ぐ衰えるからね？　なので、安全な状況なら普通にちゃんとトイレでします。はい。

　でも、終わった後は【洗浄】をかけます。綺き麗れい好きですから。




　気を取り直してさっさとご飯食べてお仕事に行くとしましょうかね。

　今日の朝食はいつもどおり、パン、サラダ、スープ。うん、こういうのでいいんですよ。

　昼ご飯用にパンを幾つか頂くと、ポニーちゃん……リリーさんに手を振って宿を出て、そのままギルドへ直行。そして窓口へ向かう。

　今日の窓口嬢は登録の時の人でした。カールがかかった金髪ボブカット。どちらかと言うと可愛いというよりは綺麗系で、出来る女って感じ。ぶっちゃけすっごい好みのタイプ。むらむらします。

「あ、今日も採取ですか？」

「はい、お願いします」

「あの、ですね？　薬草採取でしたら、わざわざ毎回窓口に来なくても大丈夫ですよ？　そのまま外に行って、帰ってきたら買い取り窓口に来ていただければ」

「え？」

　詳しく説明を受ける。採取系の常時依頼は一々窓口に依頼受諾に来なくても良いらしい。なんという無駄手間だったのか！　恥ずかしい！

「でもその真面目に仕事に取り組む姿勢は好感が持てます。がんばってくださいね？」

　はい、がんばります。うほー、漲みなぎってきた！




　という訳で今日も森にやってまいりました。そして本日も後を付いて来てる方々が多数。尚、前回とは違い13歳未満っぽい子が多めです。13歳以上っぽい子は４人ほど、多分パーティーを組んでるっぽい？　あとは子供が６人位？

　別に引率する気もないので、無視して自力採取。在庫はまだまだ沢山あるから、無理に頑張る必要も無い。一昨日と同じ様に程々のペースで採取、移動、採取の繰り返し。

　でも、わざわざ私が残した薬草も根こそぎ刈り取るのは、ちょっと止めて頂きたい。この辺に生えなくなったらどうするの？

　そんな事を考えながら何となく近くに居た男の子を見ると、薬草じゃない普通の草を採っていた。仕方ないなあ。

「それ、薬草じゃないですよ」

「え？」

「似てるけど、隣の方が薬草です。今採ろうとしているのは、別の草です」

「あ、ありがとう」

　返事はしないよ、唯の気まぐれだからね。うん。

　なんとなしに見回すと、13歳未満位に見える子はみんな私より小さい。

　10～12歳位と考えてもひとつ位しか違わない筈はずなのに、栄養が足りてないんだろうなあ……でも、だからと言って何か食べさせるつもりも無いけどね。私は自分の事で手一杯。

　ちなみに今日はノルンは私の近くで待機中。変な虫が多いから見張るそうですよ？　ベルは狩りの練習という事で単独行動してる模様。頑張れ！




　その後もどんどん薬草を採取して行き、それなりの量の薬草を採取出来た。他の人がいるところでこれだけ集めれば、窓口で沢山出しても怪しまれまい。

　さて、そろそろお昼かな？　お腹空いたし、森を出よう。ご飯を食べよう。

　森の外に出てテントを取り出し、食事の準備を始める。そんな私の様子に付いて来た子供達が困惑している。

　と言うか、君達は勝手に私に付いて来ただけだからね？　私、別に君達の引率係じゃないから。だから放置。冷たい？　そんな事言われても困るよ。

　でも、それでも頑張って私に声を掛けて来る子がいた。さっき私が注意した子だ。

「あ、あの、もう薬草採取しないんですか？」

「……午後もやるかどうかは、その時考えます。今はご飯の時間ですから。そもそも、私達は別に一緒に採取してる訳でもありませんし、仲間という訳でもないんですから、貴方達も好きな様にすればいいのでは？」

　ちょっときつい言い方だけど、仕方ない。実際その通りだし。

　勝手に付きまとわれて、それで勝手に仲間意識を持たれても困る。さっき声を掛けたのだって、ただの気まぐれだし。

　気を取り直してご飯の準備を進める。

　ノルンのお陰で角つの兎うさぎの肉がまだまだ沢山あるから、それを使ってガーリックローストを作ってみた。にんにくは昨日買い込んだ。調理過程は省略。パンと一緒に食べてお腹一杯、ごちそうさまでした。

　周りでもご飯を食べたらしい子供達がこちらの様子を窺うかがっている。うん、残念だけど採取はしないんだ。今日はここで料理の仕込みをするんだよ。だってね？

　おうどんが食べたいから！

　折角小麦粉を手に入れたんだから、活用しないと噓うそだよ！　おうどん！

　でもめんつゆを作るにしても昆布も鰹かつお節ぶしも無い。なので、鶏ガラスープをベースに塩系のスープを作ろうと思います。鶏ガラは沢山あるし。いや、鶏っていうか、鳥？　うん、なんかよくわからないけど、でかい鳥ね。

　気を取り直して鍋を取り出して水だばー。一度煮零して、汚れ等を取り除く。これは【ストレージ】操作で。綺麗にした後は適当にぶつ切りにして、水を張りなおして長ネギにんにく生しよう姜がと一緒に火に掛ける。沸騰したら弱火に。あとは気長にアク取りしつつ、弱火でコトコト。

　その間にうどんを捏こねる。もう一々手順説明するのも面倒なってきたので、とりあえず捏ねて捏ねて捏ねて、寝かせる所まで過程を飛ばします。

　さて、ガラスープもいい感じになってきたので、これを濾こしてこちらはひとまず完了。味を調えるのは後で。

　次に寝かせたうどん生地を伸ばして打ち粉してカット。これで材料は出来上がり。仕上げは宿で良いかな？

　え？　何でわざわざ外で材料を仕込むのか？　全部厨ちゆう房ぼうを借りてやればよかったんじゃないかって？　まあ、ちょっとね……。

　ふと気付くと割といい時間。周囲にいた子達はいつの間にやら居なくなっていた。

　帰る為に後片付けをしようと立ち上がり、振り返るとまたしても魔物の死体の山。ベルさん、あなたもか……。




　今回もギルドで小金貨10枚分換金して宿へ帰還。うどん！　おうどん！　Ｕ・ＤＯ・Ｎ！

「リリーさん、厨房貸してください」

「はい、喜んで！」

　ノリがいいね、リリーさん。と言うかコックさんに許可取らないでいいの？

　さて、マントも外して今日も調理開始。と言っても材料は既に用意してあるので、後は仕上げるだけだ。

　と、鍋を２つ用意。どんぶりも２つ。あと、ざるを一つ。

　鍋の一つに水を張って沸かし、もうひとつにガラスープ投入。火に掛ける。

　具材をカット。白菜っぽい野菜と人参、鳥肉を適当に。それらをスープに投入して軽く一煮立ち。塩と醬しよう油ゆを足して味を調える。

　お湯が沸いたらうどんを茹ゆでる。うどんに火が通ったら水でしめてどんぶりに。そしてスープと具を適量。残った分は全部仕舞った。

　使った調理器具をさっと洗って片付け完了！

　リリーさんに声を掛けて、一緒に食堂に移動。伸びる前に食べましょう。

　ずずー！　もっきゅもっきゅ。うん、おいしい。おうどんおいしいよー！　いや、別にうどん県の人じゃありませんよ？

　リリーさんも、もう、言葉も無く食べてる。あ、ちなみに私はお箸、リリーさんはフォークで食べてるよ。リリーさんも啜すすって食べるのは問題なさそう。でも貴族階級とかの人だと無理かな、流石に。

　そんなこんなで２人ともあっという間に完食。でもごめんね？　おかわりもあるんだ。空になったどんぶりに追加投入。

「ふわああああ」

　リリーさん、顔が蕩とろけきってる。可愛い。

　２杯目も平らげる頃にはリリーさん、完堕ち。可愛い。

「もう、らめえ」

　でもうどんは奥が深いからね。昆布や鰹節が手に入ったらこの子どうなっちゃうの？　いや、そうなったらそうなったで、その時はきちんと責任は取りますよ、ええ。

　そんな私達の周りでは、他のお客さんが厨房に怒鳴り込んでるけれど、私は気にしない。今回は仕込みの過程は外でやって、厨房内の調理過程ではほぼ仕上げただけから、真似は出来まい。

　うん、既に一度レシピを盗まれてるしね……それに、幾らなんでもあの態度は流石に気分が悪いよ。




　トロ顔を晒さらしてるリリーさんを別の給仕の子に任せて、私はお風呂に入って即就寝。んー、次は何を作ろうかなあ。





０３０　些事雑事に煩わされます







　朝ー、朝だよー。という訳でご飯食べて仕事に行こう。

　身み嗜だしなみを整えたら食堂へ行って朝ご飯。今日も普通のメニューだった。食べながら周囲を観察すると、他のお客さん達が何か言いたそうに私を見てるし、コックさんが厨ちゆう房ぼうから顰しかめっ面つらで睨にらんでるけど全て華麗にスルー。私は悪くない。

　食事を終えて宿を出ようとすると、リリーさんが恋する乙女の顔でこっちを見つめてたので軽く手を振っておいた。




　さて、ギルドへ移動、ではなくそのまま街の外へ。昨日窓口のお姉さんに常時依頼の薬草採取はそのまま外に行って大丈夫と教えて貰もらったからね。

　街の外に出ると周囲で採取してた子供達のうちの何人かがこちらに気付いて近寄ってきた。でも別に何か話すとかは無い。

　ノルンをお供に南の森目指しててくてく歩く。その後ろをぞろぞろと……なんだか昨日よりも多くない？　えーと、15人位？　付いて来るのは自由だし、うん、好きにすればいいよ。それに別に魔物に襲われても私は助けないからね。




　という訳で森に到着。今日は昨日までよりももう少し深い所まで行ってみよう。この辺りは昨日も余計な連れがいた所為で、余り残ってないし。

　１年間の引ひき籠こもりで山歩きは慣れたもの。まあ、あんまり体力はないんだけどね。でもそこはポーションでどうとでもなる。マイペースでひょいひょいと進んでいくと後続がどんどん離れていく。

　ちらっと後ろを確認してみると、先頭は昨日話しかけてきた男の子。目が合うと顔が赤くなった。

　うーん、見た感じ11～12歳くらい？　その直ぐ後ろに10歳くらいの女の子。

　歩きながら時折様子を窺うかがっていると、さっきの男の子が女の子に声をかけている。友達か、妹か、そんな感じかな？　女の子の方が若干遅れ気味だったので、何となく足を止めて距離が縮むのを待ってみた。ただの気まぐれだからね、次はないからね。

　私が待ってるらしいと気付いた子達がちょっと焦った様子で急いで歩く様になった。

　同じ様な事を２回ほど繰り返した頃に小さな群生地を発見。今日はここで採取しよう。

　と言っても全部自分で採るのは面倒だし発見したのは私なので、先にぱっと見た感じでは分からない程度に【ストレージ】で間引き。この群生地全体の半分位？　また在庫が増えた。あとはゆっくりでいいかな。

　私がしゃがみこんで採取を始めると、後ろに居た子達も散って行って各々採取を始めた。

　薬草採取を始めてから30分程経った頃、さっきの男の子が近づいてきて私に話しかけてきた。

「あの、さっきはありがとうございます」

「唯の気まぐれです」

「そうだとしても、それでもお礼が言いたくて……あいつ、ユイっていうんだけど、俺の妹で、ちょっととろくて……待っていて貰えなかったらはぐれてたかも」

「口よりも手を動かした方がいいと思いますよ」

「え、あ、はい。がんばります。ありがとうございます」

　何故礼を言うのか。いや、余り気にしないようにしよう。情が移ったら大変だ。何かあったら助けてしまうかもしれない。でも面倒事はいやだからね。




　そのまま昼頃まで薬草採取を続けた。

　お腹空いた。んー、面倒だから今日はこのままここで食べよう。そう思って顔を上げるとそこにはオークの死体が３体。ノルンさん、駄目よ、子供達が見てる！

　無言で収納。何も無かった。私は何も見なかった。

　うーん、昨日のうどんが残ってるからそれでいいや。昨日多めに仕込んでおいて正解だったね。それに【ストレージ】に仕舞っておけば、いつでも出来立てのままでご飯が食べられる。【ストレージ】は本当に便利だなあ。

　どんぶり等を出して直ぐにうどんの準備完了。ずるずるずる。

　唐突に食事を始めた私に困惑する子供達。でも昨日も居た子達は直ぐに立ち直ってご飯の準備を始めた。

　私が食べ終わってから30分程する頃には全員食事が終わったみたいだけど、なんだか妙にこちらを窺っている。なんだろ？

「あの……」

　あの男の子だ。

「なんでしょう？」

「今日は、この後どうするんですか？　別の場所に移動して昨日みたいに何かするとか、もう帰るとか」

「今日はこのままここで採取を続けますよ」

「そうですか……助かります、ありがとうございます」

　私の予定を聞いた男の子は急いで他の子の所に戻ってその話を伝える。それを聞いて皆大喜びの様子。

　唯の気紛れだからね、気にしないで良いよ。いざとなったら全員見捨てるからね。

　……ホントですよ？




　その後も２時間程採取を続けた後、程々のタイミングで切り上げて帰る事にした。私は基本的に夕方のギルドが混む時間は避けたいので、早めに帰るのだ。今からだと午後４時頃には街に着くはず。

　でも子供の内の何人かは不満な様子。何でもいつもの５倍は稼げそうだとかで、もう少し採取して行きたいらしい。

　うん、なら好きにすればいい。私は別に君達の引率でも護衛でもないから。

　あの男の子と言い合っているのを無視して、私はさっさと移動を開始する。そんな私に気付いて慌てて付いてくる子供達。

　森の移動中もまだぶつぶつ言ってる声が聞こえていたけど、移動速度を上げたら静かになった。このレン、子供相手でも容赦はせん！




　街に帰ったらまっすぐギルドへ行って換金。今日も小金貨10枚分。それでも在庫はまだまだ沢山残ってる。と言うか今日は寧ろ在庫が増えた。

　さて、今日も早めに宿に帰って何か作ろうかな？　何が良いかな？　と、ご飯に思いを馳はせているとまたしてもあの男の子が。

「あ、その、帰りはすみません」

「別に貴方の所為じゃないでしょう？」

「いや、あいつに声をかけたのは俺なので……」

　折角なので少し話を聞く事にした。ただの気紛れだよ、うん。

　この子、名前はシン。12歳。実は２日目から付いてきてたらしい。２日目、一昨日はいつもの倍近い稼ぎになって驚き、そして昨日は午前だけの採取分で倍以上の収入になって更に驚く事になったのだとか。それで今日は友人数人と妹にも声をかけたのだそうな。

　妹は要領が悪い所があるので今日は森の奥まで進んだから心配になったとか、帰りに友人が馬鹿な事を言い出した事で気を悪くしてないかとか……つまりは、人のお零れに与る立場なのに勘違いしちゃった友人の尻拭いで頭を下げに来た、という事だ。なるほど、苦労人か。

「それで、その……」

「別に明日以降も勝手に付いてくるのは構いません。今日の帰りみたいに勝手な事を言うのも自由です。今日だって別に一緒に帰ってこないで採取を続ければ良かったんじゃないですか？　私には関係のない事ですし」

「それは……その、すみません」

「いえ、何をするのも自由ですよ。お気になさらず」

「あいつは明日からは付いて来ない様にさせます」

「……ご自由にどうぞ」

　そのまま別れて宿へ向かう。

　多分、あの子達も孤児だろう。但し、孤児院に居た私と違いストリートチルドレンとか、そういう類の。

　生きる為に必死なのは分かる。私だってそうだったし、今だってそうだ。だから多少の目め溢こぼしはする。でも、勝手に仲間意識を持たれて変な要求をされるのは困る。

　きつい物言いだったかもしれないけど、私にだって都合はあるし、そもそも彼らとは仲間でもなんでもない。勘違いされては困るのだ。

　……関わりすぎて情が移ると困るし。

　あまり面倒な事になるようなら、採取場所を変えるしかないかなあ。確か北東の方に川があるって話だった筈はず……そっちでなにか……？




　考え事をしている内に宿に着いた。

　ささくれ立った心を慰める為に何か美味しいものを作って食べよう。今日はノルンがオークを獲ってくれたので、それを使って生しよう姜が焼やきとかがいいかな？　厨房の利用許可を貰おうとリリーさんに話しかけたら、コックさんが割り込んできた。

「おい、アンタ。そう頻繁に厨房を使われるとこっちも迷惑なんだよ。いや、何も使わせないと言ってる訳じゃないぞ？　相応の代価ってもんを払ってもらえれば構いやしない。だから今日からは代金の代わりに作る料理のレシ」

「それは失礼しました。まさかそこまでご迷惑だったとは思いませんでした。もうこのような無理は二度と言いません。申し訳ありませんでした」

　うん、何も無理に貸してくれって言った覚えはないからね。揉もめ事ごとはいやだ。え？　代価？　何か言ってた気がするけど気のせいでしょう。

「おい、待て、そうじゃない。代わりにレ」

「いえ、無理を言ってまでお借りする理由もありませんので。では失礼します」

　さっさと部屋に引き上げる事にする。リリーさんがショックを受けた顔してた。ごめんね、もう君にご飯を作ってあげる事は出来ない……。




　入浴しながら考える。

　別にご飯を食べるだけなら食堂に用意してあるものを食べればいい。でもこれから先、自分で食べたいものを作るにはどこか別の場所で厨房を借りるか、何らかの方法で何とかしないと駄目って事かー……さて、どうしよう？

　んー、厨房を借りた理由はそもそもは火だよね？　つまり、竈かまど。なら竈の代わりになるものがあればいい。持ち運び出来るガスコンロ的なものがあれば、採取で外に行った時に作れる？

　なにかそういった魔道具とかがあればいいんだけど、探してみるか、作ってみるか……魔道具は魔石がないと作れないと聞いた事がある。作り方はよく分からないけど、そこは【創造魔法】でごり押しすれば何とかなると思う。魔石はそこそこ持ってるけど、量は足りるかな？

　……魔石というのは魔物や魔獣の体内にある魔力を帯びた特殊な石の事だ。魔物が魔物たる所以でもあり、魔物の弱点でもある。そしてその利用方法は多岐にわたって存在する。だから魔物の討伐においても、弱点だからと言って魔物を倒す為に急所狙いで魔石を破壊するというのは、よほど厳しい相手じゃないと行わない。

　さて、ガスコンロっぽいものを作るなら火の属性の魔石が無いと駄目かな？　買い集めると高くつくし、手持ちの量で足りると良いんだけど、私が持ってるのは今までに倒したゴブリンやオークのものばかり。低位の魔物の魔石は質も良くないし大きさだって小さいのばかりだから、正直手持ちの分だけだと微妙かもしれないけど……んー。




　結局、後日探して回るというのは面倒に感じてしまい、晩ご飯の後で自作してみた。

　出来はなかなか悪くないと思う。魔石もそんなに使わなかったし。何より【魔法付与】スキルのお陰で魔石への属性付与が簡単に出来たのが大きい。でも作業自体は色々試しながらだったので、無駄に魔力を使いすぎて倒れる様に眠りに落ちる羽目になった。





０３１　百合姉妹に餌付けしました







　ぐっもーにん皆の衆！　今日もお仕事がんばるよー。

　食堂に行って席に着くとリリーさんが私の分のご飯を持ってきてくれた。ちらりと顔を上げると厨ちゆう房ぼうからコックさんがこちらを射殺すような視線で睨にらんでた。

「昨日はなんだかすみません」

「いえ、気にしてませんよ」

　話を聞く。

　何でも一昨日作ったうどん、私とリリーさんがアレを食べてるのを見た他のお客さんがコックさんを問い詰めたらしい。

　コックさん曰いわく、『あれは自分が作ったもの』。でも他のお客さんが何を言っても『出せない』の一点張り。

　私が部屋に引き上げた後に他のお客さんに散々にこき下ろされたそうだ。あれはあの女の子が作ったものじゃないのか、前のあのオーク肉の料理もあんたが考えたものじゃないんじゃないか、と。

　そんな事があって甚くプライドを傷つけられたコックさんは、新しいレシピを得る為に昨日あんな事を言い出したらしい。

　まあ、出来損ないの再現料理であれだけ褒められた後にそれではねえ……まあ、私の知った事ではないけど。と言うか、被害者は私の方なので逆恨みも甚だしい。

「はあ、そうですか」

「貴方の事も怒らせてしまって、お陰で私もとばっちりでもうお裾分けも頂けなくなって……」

　あー、やっぱり大事なのはそっちなんだ。だが安心したまへ。

「大丈夫です。一応対策は考えましたので、料理は出来そうです。リリーさんにもお裾分けしますよ」

「えっ!?　いいんですか!?」

　うん、もうちょっと静かにしようね。

「す、すみません」

「まあ今日明日に直ぐにという訳ではないので、いずれ、そのうち」

「はい！　お待ちしてます！」

　あんまり期待しすぎないでね？　ハードル上げないで！

　その後も少しお話ししてから宿を出た。やっぱり砂糖は高いらしい。むむむ。




　門に向かいながら隣を歩くノルンを見ると、すこぶるご機嫌の様子。なんでもこの数日でベルの狩りが大分上達したらしい。

　ああ、うん。もう少し手加減してね？　私の精神衛生の為に。

　途中ギルドの前を通りかかると登録の時の窓口嬢が入り口前を掃き掃除してたので、挨拶。

「おはようございます」

「おはようございます、今日も薬草採取ですか？」

「はい、ええと……」

　そういえば名前知らないね。

「……？　……ああ、サレナです、私の名前」

「サレナさん、ですか」

　この人はサレナさん。覚えておこう。

「そういえば私の妹が良くして頂いてるようで」

「妹？」

「宿屋の給仕をしてるんです。あそこの宿に泊まられてるんですよね？」

「あ、もしかしてリリーさん？」

「はい、リリーです。なんだか美味しいものを食べさせてもらったとかで、もう毎日騒がしくて」

　あー、あの餌付けによってお姉さんにご迷惑をおかけしてたとは。なんだかすみません。

　しかし、リリーにサレナ……百合姉妹？

「なんでも見た事も無い料理だったとか？」

「えーと、よかったら食べてみますか？」

「え、よろしいんですか!?」

　うどんはまだ残ってる。リリーさんとは仲良くしたいし、ギルド職員と仲良くしておいて損はないだろう。なによりこの人は私の好みどストライクなので、好感度を上げておきたい。




　という訳でギルド内、しかも職員用の奥の事務室まで通してもらった。

　サレナさん、朝ご飯は既に食べた後らしいけど、うどんだったら量を少なめにしておけば食べられる筈はず。という事でうどんを用意。

「こ、これが……」

「どうぞ召し上がれ」

　ついでなので私も食べる事にした。ずるずる。うん、おいしい。

「ふわぁぁ……」

　サレナさん、リリーさんと同じ表情をしてる。姉妹だねえ。

　そんなこんなで２人ともあっという間に平らげた。

「ご馳ち走そう様さまでした、とても美味しかったです。こんな料理初めて食べました……」

「いえいえ、御粗末様でした」

　なんて話してたらギルドマスターが入ってきた。

「うお、なんだこの匂い。すげえいい匂いだな……なに食ってるんだ？」

「あ、おはようございます」

　サレナさんが挨拶するのにつられて私も会釈。

「何か食ってたのか？　って、嬢ちゃんか？　ああ、丁度いい。ちょっと話したい事があったんだ」

「……なんでしょう？」

　厄介事じゃないよね？

「いや、そんなに構えなくていい。別に取って食う訳じゃない」

「はあ」

「えーと、そうだな、何から話せばいいか……面倒だから手短に話すぞ。嬢ちゃん、あんた魔物の素材は何で売らないんだ？」

「……え？」

　あれ？　ばれてる？

「ああ、誤魔化さなくていいぞ。嬢ちゃんがかなりの量の魔物を狩ってるのは分かってる。正しくは嬢ちゃんの従魔が、だな。嬢ちゃんが薬草採取してる時に従魔の狼おおかみが魔物の死体を集めてるのを見てる連中が結構居てな」

「あー……その、なにか、すみません」

「いや、怒ってるわけじゃない。13歳未満は討伐は受けられないが、襲われた場合の反撃は認められてるし、それで倒してしまっても罰なんかはないからな。それに嬢ちゃんの場合は薬草採取してる所を狙って集まってきた魔物を従魔が返り討ちにしてるって聞いた。だから大丈夫だ、そこは安心していい」

「それは、その……いいんですか？」

「ああ、大丈夫だ。以前それを狙ってやっていた悪質なやつもいたんだが、嬢ちゃんの場合は正当防衛だ。何も問題ない」

　あの死体の山は私を守ってくれた結果だったのか。うーん、後でノルンに謝っておかないと。

「問題なのはその素材を死蔵してる事の方だ。何で売らないんだ？」

「え？」

「え、って、普通売るだろ？」

「えっと、討伐依頼を受けた訳でもないので、ダメなのでは？」

「そんな訳あるか。それだと襲われたのを返り討ちにして手に入れた素材は無駄になっちまうだろうが」

「それはそうですが……」

「それにだな、オーク肉っていうのは庶民にとってはそれなりに高級品だ。低収入層辺りだと、偶のご馳走だったりするんだよ。でもな、それでもこの街だと需要に対して供給が追いついてない。そんな素材を腐らせられたら堪ったもんじゃない」

「えーと、すみません？」

「いや、さっきも言ったが怒ってるわけじゃない。さっきの反応を見るに、知らなかっただけで別に売りたくなくてそうしてるわけじゃないんだろう？」

「ええ、それはもう」

「なら、売ってくれればそれでいい」

　……そうだったのか。売っても良かったんだ。

「あ、そう言えば」

「どうした？」

「オーガも１体あるんですけど、大丈夫ですか？」

「オーガだと!?」

　あれ、なにか拙かった？

「ちょっとまて、オーガがいたのか!?　何匹だ!?」

「え？　え？　え？」

　なんでも、オーガはＤランク上位の冒険者じゃないと倒せないかなり危険な魔物らしい。そのオーガが居た。もし群れで居たら？　そうなったらＣランク以上のパーティーをいくつも集めないといけない事態になる。

　そんなヤバイ代物だったとは。ひとまず、持ってるのは１体だけである事を説明する。

「１体だけか……おそらくはぐれだろうが、それでもそのまま放置するわけにはいかんな。南の森は一時立ち入り禁止にして調査隊を出さないと駄目か」

　思った以上に大事になるみたいです。

「なんだかすみません」

「いや、嬢ちゃんは何も悪くない。寧ろそいつを倒してくれた事で被害は確実に減っている。倒して数日経っても群れが騒いでないって事は、はぐれなのは多分間違いない。だがそれでも一応調査はしないと拙いってだけだ」

　別に罰とかないならそれでいいんだけど。

「しかしなあ」

「なにか？」

「嬢ちゃんの従魔はサシでオーガを倒せるだけの力があるって考えるとな……色々とな」




　わお、厄介事の予感がしますよ？





０３２　川に着いたら魚を捕るしかないじゃない！







　ギルドマスターからのお説教、じゃない、お小言の後、魔物素材の売却のために倉庫に移動。

　面倒だから食べられる肉類をある程度残して、残りは全部売っちゃおう。ああ、でも毛皮もそれなりに残しておこうかな。ちなみにオーガ肉は食べられないらしい。

　という訳でどどーんと出した。皆さん目を丸くしてますね。どれもこれもノルンっていう私の女神のお陰なんだ。ノルンさんマジ女神。もう本当に大好き。だから苦情は受け付けない。

「よくもここまでの量を……それに、どれも傷んでない……？」

　あ、そこ、気付きますよね。でも明後日の方向を見て知らん振り。そんな私の反応を見て察してくれたのか、ギルドマスターには何も言われなかった。

　結果、売却益金貨30枚也なり。一気にお金持ちである。
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　うん、なんだか酷い事になってしまったね。ギルドマスターが何故だか凄い喜んでた。良く分かりませんが、おめでとうございます？　ちなみにオーガの魔石は売らなかった。色々使えそうだし。

　さて、魔物素材の売却も終わったし、お仕事に行かないと。色々と有ったけど、今はまだまだ朝早い時間ですよ？

　ちなみに南の森は既に立ち入り禁止になってしまっている。ギルマス、仕事速いね。という訳でどこか別の場所探さないとダメかー。

　ギルド内の掲示板は既に人だかり。あの中に突っ込む気力は無い。と言うか薬草採取以外の仕事は私には微妙だったりするので、正直困った。

　何にしても取りあえず外に出ようかな、と考えてたらサレナさんが近づいてきてこっそり良い事を教えてくれた。北東の川の水辺や川底には珍しい薬草が生えているらしい。うどんのお礼だって。餌付けはしてみるものだね。このまま好感度を上げていけば、やがては……！

　お礼を言ってギルドから出るとそのまま街の外へ。




　街の外に出たら人探し。いや、このまま川を目指しても良いんだけど、一応。

　きょろきょろあたりを見回してると数人の子供が近づいて来る。シンとユイとその仲間達だ。

　別に声もかけないし挨拶もしない。仲間って訳じゃないし。ツンデレ？　何の事？　……えーと、男子５人に女子３人で、全部で８人？

　周囲に集まったのを確認するとひとつ頷うなずいて出発。川を目指す。

「……なあ、森じゃないのか？」

「どこ行くんだろう？」

「シン、聞いてみろよ」

　なんだかこそこそと話してるけど、別に嫌なら帰っていいよ。今日行く場所は私も初めてだしね。

　黙々と歩みを進めてるとシンが話しかけてきた。

「あの、今日はどこに行くんですか？」

「川です」

「川？　森じゃないんですか？」

「南の森は立ち入り禁止になってます」

「立ち入り禁止？」

「オーガが出たそうです」

「オーガ!?」

　他人事みたいに言ってみると子供達が騒ぎ出した。そんなに怖がらなくてもこれから行く所はオーガが出た森じゃないよ、別の場所の川だよ。

　子供達の喧けん騒そうを無視して歩き続ける。




　１時間ほど歩くと川に着いた。見回すとそこそこに人が居るみたい。確か水辺で薬草が取れるんだっけ？　下流の方は平野、上流は森が見える。うん、この二択なら断然森だね。

　更に30分程移動し、森に到着。森には着いたけど採取は川辺で行う予定なのでそのまま川沿いに森に入っていく。

　んー、川沿いだと既に採取されててもっと何もないかと思ってたけど、割と普通に生えてるね。面倒だしもうここで良いかな。

　という事で水辺に生えてる薬草をちまちま採取する。ついでに目を凝らして川底を見つめる。うん、確かに珍しい薬草が生えてる。でも濡ぬれるから入りたくない。ここは【ストレージ】の出番。はい、回収完了。




　１時間程採取を続けていたけど、飽きてきた。別の事がしたい飽き性な私であった。

　んー。川、川だよ？　川と言えば、川魚？　そうだ、魚だ！　という訳で魚を捕る事にした。

　ざっと【探知】で調べると、イワナっぽいのがうようよ居る。という事はここはかなり水が綺き麗れいなのかな？　或あるいは結構上流だったりする？　もっと下流に行けばニジマスとかも捕れるだろうか？　下流……海？　海魚も食べたい。

　っと、いかんいかん、まずは目の前に集中だ。

　イワナ。どうやって捕ろうか。釣り？　釣り具が無い。

　がちん漁は色々拙そう。子供達に知られるのも拙そう。

　簗やな？　これが楽そう？　竹が欲しいけど、無いので【ストレージ】内の木材を使って籠状に加工。編んで作るものだからか、消費も少なかった。

　次は川を堰せき止めるか、狭めるか、なんだけど……ここは土魔法でどーんと行こう。左右の川辺側から川下に向かって岩を幾つも作って狭めていき、狭めた先にさっき作った籠を設置。うん、水はちゃんと抜けていく。後は魚を追い込むだけだ。

　唐突に意味不明な事をやりだした私に困惑する子供達。気にしないで薬草採取してていいよ。

　うーん、魚を追い込む……やっぱり服脱がないとダメか。仕方ない。

　マントを脱いで、編み上げのブーツを脱ぐ。今日の服装、幸いにも下はスカートだ。但しガーター＆ストッキング着用なのでガーターを外してストッキングを脱がないといけない。ぬぎぬぎ。

　なまあしー。水、結構冷たいね。

　川に入ってばしゃばしゃとやりだすと子供達の困惑具合が加速した。あと、赤くなって目を逸らす男子急増。

　そんな事をしてるとユイが声をかけてきた。

「あの！　なにしてるんですか！」

「気にしないでいいから、採取してなさい」

　とは言ったものの、矢張り気になるらしい。でも相手にしません。

　暫くばしゃばしゃやった後に籠を確認すると、えーと、16匹位？　ぴちぴちしてました。取りあえず今日はこの位で良いかな。

　籠を外して土魔法で作った堰せきを消す。

　川から上がったら【乾燥】を使って足と若干濡れた服を乾かして、ストッキングとブーツとマントを着け直した。

　次にテントを出して昨夜作ったコンロもどきと他の調理器具も出して準備完了。コンロもどきは暇を見ては改造予定。目指せ大火力。

　そう言えばこのコンロもどきを作った所せ為いか、【魔道具作成】のスキルを覚えてた。もうあれこれ増えすぎ。どれもこれも鍛えたいけど、鍛えるのにも時間が足りない。悩ましい。

　さて、それはさておき。

　んー、イワナの料理、何が良いかな。塩焼き、いいね。バターでホイル焼き、いいね。フライもいいなあ。あー、燻くん製せいにしてもいいかもしれない。よし、全部やろう。

　塩は先日買い込んである。ぬめりを取ってエラや内臓等の処理。後は順番に作っていく。

　塩焼き。化粧塩もちゃんとつけますよ。

　バターでホイル焼き。バターは先日少量手に入れた。ホイルは自作。ＭＰ消耗多いけど、仕方ないね。

　フライ。作っておいて良かった椿つばき油あぶら。

　スモークして燻製したものはあとで葉野菜とサラダにしてもいい。

　出来上がったものは【ストレージ】に仕舞っていく。取りあえず４種類全部に４匹ずつ使って終了。

　そんな事をしているうちに気付けば昼を過ぎていた。うーん、出来立てを今食べても良いんだけど……子供達の視線が痛い。子供達に分けられる程の量は捕れなかったし、これらを食べるのは流石に自重。

【ストレージ】に仕舞ってあったパンやオーク肉でささっと食事を終わらせると、今日はもう帰る事にした。今回付いてきた子供達はシンが言いつけていたのか、特に不満の声は上がらなかった。

　うん、私の心の平穏は守られたね。

　あ、相変わらずノルンさんは女神でした。オーク数体とゴブリンが荷物に追加されました。




　街に戻ってギルドで精算。川底の薬草は稀き少しようらしく、情報通りに高値で売れた。それだけで売却益小金貨５枚也。プラスでいくつかの在庫も売って、合計で小金貨10枚の収入。

　子供達も短時間で高収入だったと喜んでいて、午後からは街中の清掃依頼などを受けると言っていた。みんな頑張るねえ。




　宿に戻るとリリーさんがいたので少しお話し。今日は川に行って魚を捕ってきたと言ったら驚いていた。ついでにそれで料理を作って持ってきたので後で一緒に食べようとお誘いしたら大喜びだった。そしてそれを盗み聞いていたコックさんが顔を真っ赤にしてた。盗み聞きしておいて勝手に切れないでよ……。

　今日は大分早く帰って来たから晩御飯の時間までまだ結構時間が余ってるなあ。そう言えば買いこんだ布で服を作らないと。という訳でその後は暫く服作りに精を出した。中身おっさんの癖に随分女の子らしくなったものだ。うむ。

　ついでにマントも新調。今までは実用性重視のまさに革のマント！って感じだったけど、撥はつ水すい加工した布のマントを作って裾とかの部分に刺し繡しゆうを入れてみた。いや、なめし革でマントって普通に結構重いの……おまけで目立たない様にとの願いを込めて【隠身】の効果を付与。【技能付与】を使うと覚えてるスキルを付けられるらしい。但し、付与のレベルまでが上限なので今付けられる効果はＬＶ２までだけど。




　その後お風呂に入って食堂で晩ご飯。

　色々作ったけど出したのはホイル焼き。バターの香りが暴力的。

　他のお客さんが厨ちゆう房ぼうに怒鳴り込んでるけど、別に私は悪くない。レシピを盗まれた仕返しなので正統な嫌がらせだ。お客の内の何人かは私に話しかけようとしてたけど、華麗にスルーさせて頂いた。




　あ、リリーさんは今日も見事なトロ顔でした。えろ可愛い。





０３３　結局絆ほだされました







　数日後。今日も子連れで川の周辺で薬草採取。と言っても私は採取は途中で切り上げて周辺で食べられるものを探してるんだけど。

　この数日で見つけたものは、まずは唐辛子。油もあるしラー油作りたい。

　そして原生の胡こ椒しよう。香辛料は高いからね……他にも幾つかの香辛料の類。いつかカレーが作りたい。ウコンはどこだ。

　あとはニラなんかも発見。野や菜さい炒いためや味み噌そ汁しるにもいいね。

　ついでにここにも椿つばきがあったので追加で油を手に入れた。あー、梅も生えてないかなあ……。

　しかし、この世界の植生ってどうなってるの？　なんだか色々おかしい気がする。いずれその辺りを調べてみるのも面白そうだなあ。




　んー、この辺りは大分調べたし、今日はもう少し上流に移動してみようか。という訳で今日はいつもよりも森の深い所で採取する事にする。

　暫く進んで行くとなにか実がなってる木を発見。この香り……スモモ？　プラム？　まあ細かい品種はどうでもいいか。それにしても相変わらず結実時期狂ってるな、この世界。

【鑑定】の結果、可食。ついでにいい感じに熟してて食べ頃。早速いただいてみよう。一つもいで口にする。うん、甘酸っぱい。美味しい。

　２つ目を口にしようとした所で少し離れた所から子供達がこっちを見てるのに気付き、手招き。顔を輝かせて駆け寄ってきた。

　おー、みんな大喜びで食べてるね。まあこの子らは甘いものなんて中々食べられるものじゃないからね。平民の、しかも孤児なら尚の事。

　自分用に幾つかもいで【ストレージ】に収納。他にも何かないか辺りを見回していると、子供達が自分達も持ち帰ってもいいか聞いてきた。

　いや、好きにすればいいと思うよ？　ああ、でも採りすぎても腐らせるだけだから、程々にね？

　子供達がお持ち帰り分を採ってるのを尻目に、更に周囲を探索。うーん……あ、あれ、山芋の葉っぱ？　【鑑定】……お、当たりだ！　とろろご飯食べたい！　よし、掘ろう。

　という訳で掘り出す。いや、土魔法で一発だからね。魔法って便利だね。

　私がまた何かやってるのに気付いてシンが近づいてきた。

「これも食べられるんですか？」

「ええ、摩り下ろしたり、蒸したり、焼いたり、色々食べ方があります」

「……俺達も採ってもいいですか？」




「好きにするといいですよ。ああ、でも掘る時は慎重に掘らないと途中で折れますから、気をつけた方がいいです。それと、長いので根気が必要です」

「ありがとうございます、がんばってみます」

　いや、本当に大変だからね？

　さて、そろそろ真面目に採取もしておこう。という訳で薬草採取開始。でも直ぐに飽きて魚捕ってました。てへっ。

　昼の後も暫く採取してから、いつもの様に早めに帰る事に。帰り道で子供達の様子を窺うと、山芋掘りをしてたシンと数人はへとへとになってた。でもみんな笑顔。スモモも採れて山芋も採れて、今日はご馳ち走そうだ、だって。あれ、目から汗が……。

　ギルドに着いて換金。実は山芋も買い取りしてもらえるらしく、シン達は食べるか売るか悩んでた。私？　私は最初から食べる為に採ったので悩む事はない。迷って唸うなってる子供達に軽く頭を下げて早々に退散する事にした。

　宿に帰ってリリーさんにスモモをお裾分け。甘い物は久しぶりらしく、大変喜ばれた。その後はいつも通りに風呂飯就寝。自炊は自粛中。コックの人が凄い顔で睨にらんでくるからね、正直相手するのが面倒。




　次の日も川の上流の森へ。南の森の制限はまだ解除されてない。でも魚も捕れるし、このままこっちで続けるのもいいかも？

　そして今日はユイとお話ししながら採取。はい、結局絆ほだされました。

　ユイから色々と話を聞いた。シンとユイは元々商人の子で、両親が商売に失敗して色々あって、結局両親は他界。２人は路頭に迷う事になったのだそうだ。もうこの時点で話を聞くのが辛いんだけど、どうしよう。

　その後、少ない手持ちのお金であばら家を借りて、冒険者登録をして細々と生活していたらしい。でもそのうち家賃を払うのも厳しくなり、それまでに仲良くなった仲間と家をシェアする事で家賃を払ってるとかなんとか。

　うん、何故だか心が痛む。聞かなきゃ良かった。

「……それで、昨日は久しぶりにご馳走で！　一緒に来なかった子達にも果物食べさせてあげられましたし、お姉さんには本当に感謝してるんです！」

　それは……よかったね。うん、目から鼻水が出そう。

「でも、今日も果物は持ち帰れますけど、それもいずれは無くなりますから……やっぱり薬草採取をがんばって、小麦粉を沢山買える様にしないと！」

　小麦粉はそれなりに高い。例え混ぜ物が入っていたとしても、だ。薬草採取のついでに山菜や食べられる野草も手に入れる事は出来る。でも、それでもお腹一杯食べようと思えば矢張り穀類は必須だろう。

「じゃが芋は？」

「え？」

「じゃが芋は安いでしょう？　お腹も膨らむし腹持ちもいいし」

「……じゃが芋は、毒があるでしょう？　中あたると苦しいです」

　あー……この世界のじゃが芋、まだそういう認識だったのか。道理で纏まとめ買いした時に変な目で見られた訳だ。

「毒があるのは芽の部分ですから、他の所は大丈夫ですよ」

「え？　そうなんですか？」

　うーん、実際見せた方が早いかな。時間も丁度お昼だし。

　鍋を出して、時間短縮の為にお湯を注いで火に掛ける。水魔法便利。お湯はかなりの高温で出したので直ぐに沸騰した。次に芋を取り出す。まとめ買いした時に芽が出てるのが少しだけ交ざってたので、それを実際に見せながら教える事にした。

「毒があるのは、この芽の部分。それとこの色が変わって緑色になってる部分。だからこの部分を切り取れば大丈夫です。芽の部分はこうやって抉くじり取って、実の部分は厚めに切り取る」

　ユイは黙ってじっと見てる。

「一番簡単な調理法は茹ゆでる事です。塩を入れて茹でるのも良いですね。今回は塩を入れてみましょうか。火が通ったか確認するには、こういう木の棒で刺してみれば分かりますよ。ほら」

　やらせてみる。何事も教えるのには実際やらせるのが早い。

　やってみせ、言って聞かせて、させてみせ、褒めてやらねば、人は動かじ。なんて事を昔々五十六ちゃんが言ってた。まったくもってその通り。

「これは、ちょっと硬いです。こっちは中まで刺せました」

「じゃあもう少し茹でましょうか」

　暫くして全ての芋に火が通ったのでお湯を捨て、少し冷ます。流石に直ぐに手に取ったら火傷してしまう。

　芋は全部で18個茹でた。私と子供達を合わせて９人だから一人２個でこの数。

「一人２個ずつです」

「え？　あの、食べて良いんですか？」

「一人でこの数は食べられませんよ？」

「あの、ありがとうございます」

　芽が出てたのは私が食べる。安全だと証明するにはこうするのが一番だろう。

「あ、それは」

　もっきゅもっきゅ。うん、美味しいね。私が毒入りだったはずのものを平然と食べるのを見て、みんな恐る恐る食べ始めた。

「おいしい……」

　何故かみんな涙目になってた。食べ終わった後は薬草採取の続き。

「じゃが芋が安全に食べられるなら、みんなお腹一杯に食べられます……ありがとうございます」




　帰り道でシンとユイにめちゃくちゃ感謝された。





０３４　厄介ごとが追いかけてきました







　子供達にじゃが芋を食べさせてから２週間程が経過した。

　その間にリリーさんにポテトサラダを食べさせて泣かれたり、月の物で寝込んだり、ニコルさんの所にお米を買いに行ったり、ユイとシンに名前で呼ばれるようになったりした。

　南の森の制限はまだ解除されていない。でも薬草採取はもうこのまま川の上流の森でいいんじゃないかな？　こっちは食べられる物も色々取れるし。

　でも最近は他の冒険者もちらほら見かけるようになったんだよね……。

　それに、子供達の稼ぎが増えて元気になった所せ為いかもしれないんだけど、ギルド職員にも私が子供達の引率をしてると思われ始めてる様で、ちょっと困る。

　これで子供達が問題を起こした場合、私に責任追求されても困るなあ……なにか考えておかないとダメかもしれない。

　と、そんな事を考えながら、今はギルドの買い取り窓口で順番待ち。私の前後には子供達が並んで守ってくれてます。え？　なんで今日は並んでるのかって？　いや、今日はちょっと帰るのが遅くなってね……やっぱりもっと早く切り上げるべきだったね。魚が捕れすぎたのがいけないんだよ。うん、うん。

　はあ……早く帰りたいなあ。なんて考えつつ周りの話し声を聞きながらぼーっとしてると、色々と有益になりそうな情報がちらほら。

　あー、やっぱりこういう情報が欲しいならギルドに残って色々聞いたりした方が良いんだろうなあ。でも、面倒事の回避と天てん秤びんに掛けると、やっぱりそういうのはやりたくない。今だってこちらを窺うかがう視線が多い。気のせいじゃない、凄い見られてる。




「お、どうした！　久しぶりじゃねえか！　最近見なかったがなにしてたんだ？」

「ギリアムさん、久しぶりです。いや、護衛の仕事でちょっと遠出してたんで」

「護衛？　にしちゃ長くないか？」

「あー、領都まで行って、その後、南の海の村に塩の買い付けに行って、そこから戻ってきたんですよ」

「はは、なるほどな。そりゃ長くなるわけだ」

　……南の海の村。海の魚が欲しい。海なら塩も手に入る……良い事聞いた。

「ええ、実入りもいいんですけど、流石に馬車移動が長すぎて、疲れました」

「ちょっと、何言ってるのよ！　アンタがこの仕事やりたいってごねたから受ける事にしたんでしょうが！　わたしもテスもベックも嫌がったのに！」

「あ、いや、確かにそうだけど」

「なら今更ぐちぐち言わないでよ！　男らしくない！　大体あの時だって……」

「わかった、わかったから」

「おまえら、相変わらずだなあ」

　うーん、尻に敷かれてるっぽい。大変そうだなあ。

「あ、って事はお前等まだ知らないのか」

「え？　何かあったんですか？」

「ああ、すげえ新人が出てきたんだ」

「凄い新人？」

「おう。薬草採取だけで毎日小金貨を何枚も稼いでる」

「はあ!?　薬草だけで？　毎日!?」

「おうよ。しかもえらい美人らしい」

「は～……じゃあみんな勧誘とかしてるんじゃないですか？」

「いや、それが誰も声を掛けてない」

「え？　なんで？」

「それがな、その新人、テイマーなんだよ。狼おおかみを２匹連れてるんだが、それがどうやらグレーターウルフらしくてな。でかいんだよ。お陰でみんなビビッて遠巻きに見てるだけだ」

「でかい狼……？」

「ああ。今、南の森が封鎖されてるってのは聞いたか？」

「あ、はい、戻ってきた日に。オーガが出たとかで」

「そのオーガな、倒したのはその新人の連れてる狼らしい」

　おいギルド、情報規制とか無いのか。個人情報保護！

「オーガを……あれ？　でもさっき、薬草採取だけで稼いでるって」

「ああ、討伐はやらないんだ、その新人。正しくはやれないんだそうだが」

「え？　なんで？」

「そいつ、まだ11歳らしい」

「はあ!?」

「ついでにいつも混む時間避けてるらしくてな。この混雑してる時間帯だと、もう……あれ？　なんだ、珍しい事もあるもんだな。ほら、丁度あそこに居るぞ」

「……アレですか？　小さい？」

　アレとか言うな。あと、小さくないから。

　と言うか個人情報漏れすぎてて頭痛くなってくる……そうこうしている内に私の買い取りも終了。もうなんか疲れたから早く帰ろう……と歩いてたら目の前に人影。向かい合ってる状態でどこうともしない。この人なんなの？　顔をあげると……アレ？　なんだか見覚えのある……。

「あ、アンタ……森の、魔、じゃなくって」

　……えっと、確か、ニール？　アイエエエエ！　ニール!?　ニールナンデ!?

　口をパクパク。言葉が出ない。え？　なんでここに居るの？　あれ？　冒険者？　え？　え？　どういう事？　農民じゃなかったの？

「アンタ……あの後、春になったら急に居なくなったって聞いて……心配してたんだ。でもなんでここに？」

「えっと……」

「なんだ、お前等知り合いだったのか？」

「あ、はい。前に」

「違います」

「「……え？」」

「違います。別に知り合いじゃありません」

「何言ってるんだ!?　アンタとは……」

「貴方とは以前少し話をしただけで、別に交流があった訳ではありませんし、友人という訳でもありません。そもそも同じ村で暮らしていたという訳でもないです。たまたま、あの時少し係わり合いになっただけです。ですから知り合いですらないと思います。強いて言うなら、少し顔を知っている程度？　顔見知り、辺りが妥当ではないかと思います」

「オ、オウ」

　やはり私の顔を忘れてなかったか。余りの事態に一瞬思考が止まってしまった。私の分割思考も全て同時に停止させるとは中々やってくれる。

　なにはともあれ現状の打破が最優先。周囲には人が沢山居る。こんな場所で声高らかに知り合い等と叫ばれては、変な既成事実が生まれてしまうかもしれない。

　故に否定。断固否定。

「それでは急ぎますので、失礼します」

「ちょ、待ってくれ！　まだ話したいことが」

　ノルンさんの威嚇！　さすが私の女神。

「……私は別に何も話す事はありません。それでは」




　離脱！　急いで離脱！　もおおおお！　なんでこうなるのおおお!?





０３５　閑話　とある冒険者の話







　俺の名前はニール。冒険者だ。

　13歳で村を出て、村の東にあるハルーラの冒険者ギルドで登録をした。でも、その時に姉のコリーとその親友のテスも一緒に着いて来た。

　なんでも、俺を一人にするのは不安だとかなんとか。子供扱いするなと言ったけど、全然言う事を聞かなかった。

　確かに駆け出しの頃は騙だまされて有り金全部巻き上げられそうになったりもしたけど、あの時は最終的には被害は無かったから、問題ない。

　……いや、確かに俺は口下手で、交渉事なんかは苦手だから、弁が立つコリーが居て助かったんだけど。

　でも弁が立ちすぎて揉もめ事ごとになった事だって何度もあった。

　そういう時、テスは役に立たないし……やっぱり俺一人で来た方が良かったんじゃないかと、何度も考えたものだ。

　２年の間に色々な仕事をして、東にある領都にも何度か行ったりもした。そこで今一緒にパーティーを組んでるベックと会った。

　ベックは俺よりも二つ年上で、初めて会った時にはもうＣランク冒険者だった。

　当時出会ったばかりの頃の俺はまだＥランクで、とても釣り合うような相手じゃなかったけど、何だか妙に馬が合ってそのまま組むことになった。今じゃ親友だと思ってる。




　そんな感じで頑張って、つい先日とうとうＤランクに昇格する事が出来た。Ｄランクともなれば立派に一人前だ。これでもうベックのお荷物とは言わせない。

　ランクアップした記念に一度、村に帰る事にした。親父と母さんにも報告して、一人前になった姿を見せたかったというのもある。ベックも一緒に来ないかと誘ったけど、折角の帰郷の邪魔をしたくないと、街に残って待ってると言われた。ちょっと残念だけど仕方ない。

　ちなみにこの２年の間に俺はテスと恋人同士になっていた。だから今回の帰郷はその紹介の意味もあった。

　だが帰ってみれば村は悲惨な事になっていた。病気が流行していたのだ。もう何人も死んだらしい。

　そして、俺の母さんもその病気にかかっていた。もう何日も寝込んでいるらしい。家を継ぐ予定の兄貴も病気に掛かってるらしく、親父はかなり憔しよう悴すいしてるようだった。

　そんな状況だし、テスの紹介をするどころではなくなった。と言うか、テスも病気がうつってしまってそれどころではなくなったと言った方が正しい。

　村にある薬はとっくに品切れで、買う事がそもそも不可能な状況だった。

　俺達が常備していた回復薬はそんなに多くなかったけど、使わないという選択肢は無かった。当然テスに飲ませたし、俺の持ってる分は母さんにも兄貴にも飲ませた。でも、余り効き目は無かった。

　折角村に帰ってきたのに、ずっと看病続きで一体何の為に帰ってきたのか分からない。看病のお陰か兄貴は回復に向かってるけど、テスは全然良くならないし母さんもだんだん悪くなっているように見えた。




　そんなある日、妹が居なくなった。

　森に入っていく姿を見かけたと近所の人が教えてくれたけど、探すにも皆疲れきっていて、あまり森の奥までは探しに行けなかった。

　ここ半年位、森の奥の方でも余り魔物が出なくなったらしいので、自分一人でも大丈夫だと思って薬草を探しに行ったのではないか、と誰かが言っていた。

　そうは言ってもこの森には凶暴な魔物や魔獣が沢山住んでいる。森のずっと奥の方ともなればどんな化け物が住み着いてる事か……。

　村の周辺の魔物が減ったとは言え、いくらなんでもまだ６歳の子供だ。きっともう助からないだろう。

　ところがそう思って諦めかけていたのに、次の日ひょっこり帰ってきた。

　しかも、なぜか薬を抱えていた。見た事がない容器に入った物がひとつと、ポーションっぽいものがみっつ。

　なんでも、森の奥で魔女に貰もらったらしい。いや、魔女って……そんな怪しいものを母さんに飲ませる訳にはいかない。

　でも親父はもう疲れきっていて、母さんも大分症状が悪化していてこのままだととても助かりそうにはなかった。

　俺は反対したけれど皆そんな状態だったので、駄目元で、と飲ませてみると次の日には熱が下がって更に次の日にはもうすっかりよくなってしまった。何だこれ。

　更にポーションも凄かった。

　病気が治ったとはいえ何日も寝込んでいてすっかり体力が落ちていた母さんが、飲んだ直後にはもう家事が出来る程に回復してしまった。

　これ、中級ポーションじゃないのか!?　普通に買ったら金貨何枚になると思ってるんだ？　こんなものをみっつもぽんと渡してよこす魔女？　なんだそれ!?

　いや、それよりも病気の薬だ。あれがあればテスの病気も治る。

　俺は妹のココから魔女に会った場所を聞き出して、次の日そこへ向かった。




　翌日、魔女の家に行ってみたがどうやら留守のようだった。ちなみに案内役のココと、おまけに姉のコリーも一緒だ。

　コリーはテスの為の薬を貰うんだから親友の自分も一緒に行くと言って、無理やりついてきた。でも本当は魔女に興味が湧いただけだと思う。コリーはそういう奴だ。

　暫くすれば帰ってくるかもしれないという事で、家の前で待つことにした。ちなみに家は鍵が掛かっていて入れなかった。とは言えただ待っているのも暇で仕方ないので、家を眺める事にした。

　石垣を積んでその上に庭付きの一戸建て。しかも二階建てだ。庭には畑があった跡がある。何を育てていたんだろうか？

　家は軽く外から眺めただけでも、かなりのものだった。一体どうやってこんな森の奥にこんな家を建てたんだ？

　ココが言うには中も凄く綺き麗れいで、泊まらせてもらった部屋のベッドは天国のような寝心地だったらしい。どんなベッドだよ？　もしかして、ものすごい魔女なのか？

　薬、分けてもらえるだろうか。心配になってきた。でも、ココは凄く優しい魔女だと断言する。だが不安だ。

　そのまま暫く待っているとココが声を上げた。

「あ、魔女のおねえちゃん！」

　想像してたのと違って、小さい。と言うか、お姉ちゃん？　若いのか？　魔女なんて言うからてっきり老婆とばかり……。

「……おい、あの小さいのが？」

「うん、そうだよ！　魔女のおねえちゃん！」

　どうやらこの小さいので間違いないらしい。

「アンタが魔女か？」

「……魔女じゃないです。その子にもそう言ったんですけど」

「そうなのか？　でもコイツ、魔女に薬を貰ったって」

「薬はあげましたが、魔女ではないです」

「……そうなのか」

「はい」

　魔女ではないそうだが、ココに薬を渡したのはこの小さいので間違いなさそうだ。でも声を聞く限り、かなり若い。と言うか確実に俺より年下だろう。

　……いや、待てよ？　背が低いだけかもしれない。胸の辺りが大きい。明らかに大きい。コリーやテスよりも大きい。

　いやいや、そうじゃない。薬だ。でもいきなり切り出すのもなんだ。ちょっと話をしてからの方がいいんだろうか？

「こんなところに住んでいるのか？」

「ええ、まあ」

「アンタ一人で？」

「はあ」

「なんだってこんなところに……そもそもどうやってこんなところにこんな立派な家を」

「あの、先ほどから色々言われてますけど、私、答える必要あります？」

「あ、いや、それは……無いけど」

「……」

　……話の運び方を間違ったようだ。基本的に俺はこういうのは苦手だ。駆け出しの頃は弁の回るコリーがやっていたし、今は交渉事の上手いベックが担当してる。ああ、しまった。こういう時はいつも、

「ちょっとニール！　怒らせてどうするのよ！　ここに何しに来たか忘れたの？」

「ああ、悪い。でもこんなところに一人で住んでるとかさ」

「誰にだって事情はあるでしょ！　それに謝る相手が違う！」

「あ、ええっと……その、すまない」

「……いえ」

　やっぱりこうなった。実は俺はコリーが苦手だ。俺が何かミスをするといつもこうだ。正直むかついて仕方ない。大体、揉め事を起こすのはいつもコリーだ。その尻拭いばかりやらされていた記憶しかない。っと、今はそうじゃない。薬の事を切り出さないと。

「ええと、その、俺はニールって言って、コイツ、ココの兄だ」

「ココ？」

「え？　コイツだよ。アンタが助けてくれたんだろ？　ゴブリンに襲われたって」

「……ああ、はい。この子、ココって言うんですか」

「知らなかったのか？　一晩泊めてもらったって言ってたぞ」

「名前を聞くの忘れてました」

「そ、そうか」

　ゴブリンに襲われてる所を助けて、更にただで薬を譲る位に手助けしたのに、名前を聞くのを忘れてたって……。

「えっと、その……今日来たのは、その、礼が言いたくて。その、アンタがくれた薬、あれのお陰で母さんが、母さんの病気が治ったんだ。凄い効いた。もうみんな諦めかけてたんだ。だから、その、助かった。ありがとう」

「そうですか……それは良かったです」

　……心から安心した、って感じの声だった。この魔女は本当にいい魔女のようだ。これなら薬を譲ってもらえるかもしれない。

「それで、その、ええと……あの薬！　あの薬なんだけど、アレ、もっともらえないか？　村には他にもまだ病気が重い人が何人か居て、その……助けてやりたいんだ、だから、その、頼む！」

「あの、お願い！　コイツ、他の人なんて言ってるけど、コイツの恋人が病気なの。あ、わたしコイツの姉でコリーって言うの！　よろしくね！　それで、コイツの恋人なんだけど、その子もかなり良くなくって……だから、お願い！　薬、分けてもらえないかな？」

　コリーも察したようで、一緒に捲まくし立てた。

「その、残念ですが、あの薬はもう手元にはありません。あれを作るのは凄く手間がかかりまして……その、恋人さん？　ですか？　その人の分を用意するにしても直ぐは無理です。それに、仮にその人の分の薬を用意したとして、後で別の人の分も、とか言い出されても困ります」

　言いたい事はわかる、でもこっちも引けない。

「そんなこと言わないでくれよ！　頼むよ！」

　魔女は首を振る。

「時間もそうですが、材料が足りません。今日明日に、というのは無理です」

「材料は、何があればいいんだ!?　それがあれば作れるんだろう!?」

　材料がないなら俺が集めてくる。どうしても薬が必要なんだ！　だけど、これだけ頼んでも魔女は首を横に振る。

「なんでだよ！　こんなに頼んでるのに！」

「ガウッ！」

「う、う……」

　つい熱くなって、魔女の肩を摑つかもうとしたらその後ろに控えていた大きな狼おおかみに威嚇された。そういえばココが狼が居るって言ってた筈はずだ。何故気付かなかったんだ？　何かのスキル持ちか？　それにこの大きさ、もしかしてグレーターウルフ？　俺じゃあとても太刀打ちできない。怒らせたら拙い……でも、どうすれば。

「先ほども言いましたが、いくら頭を下げられても無理な物は無理です。今日はお引き取りください」




　ふと空を見上げるともう大分日が落ち始めていた。ココも居るし、ここに長居するのは拙い。今日はもう帰って明日また来るしかない。

　それから俺は毎日魔女の所に通った。全然会えなかったけど。迷惑がられてるのは分かってるけど、もう魔女の薬以外に頼る物がない。




　その日も魔女に会えずに家に帰ると、ココが薬を持って来た。なんでも日中に魔女が来てココに渡していったらしい。とんでもない言付けと一緒に。

「それは、本当にそう言ったのか？」

「うん、迷惑だからもう二度と来るなって。薬はその代わりだって」

「そうか……」

　そこまで迷惑がられていたとは……でも、これでテスが助かる。俺は薬を持ってテスの所へ行くとすぐさま薬を飲ませた。

　薬の効果は絶大でうちの母さんと同じように２日後には完全に回復していた。テスも驚いてるようだった。

「なんなの、この薬……私も少し調合とかやるけど、こんな効き目の薬なんて一体どれだけスキルレベルが必要か……そもそも、一体何を材料にすれば……」

　なにやらぶつぶつと呟つぶやいてるけど、魔法関係の事になるといつもこうだから余り気にした事はない。

　テスが全快した次の日、俺は朝早くに魔女の家に向かった。礼を言う為だ。二度と来るなという事だったが、どうしても礼が言いたかった。

　魔女の家に着き、ドアを叩たたく。出てこない。まだ叩く。まだまだ叩く。

　暫く叩いていると、鍵を外した音がしてドアが開いた。

「あ……」

　そこには、女神がいた。










　その後、村に帰って直ぐにハルーラに戻る準備を始めた。

　もうここにいても仕方ない。村の連中はまだ病気が治ってない奴が大勢居るけど、このまま残っていても俺に出来る事は何も無いし、俺やコリーがうつされても面倒だ。それにベックも待たせたままだし、直に冬になる。

　その日の夜は俺達の為にと、ご馳ち走そうだった。こんなの用意する金はどうしたのかと尋ねると、ココが魔女に貰ってきたポーションを、行商に来た商人に売ったのだと母さんが言った。かなりの値段で売れたと喜んでいた。

　でも、その買い取り金額を聞いて正直戸惑った。明らかに買い叩かれてたから。

　あの効果を考えるとあのポーションは中級以上なのは間違いない。ならひとつ金貨数枚にはなる筈だ。でも喜んでる両親の顔を見ていると、とてもそんな事は言えなかった。コリーも微妙な顔をしていた。

　ハルーラに帰った後は、また討伐の依頼を続けていた。ゴブリンはいつでも出てくる。冬は食うものが無くなるからか、街の近くまでやってくる事もある。

　この冬はゴブリン退治ばかりしていたけれど、年明けには大雪が降って何も出来ない期間もあった。ベックに言われて貯蓄しておいて良かったと安あん堵どした。

　宿から出られず、時間を持て余していたのでベックに魔女の事を話したりもした。ベックが凄く興味深そうにしていたのが印象的だった。




　冬が明けて、雪が解けて春が来て暫くして、故郷の村から買い出しに来た幼おさな馴な染じみと再会した。村で薬を常備しておこう、という事になったらしい。

　買い出しに来た幼馴染は一緒に冒険者にならないかと誘った奴だった。腕っ節も強くて度胸もあり、一緒に来てくれれば心強いと思って声を掛けたんだけど、村に居るのが一番落ち着くといって断られたのだ。

　去年の秋に村に帰ったけど、あの時は落ち着いて話す事もできなかったので色々と話し込んだ。久しぶりという事もあって話題には事欠かなかったが、不意に森の魔女の話になった。

　なんでも、春になって直ぐに何人かの村人が薬を集たかりに会いに行ったらしい。当然狼に追い返されたらしいが、それでも諦めずに何度も行ったそうだ。

　そのうち、近くの村からも人が行くようになったのだと言う。原因は、うちの親が商人に売り払ったポーション。

　余りの効果に買い取った商人が口を滑らせたらしい。

　しかもそのポーションのひとつが南の街の領主の手に渡ったとかで、魔女を召し上げようと兵を出そうとしていたと言う。

　その話を聞いた次の日に、魔女は忽こつ然ぜんと居なくなってしまったのだそうだ。家ごと。




　魔女の家があった場所には、家が建っていたらしい跡と排水溝が残っているだけで、後は何も残っていなかったそうだ。そしてそれから暫くすると魔物が村の近くまで出てくる様にもなったらしい。

　家ごと消えるなんて、やっぱり魔女だったんだ、なんて幼馴染は零していたけど、俺はそれどころじゃなかった。

　俺達の家族の所せ為いで、魔女は森から居なくなってしまったのだ。酷い後悔が襲ってきたが、もうどうにもならない。

　その数日後、長期になる護衛依頼を受ける事にした。

　このままここでだらだらと慣れた仕事をしていても落ち込みそうだったので、気分を変えたかった。

　でもまさか護衛から帰ったらあの森の魔女に再会するなんて、この時は考えてもみなかった。





０３６　キモーイ







　朝、宿を出るとそこにはニールが居ました。もう勘弁してよ……。

「あ、やっと出てきた」

　返事を返しては駄目だ。無視無視。

「なあ、ちょっと話をしたいんだけどいいか？」

　無視。

「おい、無視するなよ！」

「すみません、急いでるので」

　完全にスルー。ノルンも無視してる。ちなみにニールの仲間達も周囲に居たりするが、私の余りに華麗なスルーに言葉も無いようだ。

　ニールを無視して一路街の外を目指して移動する。兎とに角かく無視だ。だと言うのに、歩きながらも延々と自分勝手な能書きを垂れてくる。

　曰いわく、私が森を出る事になったのは自分の所せ為い、だからここで俺が面倒を見るのは当然の事、困ってる事があれば絶対助ける、とか何とか。放っておいてくれ、というのは駄目らしい。意味が分からない。

「分かりました。今、凄く困ってる事がひとつだけあるので、それを解決してください」

「おお！　なんだ!?　俺に出来る事なら何でもするぞ！」

「絶対ですか？」

「絶対だ！」

「では、たった今、現在進行形で変な男性に付きまとわれて非常に困ってます。何とかしてください」

「……」

　固まってしまった。自分がどれだけ迷惑がられているかやっと理解したらしい。




　やっと静かになったのでそのまま放置してさっさと街の外へ移動。子供達を集めるとそのまま北東の川を目指す。

　ちょっと後ろを見ると、まだアレが付いて来てる。本当になんなの？　気持ち悪い……。

　川上の森に到着。スモモが生えてる辺りまで移動して薬草採取開始。子供達のうちの何人かはスモモや食べられる野草なんかを集めたりしている。私も後で魚……は、止めておこう。変な連中が居るし。色々見られたくない。

　採取中にオークが来てたらしいけど、ノルンがあっさり倒していた。そのオークを見ながら、確かコリー？　がおかしい事を言い始めた。

「わたし達護衛でついてきたんでしょ？　なら、あのオークって山分けだよね？」

「え？　じゃあ今日はお肉食べられるんだ、やった！」

「いや、それは無理じゃないかな……」

「なんで？　私達守ってあげてるんだよ？」

「いやいや、どう考えても違うと思うよ？」

　分ける訳ないでしょう。と言うか、護衛のつもりだったの？　誰もそんな事頼んでないんだけど？　と言うか勝手に押しかけて勝手に護衛と言い張った挙げ句に人の獲物を横取りするつもりだったのか……恐ろしい。やはり徹底的に拒否して正解だった。帰ったらギルドマスターに報告しておこう。

「えー……じゃあ今日収入無しって事？」

「あ、じゃあ私達も薬草採取すればいいんじゃない？」

「そうだね、そうしようか」

「……」

　おおう、低ランクの採取地荒らしまでするつもりか。さっき諫いさめてた男の人が凄い困った顔になってる。この人常識人枠かな、大変だね。ニール？　さっきから無言でずっと私を見てるよ。キモイ。




　お昼時になったのでテントを出して食事の準備をする。

　実は最近は子供達の分もまとめて作ってたりする。但し、材料の半分は子供達の提供。材料の残り半分と、調味料と調理の手間は私持ちだけど、完全に情が移ってしまった今となってはこの程度は気にもならない。

　今日は何を作ろうかな……ああ、さっきノルンが倒したオークがあったね。子供達の提供食材はじゃが芋。それとさっき採取してた葉野菜っぽい野草の類。ちなみにこれは私が教えた。

　うーん、野や菜さい炒いためもどきで良いかな？　塩しお胡こ椒しようと、隠し味に唐辛子少々でちょっとピリ辛に仕上げよう。

　ささっと手際良く私と子供の分でかなりの量を作った。出来上がった野菜炒めを見て子供達は皆目を輝かせている。

　ここ最近の餌付けですっかり調教完了されてしまった様だね、ごめんね。




　……所で、何故貴方達まで一緒に食べようとしてるんでしょうか。貴方達の分はありませんよ。そう告げるとなぜかコリーが怒り出した。

「ちょっと！　わたし達護衛してあげてるんだよ!?　なのに、そのわたし達の分がないってどういう事!?」

「誰もそんな事は頼んでません、貴方達が勝手についてきただけです。それにこの子達はちゃんと食材を出してます。勝手についてきて、その上ご飯まで集たかろうとか……冒険者というのはそういう方ばかりなんですか？」

「な……」

　顔を真っ赤にして、口をぱくぱくさせてる。そんなコリーの腕を引っ張って行って常識人の人が色々言い含め、必死に説明してる。

　暫くすると、理解はしたが納得はしてない、という感じで不貞腐れた顔をして保存食を齧かじっていた。そして今だにこっちを見てるニール。マジキモイ。




　食事の後も採取。そして程々で切り上げていつも通り早めに帰路に着く。

「ねえ、ちょっと聞きたいんだけど、なんでこんなに早く切り上げるんだい？　まだまだ時間に余裕があると思うんだけど」

　常識人の人だ。まあ、この人には特に悪い印象は無いから答えてもいいかな。

「買い取り窓口が混むのが嫌だからです。それに、余り遅くなると子供達も危ないですし」

「ああ、なるほど……」

　子供達を見ながら納得したように頷うなずいてる。いや、メインの理由は窓口の方だからね？　照れ隠しとかじゃないからね？　本当だよ？




　その後、帰り道の間に一方的に自己紹介された。

　常識人の人はベックさん。17歳。この人はこのパーティーで唯一Ｃランクらしい。

　性格も悪い様には見えないし常識人だし、なんでこんなパーティーに居るのか謎すぎる。

　コリーと良くおしゃべりしてる女の子はテス。ニールの恋人だそうだ。

　ああ、この子があの薬の……でも今日見た感じだとコリーに追従するばかりで正直……あとはコリーとニール。

　ちなみにコリーは思った以上に図々しい性格だった。びっくりだよ！　あと、ニールは心底気持ち悪い。

　で、ベック以外の３人は去年の秋頃にＤランクになったばかりだそうで、その時に一度里帰りして私に遭遇した、という事らしい。

　貴方達の事情とかどうでもいいんですけどね。そんな身の上話されても正直困る。




　ギルドに帰って換金が終わった後、サレナさんがいたのでニール達の行動について報告した。ギルドマスターに報告しておく、との事だった。

　恐らく今後そういった行動をしない様に厳重注意がされるだろう、だって。

　これで明日からも安心してお仕事ができるね。うんうん。





０３７　戦術的撤退？　いえ、唯の逃走行為です







　ストーカー行為を通報してからと言うもの、私の平穏が帰ってきた。

　とは、言いがたい。相変わらずコックさんは睨にらんでくるし、ニールはウザイ。いや、コックさんは別に良いよ？　態度は悪いけど、ちゃんとご飯作ってくれてるからね。

　問題はニールだ。

　私がギルドマスターにチク、いや、通報した後、お説教されたらしいんだけど未だに付きまとってくる。

　宿の前で待ち伏せ、採取先に付いて来ようとする（流石に他の仲間に止められていた）、換金後に食事に誘ってくる。

　いや、食事のお誘いって、意味がわからない。貴方恋人いるでしょ？　そっち誘いなさいよ。お陰でテスの私を見る目がきつい。私、全然悪くないよね？

　コリーは相変わらず図々しい。彼女の中では私は知り合いどころか友人であるらしい。やれ、あの薬草を分けてくれ、料理が上手と聞いた、作ってくれ、等と。こっちも意味がわからない。

　そんな３人を諫いさめて回るベックさんが哀れでならない。でも私の平穏の為にも頑張って頂きたい。




　そんな感じで１週間程過ごしていたけど、色々限界。うん、逃げよう。正しくは一時退避？

　と言うか、前に話を盗み聞いた南の海辺の村が気になって仕方ないので、行ってみようと思っていたのだ。だから丁度いいといえば丁度いい。




　さて、そうと決まれば即行動。という事でまずはリリーさんかな？

　朝、仕事に行く前にリリーさんに話をしておく事にした。

「リリーさん、私、明日で宿を出ます。前払いしていたお金って返金してもらったり出来ますか？」

「え!?　どういう事ですか!?　私、何か粗相でも？　それともコックがまた何かしましたか!?」

　いえいえ、そんな事はありません。

　という訳で理由を説明。ストーカーがキモイのと、前々から海の方に行ってみたかったのでちょっと見てくる、と。

　一応その後は戻ってくる予定では居る。子供達も気になるし。

　そう説明すると納得したようで、返金に関しても問題ないと教えてくれた。キャンセル料とかは取られないそうなので、ちょっと嬉うれしい。ただ、ストーカー被害に関しては何度か話した事があったので凄く同情されてしまった。




　リリーさんとの話が終わって宿を出たら周囲を確認。ヤツは居ないようだ。【探知】にも反応無し。良し。そそくさと街の外へ移動。

　門から出るといつもの様に子供達を探す。でも探すまでも無く直ぐに皆集まってきた。そしてこれまたいつもの様に川上の森を目指す。

　ちなみに南の森の封鎖は既に解除されている。でも川上の森の方が食べられるものが豊富なので結局そのままそっちで採取を続けてた。

　いや、一度南の森に行ったらニール達と遭遇してね……彼らはそっちでの討伐をメインにしてるみたいなので、まあ、そういう事。




　いつもの採取場所に着いて採取開始。うーん、いつ切り出そうか？

　後回しにしても仕方ないし、という訳でお昼の時に切り出した所、思った以上に皆平静だった。

　と言うか、仕方ない、という反応だった。

「いつかはそういう時が来るって思ってましたし、仕方ない事だと思います」

「自衛の為の武器も買えましたし、何とか頑張ってみます」

「ずっと迷惑かける訳にもいかないから」

「これからはもっと森の浅い、直ぐ逃げられる所で採取します」

　……みんな凄い前向きだね。何となく嬉しい。うん、頑張って。

　その日の帰りの途中で、シンとユイに２本ずつ回復ポーションを渡した。別に、餞せん別べつって訳じゃないけど。

　……何かあった時の保険代わりにでもなれば、と思ったのだ。この子達の内、誰かが大怪我をしたとしても医者にかかる為のお金は無い。

　最後まで面倒をみるなんて出来ないけど、ここまで情が移ってしまっては見捨てる事も出来ない。偽善だとは分かってるけど。

　売っても良いよ、とは言ってはみたけど、２人の様子を見る限りではそれはしないだろうな、多分。

　ギルドで換金して宿に帰るとリリーさんに泣き付かれた。

　寂しくなる、とか、ご飯、とか。ちょっと餌付けしすぎたかもしれない。反省。




　次の日はいつもより少し早く起きて宿を出た。ご飯は食べずにパンを幾つか貰もらっておいた。リリーさんには挨拶は済ませたし、大丈夫かな？

　そしてそのまま街を出る、のではなく、ギルドへ。一応挨拶はしておかないとね。

　護衛の仕事を受けてそのついでで目的地に着けたら収入にもなって良いんだろうけど、護衛依頼はＤランク以上じゃないと受けられない。正確にはＤランク以上推奨なんだけど、私はまだＦランクだから諦める。

　ギルドの朝は相変わらずだった。掲示板は混んでるし、窓口もそこそこに混んでる。サレナさんは……発見。

「サレナさん」

「あら、レンさんですか。今日はどうしました？」

「ちょっと南の方に行ってみようかと思いまして」

「え？　この街を出られるんですか？」

「ええ、まあ。でもその後はここに一度は戻ってくる予定ではいます。その後はどうするかは考えてませんが」

「そうですか……ああ、では少し待っていただけますか？　それと直ぐ済みますので、ギルドカードを貸して頂いても？」

「はい？」

「レンさん、Ｅランクに昇格ですので、その手続きを」

「え？　昇格ですか？　早くないですか？」

「レンさんは色々と貢献してくださったので、丁度昨日決まったんですよ」

　なんでも、稀き少しような物も含めて大量の薬草を安定して供給した事やオークの肉の売却、低ランクの子供の冒険者への支援、オーガの撃破等が評価されたらしい。

　いや、それにしたって冒険者になってまだ１ヵ月位だよ、早すぎない？

　だけど13歳未満だと冒険者ランクはここで頭打ちだ。これ以上は後２年待たないといけない。ちなみにこれは討伐制限に関係しての事なので、どうしようもない。

「はい、終わりましたよ。これが新しいカードです」

「ありがとうございます」

「いえいえ。それでは、お気をつけて」

「はい」

　リリーさんがアレだったからサレナさんもかなーと思ったけど、あっさりだったね。いや、こんな沢山人が居る所で泣き付かれても困るんだけど。

　挨拶も済んだので門を出る。軽く見回すと少し離れた所に子供達がいて、こちらに気付くと手を振ってきた。

　こちらも軽く手を振り返した後、直ぐに歩き出す。それを見て子供達も採取地へ移動を始めた。うん、みんな頑張れ。




　さて、ここから暫くはまたノルンとベルと一緒、一人と２匹だね。

　ノルンが言うにはベルはかなり狩りが上達したらしいので色々と期待してるよ？

　とまあそんな感じで私は海を目指して旅立った。





０３８　ＲＰＧで寄り道は基本ですよね？







　皆さんごきげんよう、レンです。現在大絶賛森に引ひき籠こもり中です。




　え？　南の村はどうした？　海を目指してたんじゃないのかって？　うん、その通り。ハルーラから南下してたんだけどね。

　いや、途中でいい感じに小さめの森があったんですよね。街道から奥が見えない位の。

　それと、覚えてるかな？　日課。

　うん、日課。ハルーラに着いてからと言うもの、唯の一度も行わなかった日課。そんなの日課じゃないよね？

　じゃあそもそも、なんで日課が行えなかったのかと言えば、宿の壁が薄すぎて安全が確保されてなかったからで。

　で、このまま南の村に行ったら同じ事だよね、と。

　なら今までこなせなかった分も含めて、ちょっと多めにこなしておこうかなあって思ったんだけど……うん、動きたくなくなりまして。ははは。

　いやいや、別にそれだけの為に引き籠もってる訳じゃないよ？　森で色々と採取したり、ゴーレム作ったり。




　この森、実は楓かえでの木がたくさん生えてて、ちょっと調べてみたらサトウカエデだったのですよ。つまり、メープルシロップが採れるわけです。糖分ですよ、糖分。

【鑑定】で調べてみた所、なんとシロップの採取も可能っぽい様子。大分時期が外れてたとはいえこの世界の植物は地球のものとかなり違うから、もしかしたら、とは思ったんだよね。

　そうと分かれば、そりゃ全力で引き籠もって集めますよ。ええ。これで色々お菓子も作れるからね？

　あ、そうそう。【生活魔法】が遂にＬＶ10になりました。

　それに併せて新しく使える魔法も幾つか増えまして。そのうちの一つが【避妊】。文字通りの効果ですね。

　但し、副次効果として生理を抑えるというか、来なくさせるという効果があったりします。症状が重い身としましては毎月毎月寝込むことが無くなるので非常に大助かりでありますね、はい。

　ちなみに教会に行ってお布施を払うと同様の効果がある祝福をかけて貰もらえたりしますが、地味に出費がかさむので結構懐に痛いとか聞きます。でもそういった商売の方々には必須だそうですが。

　え？　ゴーレムはどうした？　ああ、ゴーレムね。はいはい。

　うん、ちょっと日課の最中に思いつきまして、はい。それで作ってみようと色々試行錯誤を。

　最初に作ったのはウッドゴーレムとクレイゴーレム。木と土ね。

　そもそも最初は作り方がわからなかったので【創造魔法】頼り。でも複雑すぎて作れなくても困るので、単純そうなものを選択。

　次はそれらの解析。色々調べた。




　そもそもゴーレムっていうのは魔石を核に、それに基本的な行動基準なんかを書き込む事で動く、らしい？

　なので作ったゴーレムの魔力の流れを調べてみたりと、色々と。その間に【魔力感知】【魔力操作】のスキルが増えた。

【魔力感知】は文字通り魔力を感じ取るスキル。基本的には【探知】の魔力版かな？

【魔力操作】は魔力運用の効率化？　あとは魔石に魔力回路を書き込んだりとか？　他にはＭＰ消費が少し軽減されたりと、【創造魔法】の欠点が少しだけ改善。微々たる物だけど、大助かりだねー。

　で、色々試してみたんだけど、複雑な動きとか柔軟性がある行動っていうのがどうにも難しくて。

　例えばこう、反復行動をさせると延々と正確に繰り返すだけ。動きに揺らぎがないと言うか、遊びがないと言うか……こんな単純な動きしか出来なくて、これで気持ち良、じゃない、戦闘とかで使えるのかなーと。え？　何？　何か聞いた？　聞き間違いじゃない？

　次に調べたのが自身での操作。

　結果、自分の意思で思うように動かす事は出来た。但し、魔力消費が地味に多い。

　関節構造も無いのに曲がって動いたり出来るのは、その部分で魔力が作用して曲げているかららしく？　複雑な動きをさせようと捻ったりするとそれだけ消費が増えた。

　ならば、と試しに関節を作ってみた所、消費は激減。

　その後思いつきで分割思考に制御を任せた所、わざわざ自分で制御しなくても私の意思や意図を汲くんで半自動的に動いてくれる事が判明。勝手に痒かゆい所に手が届く感じ？　分割思考と言っても、まあ、元は同じ人格だからね。

　ともあれ、これなら戦闘時に連携も出来る。つまり戦術の幅が広がる。

　で、それらを総合すると……通常のゴーレムと比べ、より複雑化した行動も取れる構造が必要？　……自動人形？　オートマタとかそういう？　となると人型で、関節とかも……いや、人体を模して内骨格構造から？　人体構造は分かる。

　そうなると素材やら作成の為のスキルやら、色々足りない。それにこの世界は魔法がある。使わない手はない。

　なので、まずは魔法知識。次にスキル。そもそもにそれを作る為に必要な素材。先は長そうだね……。

　と、そんな感じでゴーレム関係で色々やっていたら【ゴーレム生成】【ゴーレム制御】【オートマタ作成】と、新たに三つもスキル習得。スキルレベルを上げる時間が本気で足りない。悩ましい……。




　なんてやってたらハルーラを出てからあっという間に３週間経ってた訳でして。いや、別に後悔はしてないよ？　砂糖が沢山手に入ったからね。あとは卵があれば色々お菓子も作れるんだけどなあ……ああ、卵焼きも食べたい。




　という訳で一応一区切りついたので改めて海の村を目指して出発した訳だけど……えっと、また商人さんを助けました。

　ゴブリンに襲われてたので、狙撃でばーんと。物凄い感謝された。危うく死ぬ所だった訳だから分からないでもないけどね。

　そしてまたしても村まで乗せてもらえる事に。いや、凄く助かるけど。でも乗り心地は……お尻痛い。

　で、助けた商人さん。

　名前をロベルトさんと言うそうで、まだまだ駆け出し商人らしい。ちなみに18歳。私が今目指してる南の村出身で、ハルーラに塩を卸し売りに行った帰りだったとか。

　塩の商いはぼろいよねーなんて考えてたら、この辺り一体を治めてる領主様の主な財源はその塩らしく、領内で捌さばいた場合は他の内陸領地に比べて利益率が低くなるとか何とか。それにぼろい馬車で遠出すると修理費や維持費で経費が嵩かさむとかで、渋い顔をしてた。世知辛い。




　そんな感じでお話ししつつ、丸一日程馬車に揺られていると南の村に到着した。

　宿？　ああ、宿ね。うん、探す必要は無かったよ。ロベルトさんの実家が宿屋だったから。ちなみに村の宿はこの一軒のみ。選択の余地無し。そして壁薄し。畜生め。

　村までの道すがら聞いた話では、冒険者ギルドの出張所があるとかで依頼なんかも受けられるらしい。但し、高額素材の買い取りは出来ないとか。正直微妙。

　まあ、別にお金稼ぐのが目的で来た訳ではないから、薬草の在庫の売却で大丈夫でしょう。と言うか最大の目的は魚介類の仕入れと塩の入手だしね。

　塩は、海辺で【創造魔法】を使えば直ぐ溜たまる筈はず。

　魚介類の仕入れは、まあお金は結構溜まってるからね。市場っぽいものの場所とか後で教えてもらおう、なんて考えながら宿で食事を取ってたら……これ、味み噌そ汁しる？　しかもちゃんとお出汁取ってある？　あ、お出汁!?　昆布？　鰹かつお節ぶし！




　……探すものが増えました。





０３９　ひゃあ、我慢できねえ！　買い占めだ！







　宿に泊まって翌日から早速行動開始。とは言ってもまずは聞き込みから。

　あ、ノルン達は村の外に居るよ。流石に泊まれる所が無かった。




「あの、すみません。このお味み噌そ汁しるなんですけど」

「あん？　アンタ味噌汁知ってるのかい？」

「ええ、まあ。それで、これの出汁を取るのに使ってる昆布が欲しいんですが」

「おいおい、そんな事まで知ってるのか」

　詳しく話を聞いてみると、なんでもお出汁やそういったものを使うレシピは村外不出だとか。でも知っている人に聞かれたら売ってもいい、らしい。

　これは転生者がどうの、という訳ではなく、単純に村の郷土料理として人を呼ぶために制限してるそうだ。

　つまりはご当地グルメ？　いや、分からなくはないけど……。

　ともあれ、干した昆布や鰹かつお節ぶしも売ってもらえる事になった。後で市場の方に話を通しておいてくれるらしい。ありがたい。

　うーん、お礼代わりにそれらを使ったレシピでも教えようかな？　何が良いかな？　鍋？　でも余り難しいのとかは問題が起きそうな……そういえばさっきのお味噌汁に豆腐が入ってた。なら、湯豆腐？

「あの」

「うん？　どうした？」

「いえ、お礼という訳ではないんですが」

　湯豆腐のレシピは存在しなかったようで、非常に喜ばれた。まあ、昆布で出汁取った後に豆腐を茹ゆでるだけと言えばそれだけだけどね。一応豆腐をつけて食べる為のつけ汁として、鰹出汁で醬しよう油ゆを割って出汁醬油とか、ポン酢もどきの作り方は教えておく事にした。




　その後、早速教えてもらった市場へ移動。

　商人さんはそこで買い付けするらしいけど、そもそも海産物は日持ちしないので、水魔法や氷魔法が使えなかったり保存の為の氷系の魔道具を持ってない商人はあまり買わないらしい。私には関係ないけどね。

　ただ、そういった理由で余り沢山獲って来ても仕方がないので、水揚げ量は少ないらしく、基本的に村内消費分のみ。当然と言えば当然か。

　周囲を見回すと水を張った桶おけやタライを並べて何人かの漁師さんがあちこちに座り込んでる。

　覗のぞき込んでみれば色んな種類の魚がぴちぴちしていた。カレイ、鯛たい、鯖さばっぽいのも居る。取り敢えず全部買おう。

「すみません、これ全部ください」

「は？　全部!?」

「はい、全部」

「いや、買うって言うなら売るけど、いいのか？　悪くなっちまうぞ？」

「大丈夫です。ですので、全部ください」

「お、おう」

　そのまま隣に移動してそこでも買い占め、更に隣へ。

　うーん、カツオとかマグロは無いのかな。お刺身食べたい。カツオのタタキもいいなあ。

　ちなみに山葵わさびは結構な量を持ってたりする。森にいた時に川の上流の方に群生してたんだよね。

　そのまま更に隣へ移動……しようとした所で後ろから声を掛けられた。

「おい、あんた。そんなに買い込んでもまだ買うのか？」

「え？　はい、もっと沢山欲しいです」

「なら、誰かに沢山獲るように言った方がいい。それなら手間も減るだろ」

　なんでも全部買い取りする前提で依頼すればがんがん獲ってくれるそうだ。それは助かるね。買うよ。超買うよ。

　という訳で全部買い取る前提で漁師さんに交渉せねば！　えーと？

　じゃあ誰かに……と顔を上げると漁師さん達が集まってきて自分が自分が、と立候補。いや、流石にそこまで沢山はいらないよ。

「えっと、じゃあ、わざわざ教えてくださった親切な貴方にお願いしたいんですが」

　こういう時は筋を通すのが無難だよね、という事で親切に教えてくれたこの人にお願いする事にした。最初は渋ってたけど、先払いで銀貨一枚渡したら飛んでいった。

　まあ、こんなフード被って顔隠してる怪しい奴の依頼、保証も無しには、ねぇ？

　そして次は昆布と鰹節を買う事に。きちんと宿屋から話が行っていた様で問題なく買う事が出来た。でも折角なので大量に買い込む事にする。

　次にいつここに来れるか分からないからね。だからこれは当然の行為。決して略奪ではない。商人さんの顔がちょっと引ひき攣つってたけど気にしない。




　その後は、海辺でボーっとしてた。いや、何もしてない訳ではないよ？　【創造魔法】を使って、ひたすらに塩を作ってました。とにかく沢山。ついでにニガリもゲット。大豆は普通に売ってるから、これで豆腐も自作出来るよ？　自給自足はいいものだ。

　お昼も済ませて、午後も同じ所でボーっとしてたら流石に怪しまれたので、途中で村のはずれの方まで海岸沿いに探索する事にした。

　そっちの方は岩場になっていて、転んだら怪我しそう。危ないなー。

　でもよく調べてみると岩いわ海の苔りが群生していたので回収して回った。一応、絶滅させるような事はしてない。

　でもこれで板海苔が作れる！　おにぎりに海苔が巻ける！　あ、巻き寿司とか、海苔巻きもいいよね……ここなら、海鮮巻きとか？　じゅるり。

　そしてふと思い立って色々作れないか試してみた。ここにしかない素材は沢山ある。

　それにいざという時の為にも色々と備えがあった方が良いからね？




　夕方に頼んでおいた魚を引き取った後は宿に帰って海鮮物に舌鼓。まさか刺身が食べられるとは！　それに蟹かにとか海老とかも獲れるんだね、ここ。やばいね。早速明日獲ってきてもらえる様に頼もう。




　次の日も昨日の漁師の人に魚や海老、蟹等も頼み、他にも市場で色々仕入れていると貝類も発見。偶に素潜りで獲ってくるらしい。これは是非買い込まねば！　という訳でこれも全部買い取るからとにかく沢山獲ってきて欲しいと依頼。すると、村中の女子供が姿を消した。

　……みんなでこぞって獲りに行ったらしい。

　あれ？　全部買い取れるかな？

　ちょっと不安になったのでギルドに薬草を売却にいったら、なぜか職員に大喜びされた。

　やはりと言うか何と言うか、ここは田舎の村なのでそういう薬草の供給量が全然足りてなかったらしい。でも一日に買い取れる金額の限界ギリギリだったそうで、微妙に涙目だった。




　ちなみに海老や貝類の買い取りは余裕でした。





０４０　何事も程々が一番







　と、そんな感じで色々集めてる内に数日が経過。

　その日の午後も岩場の方でボーっと製塩したりしていると、なにやら村の方が騒がしい。なんじゃらほい？




　村に戻って聞いてみると、領都へと続く街道の途中に大きい牛系の魔物が出たらしい。既に怪我人も出ているとか。

　今、村に居る冒険者はほとんどが商人の護衛だ。それ以外の少数は村出身の人達ばかりで、せいぜいがゴブリンを相手に苦戦するレベルだとか。

　そして、件の魔物を相手取れるような手練の冒険者となると、商人の護衛に雇われてる人の中でも一部らしい。

　私？　私は討伐は受けられないから、どうしようもない。でも牛肉か……食べたいなあ。

　なんて不ふ埒らちな事を考えていたら馬車が数台戻ってきた。噂うわさの牛の魔物に襲われたらしい。

　その人達から聞いた所によると、牛の魔物の正体はマッドブル。基本的には魔物化して巨大化した牛、という認識で間違いない。但し、巨大化した魔物の中でもかなり上位に位置する。

　しかも今回出たのはかなり大きい個体らしく、通常のマッドブルよりも二回りは大きいとの事。もっとも、その数は１体。

　牛系の魔物は徒党を組む事が多いので、今回のケースはかなり珍しい。

　……１体なら倒せるかな？　未だに実戦でダガーを試してないし、試してみてもいい気がする。上手くタイミングを見計らってこっそり行けば、何とかなるかなあ？　いや、これだけ騒ぎになってると流石に無理か。




　どうしようか暫く迷っていると、戻ってきた商人の中にロベルトさんが居る事に気付いた。向こうも私に気付いた様でこちらに寄ってくる。

「いやはや、参ったよ。危うく馬車を壊される所だった」

「大丈夫だったんですか？」

「別の商人が一人、馬車を破壊されて荷物もそのままに逃げてきてる」

「それはなんというか……ご愁傷様ですね」

「まったくだ。いや、笑い事じゃないんだけどな」

　苦笑しながらそう言う。

「そういえば、アンタは討伐に行かないのか？　何人かは行ったみたいだが」

「ああ、私はまだ11歳なので、討伐は受けられないんです」

「……そうだったのか」

　ちょっと驚いた様子だけど、余計な事を言わない所は好感が持てるね。でも視線が私の胸部装甲の辺りを彷徨さまよってるので、その分はちょっと減点。

「しかし、そうするとどうしたもんかな」

「何かあるんですか？」

「いや、向かった連中、全員この村のやつなんだがな、とてもあれを倒せそうな連中じゃないんだよ。でもアンタの狼おおかみとあの変な攻撃なら倒せるんじゃないかって思ったんだけどな」

　んー、そう言われてもなあ。討伐目的で倒してしまったら私が罰を受ける。こっそりやればいい？　これだけ騒ぎになってるのに、それは無理。どう考えてもすぐにばれる。

「正当防衛で返り討ち、じゃないと私が倒すのは拙いですね。あとはロベルトさんを助けた時みたいに緊急だった場合とか」

「……アンタ、村に用事があって来たって言ってたよな？　もう終わったのか？　終わってるならその後の予定は？　領都に行くのであれば、移動の途中で襲われたって事にすればどうだ？」

「すみません、用事はもうちょっとかかります。それに、その後はハルーラに帰る予定なので……」

「それじゃあ無理か……」




「すみません、ちょっと良いですか？」

　２人で唸うなってると、後ろから声をかけられた。




　で、私は今馬車に揺られている。ノルン達も一緒に。

　あの後声をかけてきたのは、なんと冒険者ギルドの職員。

　私なら倒せる前提で色々話し込んでたのが聞こえて、何とか抜け道がないか考えてくれたらしい。余計な事を……いや、あんな人が大勢居る所でそんな話をしてた私が迂う闊かつだったんだけど。




　提示された方法はこうだ。

　まず、私がロベルトさんから護衛依頼を受ける。護衛依頼はＤランク以上推奨。但し、推奨であって限定ではない。

　次に、ロベルトさんは村に忘れ物をしたまま領都へ向かう。その途中で牛を倒し、その時に忘れ物に気付いて村に戻る。

　村に戻った所でロベルトさんは契約上の不備に気付き、護衛依頼をキャンセル。

　抜け道どころか酷い詭き弁べんだけど、建前があればどうとでもなる、と職員さんは言っていた。いいのか、それで。




　と言うか流されるままここまで来ちゃったけど、別に私が倒さなくても良いよね？　放って置いても良かったよね？　なんだかこういうミスしょっちゅうやってる気がする。目立ちたくないのに……。

　釈然としないまま馬車に揺られていると、やや遠くに牛が見えた。でもこの距離であの大きさって、遠近法狂ってない？

　でももう私は色々面倒になって早く帰りたくなってしまっているので、さっさと倒してしまいたい。ここからの狙撃で倒してしまおうと目を凝らしてみると、先に村から出て行ったという冒険者達が蹴散らされてるのが見えた。

　んー、邪魔だね。誤射しそう。

　どうしたものかと考えてると、蹴散らされた冒険者諸君がこぞってこっちに走ってくる。戦術的撤退かな？

「おい、撤退か？」

「ロベルトか!?　ありゃ無理だ！　とても倒せそうにない！　せめて街道から追い返せればと思ったんだが……」

「そりゃゴブリン相手に苦戦するお前等じゃ無理だろ？」

「そう言うなよ！　と言うか、お前は何しに来たんだ？　馬車を壊されちまうぞ？」

「ああ、アレを何とか出来そうな心当たりがあってな、ちょっと無理を言って連れてきた」

「あれを!?　もしかして、そのちっこいのか!?　無理だろ！」

　小さくないよ。ああ、ノルンが怒ってる。静まれー静まれー。

　ノルンを撫なでてな宥なだめている間にもロベルトさんと冒険者達は色々言い合いを続けてる。ロベルトさん達の話はまだ終わってないけど、早く帰りたいからさっさと終わらせる事にしよう。よっこいしょ、っと馬車から降りて前に出る。

「ノルン、狙撃しやすい様にあれを上手くこっちに向かってまっすぐ誘導、お願い出来る？」

「わふっ」

　ノルンがものすごい速さで駆けて行ったかと思えば、牛の足元で動き回って動きを邪魔し始める。そしてそのまま暫く様子を見ていると、牛がこっちに向かって走って来た。うん、いいね。

　ダガー照準。速度４００。発射。

　ボヒュッ！　ドン！

　轟ごう音おんと共に打ち出されたダガーが牛の眉間に命中する。

　……あれ？　一瞬止まったけど、そのままこっちに向かって来る？　もしかして頭蓋骨が分厚すぎて抜けなかった？　普通、拳銃とかなら貫通しそうな……あ、ダガーだから柄が引っかかった？　うーん、多分オークだったらいけたんだろうけどなあ……仕方ない。

　ダガー照準。速度８００。発射。

　ドキュッ！　ボン！　……ズシン。

　なんだか酷い音が聞こえて、頭部が半分吹き飛んで牛が倒れた。

　あれ？　今度はちょっとやりすぎた？　まあいいか。うーん、そのうち間を取って速度６００とかも試しておこうかな？
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「終わりましたよ」

　振り返ってそう言うと、皆固まってた。

　……やっぱりちょっとやりすぎたかもしれない。





０４１　振り返れば奴が居る







　牛を無残な姿に変えた後、村に帰るとお祭り騒ぎになった。




　やめて！　そっとしておいて！　などという願いは聞き届けられず、宴会に巻き込まれる羽目に。

　主役が居ないと話にならないとか言われても、別にそういうの間に合ってますから。いや、ご飯は美味しかったけど。

　村出身の冒険者諸君がちらちらこちらを見ていたけど、全力でスルー。ノルンが居なかったらもみくちゃにされていたね。流石私の女神。もうほんと大好き。

　なので牛退治の様子については私に代わってロベルトさんと冒険者諸君が村人達に話してくれました。でも歓声が上がる度に視線が私に集中して酷く落ち着かない。せめてゆっくりご飯を食べさせて下さい……。

　タイミングを見計らって宿に逃げ帰ると、暫くしてから屁へ理り屈くつを考えてくれたギルド職員さんが手紙を持って来た。今回の顚てん末まつについて書かれたもので、ハルーラに帰ったらギルドマスターに渡す様に、との事だった。

　私が罰を受けたりしない様に考えて、対処してくれたらしい。正直ありがたい。




　さて、次の日になって私はハルーラに帰る事にした。

　昨日の一件の所せ為いで非常に居心地が悪くなってしまい、長居する気が無くなってしまったのだ。だから朝一で市場で最後の魚介類の買い占めをした後、こっそりと村を出て行く事にした。

　途中で村人Ａに見つかったけど、引き止める言葉もそのままに爽快に逃走。ところが村を出て暫く歩いた辺りでロベルトさんが追いかけて来て、馬車に乗せてくれた。

　ハルーラ行きの街道にも途中で領都への分岐路があるので、昨日のお礼代わりにそこまで乗せて行ってくれるらしい。いや、楽できるから助かるけどね。

　分岐路でロベルトさんと別れた後はハルーラを目指してゆっくりと徒歩で移動。ここからなら確かもう３～４日も歩けば着く筈はず？

　とはならずに、予想通り往路で３週間引き籠こもった森で３日程過ごしました。仕方ないよね。うん、仕方ない。日課をこなさないといけないからね。




　そんな感じでだらだら進んでいると、左手の方にやっとハルーラの南の森が見えてきた。ここまで来れば、後はもう少しだ。

　懐かしいなあ。結局１ヵ月以上遠出してたしなあ。

　ここからがまた長いんだよなあ、なんて考えながらてくてくと歩いていたら、少し先の辺りの森の中から、冒険者風の人が２人転がり出てきた。

　なんだか凄く慌ててるような、切羽詰まってるような？　なんて思う暇もなく、木々をなぎ倒しながらオーガが現れた。

　え、オーガ？　なんで？　このままだと危ない？　助けた方がいい？　ああ、でも緊急時に一般人や商人を助けるならともかく、他の冒険者の獲物を横取り、と言われても仕方ない状況の場合は見捨てるのも有りなんだっけ？

　無駄に目立つのも嫌だし揉もめるのも面倒だし、ここはスルー一択？　と、判断しようとした所で、尻餅をついた冒険者と目が合った。

「た、助けてくれ！」

　あいあい。ダガーセット、ライフリングバレル展開、速度４００。発射。

　オーガの側頭部に命中。ダガーの柄の部分まで埋没した。だと言うのに、倒れない。

　あれ？　威力が足りてない？

　その場で立ち止まったオーガがゆっくりとこちらに顔を向けると、目が合う。あ、もしかして拙い？　と思った所で膝から崩れ落ちた。倒せなかったかと思ってちょっと驚いた。

　先日の牛の時にはすっかり失念してて速度８００なんて使ったけど、ライフリングバレルを使えば良かったのでは？　と思って試してみたのだ。失敗かと思ったけど速度４００でも大丈夫そう？

　そもそも、あのサイズのダガーが柄の部分も含めて丸々頭に刺さって生きてるって、ありえないよね。うんうん。

　取りあえず助けた人達の所に向かう。

「大丈夫ですか？」

「あ、ああ、助かった」

「えっと、このオーガは私が頂いても？」

「……ああ、構わない。俺はなにも出来なかったからな」

「おい、俺達が戦ってた所に横から来たんだぞ？　俺達にも分け前をもらう権利があるだろ？」

「そう思うならお前一人で交渉しろ。俺はまったく歯が立たなかった。その上助けてもらったんだ。なのにそんな厚かましい事を言うなんて、とても出来ない」

「……いや、そうだな。俺もいい、持って行ってくれ」

　んー、揉める位なら別に山分けでもいいんだけど……まあ、全部貰もらえるなら貰っておこう。

　オーガを収納しながらちょっと質問。

「何でこんな所でオーガと？」

「うん？　ああ、向こうから来たって事はまだ知らないのか。１週間位前にオーガの目撃情報があったんだよ。で、その後直ぐにいくつも被害が出た。死人は無かったけどな」

「それで、ギルド主体で討伐隊が組まれる事になったのさ。斥候の話だとオーガは20匹位って事らしくて、少し多めにＣランクが２パーティー、Ｄランクが５パーティーだ。その上ギルドマスターが指揮を執るんだから、多少怪我はするだろうが十分すぎる戦力だ。普通なら、な」

「ああ、その筈だった。でも実際森に入ってみれば、唯のオーガの群れじゃなかった。オーガロードに統率された群れだったんだ」




　オーガロード……。

　オーガに限らず、支配者級が統率する魔物の群れは戦闘能力が跳ね上がる。ゴブリンであればゴブリンキング、オーガならオーガロード。或あるいはそれらに準ずる上位個体。そういった上級の指揮個体が居る群れは配下達に対してスキルによる支援効果が与えられ、各能力値に補正が掛かる、らしい。




「ウウウウ……」

　あれ？　なんでかわからないけど、さっきからノルンが不機嫌だ。どうかしたの？

「それで、どうなったんですか？」

「……森に入って暫くは良かった。遭遇するオーガは１～２体で、囲めば普通に倒せた。でも、５体程倒した後だった。ロードが統率する群れに遭遇したんだ。圧倒的だったよ。Ｃランクの連中は何とか頑張ってたが、Ｄランクの奴らがあっと言う間に蹴散らされて逃げる羽目になった。俺もだけどな」

「多分、今も森の中で戦っている。囲まれて、とても逃げるどころじゃない筈だ……」

「そうですか……でも、オーガロードなんて急にどこから」

「なんでも、西の森の方から来たらしい。途中にある村も幾つか襲われたそうだ」

　西の森から……って、西の森？　もしかして私が引ひき籠こもってた森？　あの森にそんなやばい奴が居たとは……んん？　前にもこんな事を考えた事があったような？　なんだかノルンも不機嫌だし、何かが引っかかる。

　…………あ、もしかして。

「ノルン、初めて会った時に怪我してたよね？　あれってもしかして？」

「グルルルル！」

　どんぴしゃ、正解っぽい。

　あの時ノルンに怪我を負わせたのが、多分、今この森に居るオーガロードなんだ。それを聞くとノルンの為にも仕返ししてやりたい気分になってくるけど……ふむ。





０４２　対決！　オーガロード！　……遠距離から







　こんにちは、レンです。私は今、森の中で息を潜めています。




　あの後、助けた冒険者達に助力を請われた。けれど、年齢制限や元々討伐隊に参加していない事を理由に辞退しておいた。

　助けた冒険者達は森の外に指定された緊急時の集合場所に行くと言って去って行ったので、それを見送った後に私はこっそり森に入った。

　いや、ノルンにはいつもお世話になってるからね、復ふく讐しゆうの手伝い位はしないと。

　ただ、基本的に私は目立ちたくない。ついでにオーガロードに近接戦を挑める様な能力や武装は一切ない。

　優位に戦えるとしたら遠距離からの狙撃のみだ。

　という訳で色々考えて、ノルンに手紙を持たせてロードがいる現場に向かわせ、私はベルと一緒に高い木の上に隠れて息を潜めている。

　うーん、遠目にオーガっぽい集団と冒険者っぽい集団が戦ってるらしい様子は見えるけど、目を凝らしても良く見えない……なにか、こう、視力を強化とかできないかな？　目に魔力を流して、とか、何か……あ、出来た。おおお、凄く良く見える。

　ステータスを確認。スキル、【鷹たかの目】。魔力や闘気による視力の強化スキルっぽい。

　何はともあれ、覚えたなら活用しないと。




　ノルンに持たせた手紙はギルドマスターに向けたものだ。今回の討伐隊、ギルドマスターも同行しているらしい。あのムキムキの見た目通り、元はＢランク上位の冒険者だったとか。

　で、肝心の手紙の内容は、


『１．討伐したオーガの素材の分配




　２．討伐の年齢制限違反への罰則の免除




　３．討伐後の私の情報隠蔽




　４．討伐後に発生する私への不利益からの擁護



　上記条件に同意するのであれば、その旨をノルンにお伝えください。ノルンの遠とお吠ぼえが聞こえ次第、狙撃を開始します。』

　という感じ。まあ、いつも連れていたノルンが出向けば私の関与はばればれだろうけど、それでも姿を見せなければ言い様はある、筈はず？




　強化した視覚で様子を窺うかがう。なんだか見覚えのある様な冒険者が何人か……あ、あれ、ニール達だ。うへえ。

　なんて考えていると、オーガに囲まれて苦戦している討伐隊の元にノルンが飛び込んで行くのが見えた。

　最初は警戒して居る様子だったけど、ノルンが手紙を咥くわえているのに気付いたギルドマスターが冒険者達に指示を出し、ノルンに近づいていく。

　ノルンが咥えていた手紙をギルドマスターに渡し、それをギルドマスターが読んでいると……うわ、凄い顰しかめっ面になった。

　暫く考え込んだ後に、ノルンに何か言ってる。多分同意かな？　すると間も無くノルンの遠吠えが響き渡った。よし、攻撃開始だ。

　とは言ってもいきなりオーガロードを狙うのは無理。だって周囲にオーガが沢山居るし。肉の壁？　数は……16。ある程度は減らしてからじゃないと駄目だね。

　ダガーセット、ライフリングバレル展開、速度は……距離もあるし６００で良いかな？　良く狙って、発射。命中、倒れた。よし、次。

　次はまとめて３連射。全弾命中。オーガロードは……まだ厳しいかな？　もう少し減らそう。

　討伐隊はどうなってるかな？　って、驚いて固まっちゃってる。危なくない？　仕方ない、どんどん減らそう。ばんばん。

　あら、下っ端オーガがこっち側に固まってオーガロードを守り始めた。もうちょっと減らさないとロードを狙えない……って、討伐隊射線遮らないで！　邪魔！

　ええい、どうしてやろうか……あ、殴り飛ばされた。吹っ飛んで樹に当たって……ピクピクしてるけど、死んではいなそう？　あああ、オーガが群がって、それを防ごうと他の人達が……あ、丁度オーガ達が背中向けてる。この隙にばばばんっと。

　よし、オーガロードまでの射線が開けた。ついでにそのタイミングでオーガロードに向かってノルンが飛び掛かった。ここまでは大体作戦通りかな？

　次はオーガロードを狙撃して隙を作るんだけど、タイミングが……ここだ！　腕に命中、ダガーがかなり深く刺さっている。

　ああ、でも駄目だ。一瞬驚いたみたいだけど、動きが変わらない。ノルンの攻撃を避けまくってる。私の狙撃も警戒してる様で、狙いが付けられない。

　……残りＭＰは90。余り無駄弾は使えない。となると次で確実に動きを止めないといけない。なら、狙う所はどこ？　……機動力も奪うなら、膝？　出し惜しみは無しで行こう。

　ライフリングバレル展開、速度８００。消費ＭＰは40。もう少し速度を上げる。速度１０００。消費は、70。

　……これを撃ったら今日はもうまともに戦えない。でも、撃つしかない。視力を限界まで強化。照準…………………………発射。

　オーガロードの膝がはじけ飛び、その場に跪ひざまずいた。その隙を逃さずノルンが飛び掛かり、前足を振る。風の刃がオーガロードの頸くびを跳ね飛ばした。

　……勝ったね。







　その後は暫く様子を見ながら待機しつつ、タイミングを見計らってギルドマスターの元に向かった。他の冒険者達は残った６匹のオーガの掃討に散って行ったので、会いに行っても問題は無い。

「……こんにちは」

「おう、こんにちは」

「大丈夫でしたか？」

「おかげさんでな……助かったよ。しかし従魔だけじゃなく、嬢ちゃん自身もオーガを倒せるだけの力があるとはな……恐れ入った」

「遠くから隠れてこそこそ攻撃しただけです。近距離でまともに戦ったらあっと言う間に殺されちゃいますよ」

「いや、戦い方ってのは人それぞれだ。あんたの戦い方は他人に非難される様なものじゃない。何より、あの命中精度にあの威力。寧ろ賞賛に値するぞ」

「そういうものですか……あ、それであの条件の方は守って頂けるんですよね？」

「ああ、大丈夫だ。今、Ｃランク２パーティーに有望なＤランク数パーティー、それに俺がまとめて死ぬなんて事態に比べれば、あの程度の条件は破格だ。問題無い」

「そうなんですか？」

「ああ……今、ハルーラは人手不足でな。王都や領都の方と色々やってはいるんだが、人が増えるにはまだ時間が掛かる」

「はあ」

「興味なさそうだな……まあいい。それで素材の分配、罰則の免除は良いとして、その後の情報の隠蔽ってのは何だ？　名声が欲しくないのか？」

「えーと、目立ちたくないので？」

「理解出来ん……いや、面倒事を嫌ってるってのは何となく分かるんだが。で、次の擁護？　だったか？　こっちは出来る事が限られるが、まあ出来る範囲で何とかしよう」

「ありがとうございます」

「いや、礼を言うのはこっちの方だから気にしなくて良い。それで素材の分配はどうする？　こっちで買い取って現金で渡すか？」

「あ、そうですね。それでお願いします」

「わかった。ああ、それと、このオーガロードと取り巻きの死体、ギルドまで運びたいんだが手伝ってもらうのは可能か？　流石に討伐隊全員でもこの数を運ぶのは難しい」

「あー、掃討に行った人達が戻って来る前には退散したいんですが」

「そう言えば秘密にして欲しいんだったか……じゃあ、外の緊急時の集合場所まで持って行ってもらうのも難しいか？」

「そこには別の人達が居るんですよね？　そうなると、ちょっと……」

「だよなあ……いや、いい、分かった。無理言ってすまんな」

「お役に立てず申し訳ないです」

「いいさ、時間はかかるが何とか出来ないわけじゃないからな。っと、そろそろここから離れた方がいいんじゃないか？」

「そうですね。では、先にハルーラに帰ってます」

「わかった、また後でな」

「はい」

　という事で確認も完了。ノルン、ベルと共に颯さつ爽そうと森から離脱！　あ、一応オーガの死体からダガーは回収しておいたよ。証拠隠滅大事。




　後顧の憂いもなく人助けも出来て良かった良かった。





０４３　閑話　とあるギルドマスターの話







　俺はウォーゼル。ここ、ハルーラの冒険者ギルドでギルドマスターなんてのをやってる。昔なじみに無理やり押し付けられてやらされてると言ったほうが正しいが。




　この街は立地は悪くない。ここはムバロ伯爵領とネイザン男爵領との大体真ん中辺りに位置する。

　その関係上、流通の上では割と重要だ。しかも南北に濃い採集地があるのもいい。だが、微妙と言えば微妙な位置だ。お陰で名前を売りたい奴や稼ぎたい奴はみんなどっちかの領都の方に行っちまう。

　ギルドも同じだ。いい人材は皆そっちに行く。更にもう少し足を運べば王都までいける。人手不足も相まって、正直、こんな所のギルマスなんて誰もやりたがらない。

　そんな所で無理やり面倒な仕事をやらされてる訳だ。もうとっとと王都に帰って隠居暮らししたいもんだ。

　それでも仕事をしない訳にもいかない訳で、何とか人を回してもらえるように王都や領都のギルドに掛け合ってその目処をつけたりはしてみたが、それでも人が集まってくるのはまだまだ先だ。色々調整をしないといけないからな。

　そういう訳で今日もここハルーラは未だに人材不足だったりする訳だ。




　そんなある日の事だ。

　その日も面倒な書類仕事に追われていたんだが、俺の執務室に急に職員が駆け込んできた。なんでも冒険者がやらかしたらしい。

　話を聞いてみるとジギーとキンブルの２人だとか。

　あの馬鹿共が！　いつかやると思ってたぞ！

　この２人は前々から素行が悪い奴らだった。何年か前にも新人を騙だまして金を巻き上げようとしたり、13歳未満の採取しかできない餓鬼共から巻き上げたりと、まさにクソのような奴らだった。実力も無いのに態度ばかりでかくて、正直俺も何度殴り倒してやろうと思ったか分からん。

　っと、話が逸れたか。

　とにかく、詳しい事を聞いてみない事にはどうにもならない。幸い被害者は五体満足で生きて街に帰ってきたらしく、その足で報告に来たそうだ。しかも道中で同行する事になった第三者という立派な証人付き。これならどう足あ搔がいても言い逃れは出来ない。これであの馬鹿２人を処分できると思うと、正直清々する。




　執務室に連れてこられた商人と同行者を見て、まず驚いたのがその同行者だ。小さい。まだ子供か？　背丈から見るに12～13歳位か？　いや、それにしては胸の辺りの発育がいいようだ。背がやや低いが14～15位か？　いや、それよりもこの狼おおかみは何だ？　従魔？　この大きさ、グレーターウルフか？　いや、それにしては毛並みや気配なんかが全然違う。もっと別のヤバイ奴かもしれん。まさかとは思うが……。

　っと、今はそれよりも話を聞かないといかんな。




　聞いてみれば、もう完全に言い逃れの出来ない違反行為だった。こりゃ終身奴隷落ちで鉱山行きだな。当然の末路だが。

　さらに詳しく聞いてみればこの小さい嬢ちゃんがオークを蹴散らしたと言う。従魔の狼がやったというならまだわかるが、この小さい嬢ちゃんが？

　話の途中でフードを下ろしてもらって二度驚いた。まだ大分幼さが残ってるが、かなり整った顔つきだ。今はまだ可愛らしいと言った方がいい様相だが、成長すればかなりの美人になるだろう。しかもなんだか妙な色気がある。なんなんだコイツは。




　その後も色々聞いてみると、倒したオークを持って来ていると言う。魔法の鞄かばんだと言ってはいたが、多分高レベルの【アイテムボックス】か【ストレージ】持ちだろう。

　買い取りの時に出したオークの死体を見た所、まったく傷んでなかった。一日でも経てばそれなりに変化は出るものだ。こう見えても元Ｂランクだ、その位は見れば分かる。

　フードを取りたがらない事といい、収納スキルといい、恐らく顔かスキルかで何か揉もめ事ごとに巻き込まれた事があるって所だろう。行動が一々なるべく目立たないようにしている感じだ。まあ、それも無駄なようだが。

　しかし話をすればするほど驚く事ばかりだ。従魔の事もそうだが、オークは綺き麗れいに倒されてるし、まだ冒険者じゃないとか言い出すしな。しかもこの顔立ちと胸と色気でまだ11歳？　何の冗談だ？

　だが驚くのはその日だけではなく、次の日以降も続いた。

　採取に行けばとんでもない量の薬草を持ち込む。しかも稀き少しような物も大量に。

　採取に行った筈はずなのに魔物を沢山倒してくる。更にはそれを売ろうとしない。その上オーガまで倒していた。これについては売るように言ったが。

　しかし、サシでオーガを倒せるとなると、やっぱりあの狼はグレーターウルフなんかじゃなく、恐らくは……いや、一々俺が突っ込まなくても見る奴が見れば直ぐわかる事か。そういうレベルの奴なら逆にわざわざ指摘したりもしないだろうしな。

　その内、気付けば孤児の餓鬼共を連れて薬草採取して回っているとかで、ここ最近の薬草の納品量が一気に増えた。お陰で回復薬の出回る量も増えて、それによって冒険者達の怪我も減った。良い事尽くめだ。

　これで討伐も出来たら言う事はなかったんだが……まだ11歳じゃあ仕方ない。




　嬢ちゃんが来てからというもの良い事尽くめで喜んでいたんだが、ある時からぱたりと見かけなくなった。何でも南の村の方に行ったらしい。

　その内戻って来るとは言っていたらしいが、薬草の納品量が減るのは正直痛い。だがここから南の村までであれば１～２週もすれば戻ってくるだろう。

　そう思っていたが、全然戻って来ない。何をしているんだ、あの嬢ちゃんは！

　そんな折、オーガの群れの目撃情報が入った。どうやら嬢ちゃんが倒した奴は遠い所からの先遣だったようだ。

　目撃情報が入って直ぐに被害が出始め、ついでにオーガが来た方角も分かった。

　西の大森林から来たらしい。そしてそいつらの移動によって西の大森林とハルーラの間にある村も幾つかやられたそうだ。このまま放置しておけばここもやばい。

　俺は直ぐに討伐隊を組む事にし、領都に連絡を取ってＣランクのパーティーを送って貰もらった。ハルーラにもＣランクのパーティーはあるが、今すぐ動けるのはひとつしかなかったからだ。まったく、こんな時に限って赤髪の野郎ベクターが遠出してるとはな。

　目撃情報ではオーガの群れは20匹程だと言う話だ。なら後は人数が居れば何とかなる。Ｄランクでも有望な連中を搔かき集めて、すぐさまオーガ討伐に出た。当然俺も行く。




　だが、そこで予想外の出来事が幾つもあった。

　まずはオーガの群れだが、ただの群れではなく支配者級の指揮個体が居る群れだった。それが上位個体だったらまだ何とかなったが、よりにもよって支配者級のオーガロード。群れの戦闘能力は劇的に向上する。当然討伐隊のＤランクはあっさり蹴散らされた。

　俺とオーガロードのサシだったら何とかなったが、討伐隊の連中を守りながら群れを相手にするのは余りにも分が悪すぎた。

　全滅を覚悟した時、急に見覚えのあるでかい狼が手紙を持って現れた。

　Ｃランクの連中に暫く持ちこたえるように伝えその手紙を読んでみればそこにはふざけた内容が書かれていて、俺は眩暈めまいがした。

　おいおい嬢ちゃん、本当にオーガロードを倒せるのか？

　だが、ここで俺を含めて討伐隊が全滅なんてしようものなら、人材不足のハルーラは終了だ。俺は天に祈る気持ちで狼にお願いしたね。




　そこからはあっという間だった。笑うしかない。

　あれよあれよと取り巻きのオーガ共が倒れていき、護衛の減ったオーガロードに狼が襲い掛かったと思ったらいきなりオーガロードの足が吹っ飛んで首が飛んだ。正直意味が分からん。

　オーガロードが死んだ後、俺は討伐隊の連中を残ったオーガの掃討に行かせて嬢ちゃんと少し話をしたんだが……なんと言うか、正直何を考えてるか良く分からなかった。目立ちたくないというのは分かるが、それにしても……。

　とにかく、この嬢ちゃんは良く分からん。多分、無理に理解しようとしない方が良い。面倒臭いだけだ。




　その後、街への帰り道の途中で道端に座り込んで休んでる嬢ちゃん見た時にはまた眩暈がした気がした。





書き下ろしＳＳ　肩こりにまつわるエトセトラ







　孤児達と仲良くなってある程度面倒を見るようになって暫しばらくたったある日、リリーさんにポテトサラダを作って食べさせた所、大泣きされる羽目になった。苦労してマヨネーズ作ったのに……解せぬ。

　最終的に、今度お願いを一つ聞くという事でなんとか宥なだめる事に成功。でもなんだか釈然としないものを感じる……そう言えば何であんなに泣いたんだろう？　宥めるのに必死で理由を聞くのすっかり忘れてたなあ。んー、芽が出てるのでも食べて毒に中あたった？　ちゃんと聞いておけば良かったなあ……。




　んでもって後日。

　早速お願いを聞く事になった訳ですが、肩こりを何とかする方法を教えてほしい、という事だった。何で肩こり？

　詳しく事情を聞いてみると、お姉さんのサレナさんがどうにも肩こりが酷ひどいらしく、最近自覚がないままに自分で肩を揉もんだり腕を回したりと、解ほぐすような動きをよくしているそうな。

　リリーさんが言うには冒険者ギルドの職員は色々と忙しいらしくて、書類仕事も文字通り山盛り有るらしい。

　それらの処理に奔走している結果、肩こりが酷くなってしまったのではないか、という事だそうで……ちなみにサレナさん、実はあの若さで幹部候補だったりするらしい。なにそれ凄い。

　で、リリーさん的に日頃姉に色々と迷惑をかけてる身としては何とかしてあげたいとかなんとか……うん、なんて言うか……やっぱりこの子、いい子だねえ。

　しっかし、肩こりねえ……まず思いつくのはマッサージだけど、非力な私が施術した所でたかが知れてるし、そもそも継続的に施術出来ないので根本的な解決にはならない。

　となると次はお薬。そしてお薬といえば基本的に内服薬と外用薬になる。取りあえず飲み薬なら血行を促進する類の物かな？　外用薬は……湿布？

　でも湿布は……匂いもあれだし、サレナさんみたいな格好いい出来る女！って感じの女の人が湿布を貼ってる所は、個人的にはあまり見たくない。仕事に行くときは剝はがせばいい？　いやいや、そういう問題じゃないんだよ！　分かれよ！

　となると後は代用として軟なん膏こうとかかな？　うん、取りあえずその辺にしておこう。




　作る物も決まったので、翌日早速薬師のお店へ突撃。尚、採取はお休みである。

　さて、流石さすがは専門店、品しな揃ぞろえも豊富！等という事はまったく無く、欲しい素材があんまり無かったり……あと、状態もあんまり宜よろしくない。心底がっかり。

　ついでに高い。物にもよるけど、非常にお高い。

　ちなみにこの世界、医術の発展はまだまだのようなので、薬師はある程度医者も兼ねてるらしくて、お薬の調合もやってくれるらしい。更にお高くなるらしいんだけど。

　めんどくせえ、こうなったら【創造魔法】でごり押しだ！　と思わなくも無いんだけど、化学薬品は色々拙い気がする訳でして……となると材料はここで手に入る物を使いつつ、作り方さえ分かれば再現可能なものを作る方が好ましい。具体的には漢方薬系？　とはいえ店で材料を買うにも品揃えも品質も悪いし、お高いし……。

　んー……こうなると、自力で集めた方が早い気がする。




　という訳で更に翌日、子供達と採取に行った森で材料集めに奔走する事に。

　飲み薬は血行促進とか冷え性予防になる漢方薬系の材料を集める。頑張った甲か斐いあって色々集められた。ついでに森に引ひき籠こもってた時に狩った鹿の角も入れておこうかな？　女の人は色々助かるだろうし。

　……滋養強壮にも効果があるけど、あまり沢山飲みすぎないように注意しておけば大丈夫でしょ、多分。

　あと、葛くずも生えてたので魔法で掘り起こして大量入手。葛湯に出来るようにあれこれ加工して粉末状にする。魔法便利すぎィ！　まともに加工しようとしたらどれだけ時間が掛かると……いや、便利だからいいんだけどね？

　と、作り出したらついつい興が乗ってしまって大量に作ってしまったり……うん、自分用に残しておいても、これはかなり……サレナさんには１年分位進呈する事にしよう、そうしよう。

　多すぎ？　細かい事はいいんだよ！　大は小を兼ねるんだよ！　ギルド職員に袖の下なんだよ！　あと好感度稼ぎ。サレナさんマジ好みのタイプなので。なでなでして欲しい。

　大幅に話が逸それた。次、塗り薬。

　塗り薬、軟膏は……うん、ちょっと上手く行かなかった。どうにも成分が弱いというか効能が弱いというか……仕方ないので諦めてこっちは化学成分混ぜましたー！　鎮痛消炎成分フェルビナク配合だよ、やったね！　【創造魔法】様様だよー、って結局こうなるのかよ！　ふぁっきゅー！

　いや、私が未熟なのがいけないんだけどね……もっと精進しよう。

　ちなみに私があれこれ集めたり調合したりしてる様子は、遠巻きにしていたユイ達にはとても変なものを見る目で見られていた模様。

「お姉さん……ちょっとキモ……じゃなくて、怖いです」

　なんですとー!?

　なんでも調合中の私は、にやにやしたり急に怒りだしたりと、非常に不気味だったらしい。久しぶりにちょっと実験っぽくて楽しかっただけなのに、解せぬ。

　べ、別にいいじゃん！　誰にも迷惑かけてないんだし！　ちょっとキモがられたかもしれないけど！

　それにこういうの、性格的に嫌いじゃないんだよ。前世の職業的には完全に専門外なんだけどね。




　そんな訳で更に更に翌日、完成したお薬をリリーさんに手渡した。

　怪しくないよ！　健全なお薬だよ！　ただ、飲み薬の方は飲みすぎるとちょっとムラムラするかもしれないだけだよ！

　とまあ、そんな用法・用量を守って正しくお使いください的な事を注意しつつ、進呈。

「なんと言うか……なんだか色々と凄そうですね。それにこんなに沢山頂いて、いいんですか？」

「気にしないでください。サレナさんにもリリーさんにも日頃から良くしてもらってますし、それにこれは先日のお詫わびですので」

「うーん……それこそそんなに気にしないでも良かった所なんですが……でも、折角ですので頂いておきますね！　姉さんも大分辛そうなので、正直凄く助かります！」

「いえいえ、気になさらずに」

「いえいえ、こちらこそ」

「いえいえ」

「いえいえ」

　リリーさんと二人、頭の下げ合いは他の給仕の子に止められるまで続く事となった。大人しく恩を着せられなさい！　これだから良い子は！　……いや、そもそも良い子なら別に何も問題ないのか？　それとも単に私がひねくれてるだけ？　……うん、私がひねくれてるだけだね。いや、いいんだ。別に。分かりきってた事だし。

　……もう少し真っ当に生きるようにしてもいいのかも知れない。




　とまあ、そんな風に少し自己を省みたりしつつも、改善する気はまったくないまま数日過ごすうちに、お薬の事はきれいさっぱり忘れていたりもしたりした訳だったりするんだけど。

　……そんなある日の朝、久しぶりに依頼窓口の近くを通りかかった所、サレナさんに声を掛けられた。

「あら、レンさん。今日も沢山採って来たみたいですね」

「ええ、まあ。生活が懸かってますし」

「その調子で頑張ってください。ああ、そういえば、お薬ありがとうございます」

　薬？　ああ、リリーさんに頼まれたやつね。

「いえ、私はリリーさんに頼まれただけですので、御礼はリリーさんに」

「そういう訳にはいきませんよ！　お陰様であれから肩こりも良くなりましたし、他にも色々と……あのお薬、凄いですね」

　あー、飲み薬の方で冷え性とかも改善された感じかしらん？

「まあ、身体からだにいいものが色々と入ってますので……でもそんなに酷い肩こりになる位に書類仕事沢山あるんですよね？　ギルドって大変ですね」

「え？　書類仕事ですか？」

「え？」

「あー……」

「違うんですか？」

「えーと……私の肩こりは……多分、そのうちレンさんも分かるようになると思いますよ？」

　そのうち私も分かるようになる？　どういう事？　……？　サレナさんの視線が下の方に……胸？　あー、つまりそういう……。

「何となく分かりました。そんなに辛いんですか？」

「ええ、まあ……リリーには羨うらやましがられますけど……こう言ってはなんですが、かなり？　無い人にとっては贅ぜい沢たくな悩みだとは分かってるんですが、こればっかりは」

「なるほど……」

　将来を見越して自分用にお薬を改良しておいてもいいかも？

「でも、リリーには気をつけてください」

「リリーさんにですか？　何を？」

「いえ、あの子、胸が小さい事にコンプレックスが有るみたいで……それも、かなり拗こじらせてるようでして」

「コンプレックスですか」

「はい。急に暴れだしたりしますから、不用意な発言はしないように気をつけてください」

　え、そこまで？　あのリリーさんが暴れると？　いやいや、そんな馬鹿な。

「どうしてあんなになっちゃったのか……私も母も大きい方なので、父方の血だとは思うんですけど。父方の叔母も控えめの方でしたし」

　へー……姉妹でそこまで差が有るというのも、ちょっと可哀想な気もしなくも無い。変に刺激しないように気をつけておこう、うん。

「ご忠告痛み入ります。気をつけるようにしますね」

「そうしてください」




　とはいえ、サレナさんもちょっと大げさに言っただけだと思ってたんだけど、まさか取り乱したリリーさんにあんな乱暴に揉みしだかれる事になろうとは、この時の私は思ってもいなかったのであったそうな。
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本作品は、二〇一九年一月、小社より単行本として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。
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